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第１ はちけん地区センターについて 

１ はちけん地区センターの設置目的 

札幌市において、はちけん地区センターをはじめとするコミュニティ施設は、区民セ

ンター条例第１条に定める「地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及

振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与する」ことを目的として設置された。

（さらにこれらに加えてコミュニティセンターと地区センターは、区民センターの機

能を補完し、地域における住民の自主的な活動を促進することを目的としている。） 

 

２ はちけん地区センター管理運営上の課題、基本的方向性 

はちけん地区センターをはじめとするコミュニティ施設は、市内に区民センター10

館、コミュニティセンター２館、地区センター24館、計36館を各地区に設置している。 

これまで、コミュニティ施設の一層の利用促進のため、市民委員による「コミュニテ

ィ施設利用促進検討懇談会」の意見書（平成20年度）を踏まえ、各種の利用促進策を実

施してきており、平成20年度の平均利用率53.8％から、令和元年度の平均利用率59.5%

と、利用率が向上してきている。 

また、今日、地域社会においては、町内会加入率の低下、一人暮らしの高齢者の増加

や核家族化の進行に加え、新型コロナウイルス感染拡大により地域活動の機会が減少

したことに伴い、住民相互の関係性の希薄化など、様々な課題が存在している。コミュ

ニティ施設には、こうした課題解決のため、それぞれのコミュニティの核としての役割

も求められているところであり、地域住民が集う地域コミュニティ形成の場として、重

要な役割を担っている。 

このため、指定期間におけるはちけん地区センターの管理運営は、一層のサービスの

向上と経費の節減を図りながら、利用率の向上及び地域住民による施設運営への積極

的な参画を目指すことを基本的方向性として行うものとする。 

 

第２ 施設の管理業務等に関する基本的方針 

はちけん地区センターの管理運営に当たっては、次の基本方針に沿って行うこととする。 

１ 札幌市の公の施設であることを常に念頭におき、市民の福祉の増進に努め、市民の公

平な利用に供するよう管理運営を行うこと。 

２ 施設の効用を最大限発揮し、施設の設置目的等に資するよう適切な管理運営を行うこ

と。 

３ 「管理業務の計画書」で提案した住民のコミュニティ施設運営への参画、まちづくり

人材の育成、まちづくり活動の助長を促進する管理運営を行うこと。 

４ サービス水準の維持向上に努め、安定的かつ継続的なサービスの提供がなされるよう

管理運営を行うこと。 

５ 利用者や地域住民の声を常に把握し、施設の管理運営に反映させること。 

６ 最少の経費で最大の効果を挙げるよう管理運営の効率化に努めること。 

 

第３ 管理物件及び管理の基準 

１ 管理物件 

別表１のとおり 
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２ 管理の基準 

⑴ 開館時間及び休館日 

開館時間 午前８時 45 分から午後９時まで 

休 館 日 12 月 29 日から翌年１月３日まで 

    ※利用者から希望がある場合は、開館時間を午後 10 時まで延長し、使用時間の超

過を認めることとする。 

※特に必要があると認めるときは、札幌市と協議のうえ変更し、又は臨時に休館日

を設けることができる。（例：施設改修時等） 

⑵ はちけん地区センターの使用の承認について 

ア 施設（有料施設）の使用の承認は、札幌市区民センター条例（昭和 48 年条例第

49 号。以下「条例」という。）、札幌市区民センター条例施行規則（昭和 49 年規則

第２号）及び札幌市区民センター等使用承認取扱要領等に定めるところにより行う

こと。 

イ ロビー（無料施設）の使用の承認については、札幌市区民センター等ロビー使用

基準に定めるところにより行うこと。 

⑶ 使用の制限に関する事項 

ア 条例第９条各号に定める場合には、使用を承認しない。 

イ 条例第 10 条各号に定める場合には、使用承認の条件を変更し、使用の停止を命

じ、又は使用の承認を取り消すことができる。 

ウ 条例第 10 条の２各号に定める場合には、はちけん地区センターに入館しようと

する者の入館を禁じ、又は入館している者にはちけん地区センターの使用の停止

若しくははちけん地区センターからの退館を命じることができる。 

⑷ 個人情報の保護に関する法律の適用について 

指定管理者は、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）第４章の規

定のほか、施設の管理を行うに当たって保有する個人情報の取扱いに関しては、同法

第66条第２項の規定により準用する同条第１項の規定により札幌市と同様の安全管

理措置義務を負う。 

また、同法第 33 条第１項の規定による開示の請求、同法第 34 条第１項の規定によ

る訂正の請求及び第 35 条第１項の規定による利用停止等の請求があったときは、同

法の定めるところにより適正に対応するとともに、札幌市から施設の管理を行うに

当たって保有する個人情報の提出の要求があった場合は、速やかに、これに応じるこ

と。 

⑸ 札幌市情報公開条例の適用について 

指定管理者には、札幌市情報公開条例（平成 11 年条例第 41 号）第 22 条の２の規

定により、情報公開の努力義務が課せられるほか、札幌市から管理業務等に関する文

書等の提出の要求があった場合には、これに応じること。 

なお、情報公開にかかる事務処理については、札幌市指定管理者情報公開要綱(平

成 15 年 12 月 15 日助役決裁)及び札幌市出資団体等情報公開要綱(平成 12 年３月 30

日市長決裁)に定めるところにより行うこと。 

⑹ 札幌市行政手続条例の適用について 

ア 指定管理者は札幌市行政手続条例（平成７年条例第１号）第２条第４号の「行政
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庁」に該当するため、使用承認等の行政処分は、同条例の定めに従って行うこと 

イ 使用承認等の審査基準及び標準処理期間を定める場合は、札幌市の基準等に準

じた内容とし、札幌市に届け出ること。 

ウ 使用承認の取消し等の不利益処分を行う場合において意見陳述のための手続を

行うときは、札幌市に対して事前に通知し、手続終了後に経過及び結果について

報告すること。 

エ 聴聞の手続に関する必要な事項について、札幌市聴聞等に関する規則（平成６年

規則第 51 号）に準じた内容の聴聞規則等を定め、札幌市に届け出ること。 

⑺ 札幌市オンブズマン条例の適用について 

指定管理者は札幌市オンブズマン条例（平成 12 年条例第 53 号）第 20 条の規定に

より、オンブズマンが、苦情等の調査のため必要があると認めたときに実施する質問、

事情聴取、又は実地の調査について協力するよう努めること。 

⑻ 札幌市暴力団の排除の推進に関する条例の適用について 

指定管理者は札幌市暴力団の排除の推進に関する条例（平成 25 年条例第６号。以

下「暴排条例」という。）第６条の「事業者」、第７条第２項の「公共事業等に係る契

約の相手方」にあたることから、条例の基本理念にのっとり、暴力団を利することと

ならないよう、暴力団の排除に自ら積極的に取り組むとともに、市が実施する暴力団

の排除に関する施策に協力すること。具体的な取組については、以下の通り。 

ア 施設が暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律

第 77 号）第２条第２号に規定する暴力団。以下同じ。）の活動に利用されないよ

うにするために必要な措置を講ずるものとする。なお、施設利用者等が暴力団員に

よる不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員（以下｢暴

力団員｣という。）や暴力団関係事業者（暴排条例第７条第１項に規定する暴力団関

係事業者。以下同じ。）などであるかどうか確認が必要な場合は、「暴力団の排除に

かかる照会事務マニュアル」に従って必要な対応を行うこととし、その際は、原則、

札幌市に相談し、その指示に従うこと。 

イ 協定に関連する契約（第三者への委託、物品調達等）について暴力団員や暴力団

関係事業者を相手方としないこととする。また、既に締結している契約の相手方が

暴力団員または暴力団関係事業者であると判明した場合、直ちに札幌市に報告し、

その指示に従うこと。既に締結した契約の相手方またはこれから契約を締結しよ

うとする相手方が暴力団員または暴力団関係事業者であるかどうか確認が必要な

場合は、「暴力団の排除にかかる照会事務マニュアル」に従って対応することとし、

その場合は、原則、札幌市に相談し、その指示に従うこと。 

⑼ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の適用について 

指定管理者は、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成 25 年法律

第 65 号。以下「障害者差別解消法」という。）における「民間事業者」の区分に該当

し、「障がい者への合理的配慮」について努力義務を課されているが、指定管理者は

公の施設の管理を通じて市民サービスに直結した業務を担っていることを踏まえ、法

的義務を課されている国・地方公共団体等行政機関である札幌市に準じた対応を行う

こと。具体的な取組については、「障害者差別解消法を踏まえた札幌市の対応方針」

（対応方針）及び「共生社会の実現に向けた札幌市職員の接遇要領」（接遇要領）を参
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照すること。 

⑽ その他 

ア 管理業務等を行うに当たり、第三者への委託、物品の調達等を行う場合は、  

札幌市内の企業等の積極的な活用に努めること。 

イ 管理業務等を行うに当たり、職員の雇用、第三者への委託、物品の調達等を行う

場合は、障がい者の積極的な雇用など福祉施策への取組に努めること。 

ウ 第三者への委託、物品の調達にかかる支払は「政府契約の支払遅延防止等に関す

る法律」第６条に準拠するよう努めること。 

 

第４ 業務の内容と要求水準 

はちけん地区センターの業務内容と業務毎の要求水準は、以下のとおりとする。 

なお、以下に記載する項目のうち、業務の計画を作成することとしているものについて

は、札幌市との協議のうえ、その内容を決定することとする。 

１ 統括管理業務 

サービス水準の向上及び経費の節減に向けた適切な管理運営を確保するため、各業

務の全体を統括する。 

利用の公平・公正の確保に対する方針とその取組、管理運営の基本方針、利用促進の

ための方針とその取組、運営事業計画、地域連携の目標、まちづくり活動の参加意欲醸

成及び担手育成への貢献方法、地域社会の絆の強化への貢献方法、運営協議会設置の方

針、地域住民の声の把握・反映の仕組み、苦情処理等の方法、利益の市民還元、市内企

業等の活用計画、福祉施策の取組方針、職員の雇用環境の維持向上に向けた考え方とそ

の取組、施設管理のための組織体制、職員配置計画、勤務形態、勤務条件、職員採用計

画、人材育成、研修計画、防災業務、環境保全の取組、施設・設備等の維持管理等の具

体的内容は別紙８「管理業務の計画書」のとおりとする。 

⑴ 管理運営業務の基本方針 

はちけん地区センターの管理運営に関して、指定管理者としての基本方針を策定

する。 

◇要求水準 

ア はちけん地区センターの管理運営に関して、第１で挙げた施設の設置目的を実

現するとともに、市民サービスの向上、経費の縮減を図る上での基本方針を明確

化すること。 

イ 基本方針の策定にあたっては、施設運営の透明性を確保するよう特に留意する

こと。 

⑵ 平等利用の確保 

はちけん地区センターにおける平等利用を確保するための方針及び取組項目を明

確化し、各取組を実施する。 

◇要求水準 

上記方針及び取組項目として明確化する内容には次の内容を含むこと。 

・平等利用を確保する上での指定管理者としての基本的な方針 

・上記方針を具体化する上での統括責任者の役割、職員の心構え 

・はちけん地区センターにおいて不当な差別的取扱いに該当するおそれのある行為
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等 

・これらの行為等を発生させないように組織として対応する取組項目 

・その他、平等利用確保に際しての留意事項等 

※平等利用の基本的な考え方については、地方自治法第 244 条第３項、札幌市公の

施設に係る指定管理者の指定に関する事務処理要綱第５-３-(1)、及び第１に記載

したはちけん地区センターの設置目的を参照すること。 

⑶ 地球温暖化対策及び環境配慮の推進 

管理業務等を行うに当たっては、札幌市環境マネジメントシステムを通じて、地球

温暖化対策及び環境配慮の推進に努めること。 

◇要求水準 

ア エネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和 54 年法律第 49 号）を遵守し、

はちけん地区センターにおけるエネルギー使用を適切に管理し、その合理化を進

めること。 

イ 電気、水道、油、ガス等の使用に当たっては、極力節約に努めること。 

ウ ごみ減量及びリサイクルに努めること。 

エ 清掃に使用する洗剤等は、環境に配慮したものを使用し、極力節約に努めるこ

と。 

オ 自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、アイド

リングストップの実施など環境に配慮した運転に心がけること。 

カ 管理業務等に係る用品等は、札幌市グリーン購入ガイドラインに従い、極力ガイ

ドライン指定品を使用すること。 

キ 業務に係る従業員に対し、環境マネジメントに関する研修を行うこと。 

ク 業務に係る環境法令を確実に遵守できる体制を確立すること。 

ケ 省エネルギーに係る業務計画として、管理業務の開始後速やかに次の資料を作

成し、札幌市に提出するほか、毎年度、別紙１に示す報告書類を提出すること。 

・工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準（平成 21

年３月 31 日経済産業省告示第 66 号）に規定する各管理標準 

コ 施設の電力については、特別な事情がない限り、札幌市電力の調達に係る環境配

慮要綱で定める「環境配慮評価基準」を満たす小売電気事業者より、調達するこ

と。また、可能な限り再生可能エネルギー電気の調達に努めること。 

⑷ 管理運営組織の確立 

ア 責任者の配置、組織の整備 

はちけん地区センターの管理運営業務に関して統括的に責任を負う者（以下「館

長」 という。）を 1 名配置するとともに、その職務代理者（以下「副館長」とい

う。）を１名以上配置する。また、管理運営業務を適切に行い得る組織を整備し、

維持する。 

◇要求水準 

(ｱ) 館長は、自ら定めた管理運営の基本方針の具体化を始めとして、札幌市と指

定管理者との協議、必要な報告、その他本仕様書に示す業務の全体（以下「本

業務」という。）を統括するとともに、本業務に関する札幌市その他との対外的

な協議等について、責任を持って一元的に対応すること。 
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(ｲ) 副館長は、館長がその職務を担えなくなった際に、館長を代理すること。 

(ｳ) 組織の整備に当たっては、本仕様書に示す各業務の分担、指揮命令系統、緊

急時の連絡系統、その他必要な内容を規定すること。 

イ 従事者の確保、配置 

はちけん地区センターの管理運営業務を適切に行うために必要な従事者（以下

「職員」という。）を確保する。また、職員の配置計画を作成し、各職員に業務

を割り当て、アで整備した各組織に配置する。 

職員の賃金については、業務計画書(募集要項 様式５-４)に記載した最低時給

額を下回らないこと。 

◇要求水準 

(ｱ) 管理運営の開始日以降指定期間の満了日に至るまで、本業務に必要な職員を、

職員の休暇等の場合も含め業務に支障が生じないように確保し、当該職員が担

当する業務内容を明確にした上で、適切な担当部署に配置すること。 

(ｲ) 供用時間においては、次の人員を配置すること。 

＜職員の標準配置基準＞ 

・施設の使用承認等に関する業務：２名 

・図書室：１名 

ウ 人材の育成 

業務に支障が及ばないよう万全を期するため、職員に対して、業務上必要とさ 

れる研修、指導教育（以下「研修等」という。）を実施する。 

研修等は、各年度の実施計画(以下｢研修計画｣という。)を作成し、これに基づき

実施する。なお、研修等は、指定管理者が自ら行うものの他、公的機関その他の組

織が行う研修等に職員を派遣して行うことも可能とする。 

◇要求水準 

(ｱ) 研修等を通じて、職員が割り当てられた業務を完全に理解し、その実施に支

障が生じない状況を確保すること。なお、理解すべき内容としては、少なくと

も次の内容を含むものであること。 

・各職員が行うべき業務の内容及び責任、利用者への接遇、業務上遵守すべき

関係法令・条例・規則等の規定内容、防火・防災対策、環境への配慮、その他

業務に必要な知識や技術、心構え等 

(ｲ) 研修計画には、次の内容を含むこと。 

・研修等の実施方針 

・研修等の実施項目、各項目の概要、実施スケジュール 

(ｳ) 毎年度、研修計画に基づいて実施した研修実績を札幌市へ報告すること。 

エ 労働関係法令の遵守、雇用環境の維持向上 

はちけん地区センターにおける市民サービスの水準を維持向上させるとともに、

雇用の確保を図るため、職員の雇用に関する関係法令を遵守し、必要な規定の作

成・変更や届出等を行うとともに、雇用環境の維持向上に努める。 

◇要求水準 

(ｱ) 職員の雇用に関しては労働基準法、労働安全衛生法、労働契約法、その他は

ちけん地区センターの管理運営にあたり関連する労働関係法令を遵守し、就業
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規則その他の必要な規定等を整備するとともに、必要な届出を監督官庁に行う

こと。 

(ｲ) 職員に対する給与、賃金等の支払を適切に行うこと。 

(ｳ) 職員個々が市民サービスの向上、管理経費の縮減に意欲を持って取り組める

よう、安全衛生やコミュニケーション、ワーク・ライフ・バランスの推進を含

め、十分な労働環境を整えること。 

⑸ 管理水準の維持向上に向けた取組 

はちけん地区センター利用者のニーズに柔軟に対応するとともに、安全性、効率性、

その他はちけん地区センターの管理水準を維持・向上させていくため、組織内では常

に情報を共有するとともに、各業務について見直しを行い、改善を図る。 

◇要求水準 

ア 情報の共有方法を明確化し、必要な情報を職員が十分に把握していること。 

イ 業務の見直しを行う方法を明確化し、定期的に見直しを行うこと。特に、事故防

止については、見直し、改善を含め、日常的に組織的取組を行うこと。 

⑹ 第三者に対する委託業務等の管理 

ア 第三者に対する委託業務等における適正の確保 

協定書第 10 条に示す第三者に対する委託（以下「再委託」という。）を行う業務

の実施にあたり、適正を確保する。 

◇要求水準 

(ｱ) 再委託業務にかかる契約を締結する際には、札幌市契約規則及び札幌市物

品・役務契約等事務取扱要領（平成 20 年３月 28 日財政局理事決裁）第 91 条

に準じて、軽微なもの、緊急を要する場合などを除き原則として複数の団体か

ら見積等を徴すること。 

(ｲ) 再委託をする場合には、再委託の相手方となる事業者(以下｢再委託事業者｣

という。)が、再委託業務の履行にあたりはちけん地区センターの管理運営に

おける市民サービスの向上について配慮するとともに、利用者の安全を十分に

確保するよう仕様等を作成すること。また再委託事業者からの再度の委託はで

きないことに留意すること。 

(ｳ) 再委託は指定管理者の責任において行うものであることについて、再委託事

業者の十分な理解を確保すること。 

イ 再委託の相手方となる事業者への適切な監督、履行確認 

再委託事業者に対しては、指揮監督を徹底するとともに、必要な履行確認を行う。 

◇要求水準 

(ｱ) 再委託事業者との契約にあたり、再委託事業者に対して必要な指揮監督を行

う部署及びその責任者、再委託事業者側の責任者を明確にし、指揮命令系統及

び連絡系統を確立すること。 

(ｲ) 再委託した業務が当該契約に基づき適切に行われるよう、必要な指導、指示、

立会、書面による検査並びに確認を行うこと。 

(ｳ) 再委託事業者に対し、委託した業務に関連する労働関係法令を遵守するよう、

適切な監督、指導を行うこと。 

(ｴ) 再委託事業者に対して、はちけん地区センターの業務を行うために必要な従
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事者の法令遵守状況及び労働環境（賃金、労働時間、各種保険の加入状況、健

康診断の実施状況等）に関わる情報提供を求めること。ただし、個人情報保護

の観点等から情報の収集が困難な場合は、その状況、経緯等について札幌市に

報告を行い必要な指示を仰ぐこと。 

ウ 協定に関連する契約の相手方からの暴力団員又は暴力団関係事業者の排除 

暴力団員または暴力団関係事業者を協定に関連する契約の相手方としないため

に、必要な対応を行う。 

◇要求水準 

(ｱ) 第３－２－(8)－イに定める対応を行うこと。 

⑺ 札幌市及び関係機関との連絡調整 

ア 運営協議会の設置 

札幌市、指定管理者、利用者団体、地元町内会等で構成するはちけん地区センタ

ー運営協議会（以下「協議会」という。）を設置する。協議会においては、管理業

務等の状況の報告、管理運営水準の維持・向上に向けた協議を行う。 

◇要求水準 

(ｱ) 協議会は指定管理者の主催により指定期間中３か月に１回以上開催するこ

と。 

必要に応じて、札幌市及び指定管理者のみでの協議会開催も可とするが、年

度ごと１回以上はすべての構成員で協議会を開催すること。 

(ｲ) 協議会の運営は指定管理者が行うこと。また、協議会では以下の項目につい

て協議等を行うこと。 

＜協議等の項目＞ 

・本業務の報告とはちけん地区センターの管理運営上の問題点や改善に関する事

項 

・施設の管理運営に係る各種規程、要綱、マニュアル等を新たに作成する場合の概

略 

・本仕様書において協議会での協議を必要とする旨が記載されている項目 

・その他、はちけん地区センターの市民サービスや管理水準の維持向上に向けた

取組 

(ｳ) 協議会の内容は記録するとともに要旨を札幌市に報告すること。また、その

要旨を１か月程度施設内に掲示し、利用者へ周知すること。 

イ 関係機関との連絡調整 

本業務の遂行に当たり、利用者団体、地元町内会等、その他関連する団体、組織、

機関等との良好な関係を維持するとともに、必要に応じ連絡調整を行う。 

◇要求水準 

(ｱ) 指定期間開始後２か月以内に、本業務の円滑な遂行に関して必要となる関係

機関等の一覧表を作成し、当該内容について札幌市に確認すること。 

(ｲ) (ｱ)の確認後、必要な関係機関等との関係の構築を速やかに行うとともに、

連絡調整を適宜行うこと。 

ウ 指定管理者の表示 

指定管理者が行政庁としての行為を行う場合には、指定管理者であることを明
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らかにする。 

◇要求水準 

本業務を行うに当たり、使用承認、承認取消その他の行政庁として行う行為（本来、

行政庁でなければ行うことができない行為）を行う場合において、団体名を表示する

必要があるときには、「札幌市はちけん地区センター指定管理者 （団体名）」と表示

すること。 

⑻ 財務 

ア 資金管理 

はちけん地区センターの安定的かつ効率的な管理運営を確保するため、本業務

に関する資金（協定書に定める管理費用、利用料金、その他の収入。以下「管理費

用等」という。）及び本業務とは別に指定管理者が札幌市の承認を得て施設におい

て実施する事業等（以下「自主事業等」という。）に関する資金を適切に管理する。 

◇要求水準 

(ｱ) 本業務を行うに当たっては、指定管理者が行っている他の事業と経理を明確

に区分し、年度ごとに収支その他経理に関する記録等を整備すること。 

(ｲ) 本業務に係る経費の収支については、独立した帳簿及び預金口座により管理

すること。 

(ｳ) 管理費用等の適切な管理を第三者による監査などの客観的な方法で点検・確

認すること。 

(ｴ) 自主事業等の経費の管理については、第５－１－（3）を参照。 

イ 現金等の適切な取扱い 

利用料金収入等の現金等が不適切に取り扱われることの無いよう、現金等の取

扱に関する規定（以下「現金等取扱規定」という。）を整備し、運用する。 

◇要求水準 

(ｱ) 現金等取扱規定には、以下の項目に関する規定を含むこと。 

なお、複数の規定類により各項目について規定していても差し支えない。 

・現金の取扱いに関する管理体制 

・現金の取扱事務の運用手続 

・現金の保管方法 

・銀行口座の管理方法 

・金券類の管理等の適切な取扱い 

・以上の現金等の取扱いに付随する帳票、経理書類の様式 

(ｲ) 現金等取扱規定においては、現金等の取扱いに関し事故、不祥事を未然に防

ぐ仕組みを構築し、運用すること。 

(ｳ) 現金等の取扱いに関して、事故、不祥事が発生した場合には、当該事実を確

認した日時、事実の概要を記録するとともに、当該事実等について即時に札幌

市に報告のうえ、その後の対応について札幌市と協議し、必要な対応を取るこ

と。 

(ｴ) 現金等の取扱いに関して、必要に応じて現金等の輸送中及び保管中に発生し

た滅失や盗難、事故に備えた保険等の加入について検討すること。 

⑼ 苦情対応 
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施設の管理に関する利用者その他の市民からの要望、苦情等（以下「苦情等」とい

う。）に迅速かつ適切に対応し、その結果を札幌市に報告する。 

◇要求水準 

ア 苦情等への対応手続を文書により整備すること。また、職員が、当該手続の内容

を十分に理解していること。 

イ 苦情等を受け付ける担当部署を明確化し、利用者、その他必要な者に対して十

分に周知していること。なお、利用者等からの申し出があった場合には、当該担当

部署とは異なる部署においても苦情等は受け付けること。 

ウ 苦情等を受け付けた場合は、その内容に応じて必要な対応を行うこと。 

(ｱ) 指定管理者のみで対応が可能なものについては、適切な対応を行った上で、

必要に応じて札幌市に報告すること。 

(ｲ) 指定管理者のみでは対応が難しいもの、札幌市の判断を要するものについて

は、速やかに札幌市に相談し、その指示に従うこと。 

エ 市政に関し、指定管理者の業務には全く関わりの無い苦情等があった場合  

には、速やかにその概要を札幌市に報告すること。 

オ なお、札幌市は、札幌市になされた苦情等の対応上必要と認めるときは、指定管

理者に対し報告を求め、現地を調査し、又は必要な指示を行う。 

⑽ 記録・モニタリング・報告・評価 

ア 記録 

指定管理者は、本業務の実施に関する記録・帳簿等を整備、保管し、指定期間の

満了時や指定の取消時には、札幌市または次期指定管理者に速やかに引き継ぐ。 

◇要求水準 

以下の帳簿等を常に整備し、これらを５年間（法令等で定めがある場合は、その期

間）保管し、保管期間が終了した場合は、個人情報等の取扱いに注意し、適正に破棄

すること。ただし、５年が経過する前に、指定期間が満了しまたは指定が取り消され

た場合は、札幌市の指示に従い、札幌市または次期指定管理者に速やかに引き継ぐこ

と。 

・事業日誌 

・管理業務に関する諸規定 

・文書管理簿 

・各年度の事業計画書及び事業報告書 

・収支予算及び収支決算に関する書類 

・金銭の出納に関する帳簿 

・物品の受払に関する帳簿（別表２、３に記載する備品及びその他の備品で指定管

理者が調達したものについてそれぞれ明示し、その受払について記載したもの） 

・以上のほか、別紙１に示す本仕様書に規定する業務に関する記録書類、及び札幌

市が必要と認める書類 

イ セルフモニタリング 

指定管理者は、はちけん地区センターの管理運営業務の実施状況及び利用者や

地域住民の声について、自ら監視・測定（以下「セルフモニタリング」という。）

を行う。 
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◇要求水準 

(ｱ) 業務の全体に関して、以下の内容を含むセルフモニタリングを行うこと。 

a 利用者満足度の測定等 

・利用者アンケート調査を行い、施設利用者の施設利用に係る満足度等を測定

するとともに、意見、要望等を把握する。 

・調査は、公正な方法で行うこと。 

・利用者アンケート調査には、はちけん地区センターの利用による総合的な満

足度、第１で挙げたはちけん地区センターが目的とする成果の実現や、課題

の解決等の進捗、職員の接遇等を把握できる調査項目を盛り込むこと。 

・調査結果については、集計・整理後速やかに札幌市に文書及び電子データに

より報告するとともに、はちけん地区センターの利用者にも、１か月程度掲

示により周知すること。 

・調査に当たっては、個人情報の保護に関する法律の遵守を徹底すること。 

b 苦情等の整理、分析 

・施設利用者、地域住民、その他からの苦情や要望は、その内容に従い分類し、

件数及び内容の傾向等を分析する。 

・当該分析結果は随時、札幌市及び協議会において報告した上で、施設内に掲

示すること。また、随時作成した分析結果を活用して、別途、年度単位の分

析を行うこと。 

c 各業務のセルフモニタリング 

・別紙１に記載した各業務の記録の作成等行うこと。なお、業務の実施方法等

と合わせて記録・測定等の方法を集約するなど、合理化を図ることもできる。

ただし、この場合にも、別紙 1に記載した内容は含むこと。 

d 業務・財務検査項目の自己チェック 

・半年に１回程度、札幌市が示すチェックリストを用いて、業務や財務に関す

る自己チェックを実施し、その結果を記録し、また、改善が必要な項目があ

る場合、その改善提案を含め札幌市に報告すること。なお、改善提案を行っ

た項目については、札幌市への報告後１か月以内に再度確認し、札幌市に報

告すること。 

 (ｲ) 利用者アンケート調査結果については、以下の項目毎の満足度の水準を目

標とする。 

・総合満足度：80％ 

・接遇（受付を含む）：80％ 

・貸室事業：80％ 

・図書事業：80％ 

・清掃状況：80％ 

ウ 事業等の報告 

指定管理者は、以下の報告書類を協定で定めるところにより提出するほか、別

紙１に示す報告書類、その他札幌市が要求する報告書類について、適宜提出する。 

◇要求水準 

(ｱ) 毎年度終了後に提出する報告書類 
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・施設利用状況報告書（様式１-１、１-２） 

・講座等事業実施報告書（様式２-１、２-２、２-３） 

・当該年度の管理業務に係る収支決算書（利用料金の収入状況を含む） 

・当該年度（又は当該年度中に終了する事業年度）の団体の経営状況を説明す

る書類〔収支(損益)計算書又はこれらに相当する書類、貸借対照表及び財産

目録またはこれらに相当する書類〕 

(ｲ) 毎月終了後に提出する報告書類 

・施設利用状況報告書（様式３-１、３-２） 

・講座等事業実施報告書（様式４-１、４-２、４-３） 

・有料施設利用料金収入状況報告書（様式 5） 

・図書業務報告書（様式６-１、６-２、６-３、６-４） 

・個人情報取扱状況報告書（様式７） 

(ｳ) 事業計画書の提出 

指定管理者は、毎年度末までに次年度に予定する事業計画書を作成し、札幌

市に提出すること。なお、当初に提案した事業計画に変更がある場合には事前

に札幌市と協議すること。 

(ｴ) その他 

指定期間初年度においては、決算終了後直ちに、(ｱ)に挙げた団体の経営状

況を説明する書類（指定期間初年度の前事業年度分）を提出すること。 

エ 札幌市の検査・確認・要請に対する対応等 

指定管理者は、施設の管理運営の一切に関する札幌市の検査・確認・要請等に誠

実に対応する。 

なお、検査・確認等の結果、指定管理者の業務が協定書に定める管理運営業務の

基準を満たしていないと判断した場合は、札幌市は、指定管理者が必要な改善措

置を講ずるよう指示等を行うことがあるので留意すること。 

◇要求水準 

(ｱ) アに挙げた帳簿等、その他管理運営及び経理状況に関する帳簿類は常に整理

し、札幌市からこれらに関する報告や現地調査を求められた場合には、速やか

に指示に従い、誠実に対応すること。 

(ｲ) 札幌市は、ウに挙げた報告書類等の検査、定期的又は随時の現地調査（給与・

賃金等の支払状況や口座残高の確認等の財務検査を含む）、その他管理の基準、

管理業務等に関する仕様書等に基づき、指定管理者が業務を適切に実施してい

るかの検査、確認を行うので、指定管理者はこれらの検査等に協力すること。 

オ 事業評価 

指定管理者は、施設の利用状況、セルフモニタリングの結果等を踏まえ、札幌

市が定めるところにより、管理業務等の自己評価を行い、毎年度事業報告書の提

出にあわせて札幌市に報告する。 

◇要求水準 

(ｱ) 評価は、館長が中心となり、可能な限り利用者と直接接する職員の意見等も 

反映させることのできる方法により行うこと。 

(ｲ) 札幌市は、指定管理者の自己評価をもとに、指定管理者の業務評価を行い、
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その結果に基づき必要な指示等を行うとともに、評価の結果を公表する。札幌

市が公表した評価結果については、施設内に１か月程度掲示し、利用者へ周知

すること。 

※なお、札幌市は、必要なサービス水準の確保、その他施設の管理運営に関し必

要があると認めたときは、利用者ニーズを把握するための調査を行う場合がある。 

 

２ 施設・設備等の維持管理に関する業務 

⑴ 総括的事項 

ア 利用者等の安全確保、市民サービスの向上への配慮等 

各業務の実施にあたっては、利用者等の安全確保を第一に優先するとともに、

市民サービスの向上について十分に配慮する。 

また、法令の遵守を徹底するとともに、善良なる管理者の注意をもって管理物

件を管理する。 

◇要求水準 

(ｱ) 各業務に関して、はちけん地区センター利用者、歩行者、近隣住民、職員、

その他業務に関連する者の安全が十分確保されること。 

(ｲ) 各業務を実施する際に、利用者の施設利用の支障にならないよう配慮すると

ともに、利用者に対し業務の実施について十分に案内すること。 

(ｳ) 必要な場合には、法令等に従い当該要件を満たす有資格者により作業が行わ

れること。 

(ｴ) 拾得物の取扱いを適正に行うこと。 

(ｵ) 災害、救急にかかる対応を適切に行うこと。 

イ 連絡体制の確保 

各業務に関する連絡体制を確保する。 

◇要求水準 

開館時間中については、各業務に関して必要な連絡先を利用者に対し十分に案 

内すること。また、各業務に応じて、利用者等、職員からの連絡が必要な場合には、

常に最短の時間で連絡可能な状態が維持されていること。 

ウ 損害賠償保険の加入  

管理業務の実施に当たり、指定管理者の故意又は過失により札幌市又は第三者に

損害を与えた場合は、指定管理者が賠償責任を負うことになるため、指定管理者に

おいては、次に掲げる内容を補償する損害賠償保険に加入すること。 

(ｱ) 対象：はちけん地区センター内における維持管理期間中の法律上の賠償責任 

(ｲ) 対人補償：１億円（１名につき） 

４億円（１事故につき） 

(ｳ) 対物補償：500 万円 

(ｴ) 期間  ：指定管理者の指定期間 

(ｵ) その他 ：被保険者を指定管理者（指定管理者から委託を受けたものを含む）

及び札幌市とし、交差責任担保特約を付ける。 

⑵ 施設、設備等の維持に関する管理 

施設、設備等の維持に関する管理業務の具体的な実施要領は、別紙８「管理業務の
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計画書」（４－８）のとおりとする。 

ア 清掃業務 

施設の快適な環境を保つため、日常清掃、定期清掃、廃棄物収集処理を行う。 

定期清掃では、日常清掃で行うことが困難な清掃を計画的に行う。 

廃棄物収集処理では、管理運営に伴い排出されるごみ、廃棄用紙、段ボール、資

源物等を定期的に収集、処理する。 

その他下記要求水準を達成するために必要な業務を行う。 

◇要求水準 

別紙２清掃業務仕様書によること。 

イ 警備業務 

施設の秩序を維持し、火災、盗難、破壊等のあらゆる事故の発生を警戒・防止す

ることにより、財産の保全と人身の安全を図り、もって円滑な管理運営を行う。 

このため、指定管理者は、警備計画を作成し、当該計画に従い以下の業務を行う。 

・鍵の管理 

・開館時及び閉館時の開錠、施錠 

・出入管理 

・施設の秩序維持 

・機械警備システム等の管理 

・その他下記要求水準を達成するために必要な業務 

なお、対象区域ははちけん地区センター施設及び敷地とする。 

◇要求水準 

別紙３警備業務仕様書によること。 

ウ 施設及び設備の運転・保守・管理・点検業務 

施設及び設備(以下「施設等」という。)の全般の機能を良好に維持管理するとと

もに、施設等の劣化を早期に発見し、措置するため、日常点検、定期点検、その他

必要な保守点検業務を実施する。 

◇要求水準 

(ｱ) 建築基準法第 12 条第２項及び第４項に基づき、別紙４－８の検査を行うこ

と。 

(ｲ) 施設等が所要の性能を発揮する状態を維持すること。 

(ｳ) 点検の結果設備の部品、消耗品等の交換が必要となる場合には、速やかに交

換すること。 

(ｴ) 施設等の劣化及び損傷を最小限に抑えるとともに、利用者等及び施設等の安

全性を確保すること。 

(ｵ) 業務の対象施設等は施設等全般とする。なお、エレベータ、自動ドア、ボイ

ラ、、消防設備、自家用電気工作物、舞台装置、エアコンについて、それぞれの

業務の標準は別紙４のとおりとする。 

エ 修繕 

  施設等の全般の機能を良好に維持管理するとともに、施設管理上のトラブルが

原因で市民等の利用に支障が生じることのないよう、施設等全般について、破損、

故障等が発生した場合又は短期間のうちに確実に破損、故障等が発生すると見込
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まれる場合（以下「破損、故障が発生した場合等」という。）は、速やかに修繕を

行う。 

◇要求水準 

(ｱ) 利用者等から破損、故障等の発生について連絡を受けた場合においては、速

やかに実際の状況を確認すること。 

(ｲ) (ｱ)の場合も含め、破損、故障が発生した場合等には、応急処置、修繕費用、

修繕期間、原因の調査など、必要な初期対応を行うこと。また、当該対応の結

果について、遅滞なく札幌市に報告すること。 

(ｳ) 修繕を行うにあたり再委託にかかる契約を締結する際には、札幌市契約規則

及び札幌市物品・役務契約等事務取扱要領第 91 条に準じて、軽微なもの、緊

急を要する場合などを除き原則として複数の団体から見積等を徴すること。ま

た、修繕等を行うに当たっては、緊急に実施する必要のある場合を除き、事前

に札幌市の承認を得ること。なお、緊急に実施した修繕については、実施後速

やかにその概要を札幌市に報告すること。 

(ｴ) 施設等の劣化及び損傷を最小限に抑えるとともに、利用者等及び施設等の安

全性を確保すること。 

(ｵ) 修繕等を行うにあたり、札幌市公共建築物シックハウス対策指針及び同解説

等に従うこと。 

オ 備品管理 

札幌市が備え付ける備品（事務機器を含む。）は別表２のとおりとする。備品は、

市民等の利用に支障が生じることのないよう、常に保守点検、清掃等を行うととも

に、不具合の生じた備品について、修繕を行う。 

また、施設の管理運営にあたっては、指定管理者と札幌市とは備付けの備品(別

表２)について物品使用貸借契約書を締結するものとする。 

◇要求水準 

(ｱ) 備品は所要の性能を発揮する状態を維持すること。 

(ｲ) 備品に関する不具合があった場合、速やかに実際の状況を確認し、修理、説

明、代用品の確保、原因の確認など、必要に応じた対応を行うこと。 

(ｳ) 別表２に記載する備品は、毎年度全件その有無及び状態を点検すること。 

カ 駐車場管理 

はちけん地区センター駐車場利用車両の監視、誘導等を適切に行い、利用者の円

滑な活動を確保する。業務の時間帯は開館時間に合わせること。 

◇要求水準 

(ｱ) 駐車場利用者が安全、円滑に駐車できるよう必要な案内・誘導を行うこと。 

(ｲ) 駐車場入口付近や駐車場内での交通渋滞の未然防止、渋滞が発生した場合の

速やかな解消に努めること。 

(ｳ) 場内での事故等が発生した場合には、利用者の案内、避難誘導、救護、警察・

消防などの関係機関への通報等、事故に応じた初期対応を行うこと。また、速

やかに、札幌市に事故の状況、初期対応の結果、その他必要な事項を報告し、

札幌市との協議の上、必要な対応を取ること。 

キ 外構緑地管理 
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敷地内の外構、緑地について、美観の保持、利用者の安全、防犯及び近隣への配

慮という点から、点検、剪定、除草、病害虫防除、養生、冬囲い等適切な維持管理

を行う。 

◇要求水準 

別紙５外構緑地管理業務仕様書によること。 

ク 除排雪業務 

冬期間の駐車スペースの確保、利用者の通行の妨げにならないよう、駐車場及び

通路の除排雪を行う。 

◇要求水準 

別紙６除排雪業務仕様書によること。 

⑶ 防災業務 

地震、火災、風水害等の災害(以下｢災害等｣という。)及び事故による傷病等が発生

した場合に迅速かつ的確な対応ができるよう、防災計画を定めるとともに、日ごろか

ら訓練を行い、利用者、職員等の安全確保を図る。 

防災業務の具体的内容は、別紙「管理業務の計画書」（４－６）のとおりとする。

なお、当該計画書は、以下の点を踏まえること。 

基本的には、災害が発生した場合、区災害対策本部の依頼があれば指定避難所と

して開設できる体制を整える。また、はちけん地区センターは指定避難所に指定さ

れていることから、「札幌市はちけん地区センターの管理に関する業務協定書」と

は別に、避難所の運営に関する協定の締結に係る協議を求めることがある。 

ア 避難者が施設に入ってきた場合 

避難所開設の可否について、区災害対策本部に連絡の上で指示を受ける。開設

しない場合については、区災害対策本部の指示に基づき開設中の避難所を案内す

る。 

イ 施設に損壊が生じた場合 

① 避難者が発生し、避難所として開設するにあたり支障がある場合 

施設の損壊状況について、区災害対策本部に連絡の上で指示を受ける。 

② 避難者が発生せず、単なる施設の損壊 

施設所管課に連絡を行う。 

ウ 対応を行う時間帯 

 基本的には開館時間内の対応とする。 

エ 災害が発生し、負傷者が出た場合 

① 避難者の場合 

救急処置、119 番通報等必要な措置をとり、区災害対策本部に連絡を行う 

② 利用者の場合 

救急処置、119 番通報等必要な措置をとり、施設所管課に連絡を行う。 

◇要求水準 

(ｱ) 災害等の緊急事態が発生した場合には、防災計画に基づき、被害が最小にな

るように迅速かつ最善の対応を取るとともに、発生の状況、その他必要な事項

について直ちに札幌市に報告すること。 

(ｲ) 防災計画には、以下の内容を含むこと。 
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・防災業務の実施方針 

・災害等が発生した場合の統括対応部署とその役割。その他の部署の役割分担

と連絡系統 

・災害による被害を最小限に抑えるための防災訓練の内容及びその他の日常 

からの対策 

・はちけん地区センターにおける事故による傷病等の想定項目 

・事故による傷病等を未然に防ぐための方策 

・万一事故等が発生した場合の対応方法(医療機関その他関係機関との連携を

含む) 

・休館日の災害等への対応体制 

(ｳ) 防災業務の実施にあたっては、次の基準、観点に従うこと。 

・はちけん地区センター利用者の安全を最優先で確保すること。 

・職員の安全、近隣住民への対応や関係機関との連携協力に十分に配慮するこ

と。 

・開館中に災害等が発生した場合に、職員が必要な初動対応、避難所としての

対応及び連絡等を行える状況を維持すること。 

・開館中を除く時間帯に災害等が発生した場合に、必要な連絡体制及び損害、

被害の確認、避難所としての対応を行う体制を確立していること。 

・防災計画は、別途札幌市との避難所の運営に関する協定が締結された場合は、

その内容に応じて改定を行うこと。 

(ｴ) 利用者等の急な傷病に適切に対応できるよう、近隣の医療機関との連携体制

や職員による応急救護体制を確立していること。 

(ｵ) 消防法（昭和 23 年法律第 186 号）第８条に規定される防火管理者ないし防

災管理者の選任、消防計画の策定及びその実施を通じて、消防法及び関係法令

に規定される防火管理又は防災管理を徹底すること。 

(ｶ) 消防法施行規則第６条の基準に基づき施設に設置されている消火器につい

て、平成 22 年 12 月 22 日付消防予第 556 号・消防危第 294 号「消火器の技術

上の規格を定める省令の一部を改正する省令等の交付について」による規格基

準に基づき、製造から 10 年を経過したもの及び消防設備点検にて異常が認め

られたものは更新すること。 

(ｷ) ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置し、日常の点検とパット、バッテリー

等の消耗品を含め、必要な更新を行うこと。また、緊急時には迅速に対応でき

るよう、日頃から点検、操作訓練等を行うこと。なお、現在施設内に設置して

いるＡＥＤについては、保証期間が終了していない場合に限り継続して使用す

ることができるものとする。 

 

３ 事業の計画及び実施に関する業務 

はちけん地区センターの設置目的を達成するための事業を企画・立案し、実施する。 

なお、事業の企画・立案・実施に関しては、区内の西区民センター、他の地区センタ

ー、西区体育館等の他施設と連携を図り、地域行事との関連も考慮すること。 

 ⑴ 区民講座に関する業務 
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はちけん地区センターの設置目的の実現に向けて、市民の教養等の向上促進等の

ために、区民ニーズ及び市の施策に合致した各種講座を実施し、市民に学習機会を

提供する。 

各事業の具体的内容は、別紙９－１「運営事業計画書（１区民講座について）」

のとおりとする。 

◇要求水準 

ア 年間 10 講座程度（1 講座あたり４～８回程度）を定期又は随時に開催するよう

努めること。 

イ 講座の内容は、以下の例を参考に行うこと。 

・区民ニーズの高い講座（例：一般教養、健康づくり） 

・まちづくり参加入門講座（例：地域の魅力再発見、町内会経理・運営、ボランテ

ィア入門、ファシリテーター養成、ワークショップ運営等） 

・市民・他団体が企画、提案する講座 

ウ 講座の一部（５割未満）の実施に当たっては、市民が企画、提案する講座を具体

化するための支援や札幌市生涯学習センター等との連携を行い、内容の充実を図

ること。 

エ 講座毎に申込定員の 80％以上の参加者を得るよう努めること。 

オ 講座毎に参加者の受講内容に関する理解度、満足度がそれぞれ 80％以上となる

ことを目標とすること。 

カ 受講料等の設定に当たっては、幅広い地域住民が参加しやすいように廉価な金

額とするよう配慮すること。この場合、本市内の他の類似施設の料金設定を参考

とすること。 

⑵ 地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務 

はちけん地区センターの設置目的の実現を図るため、幅広い地域住民の交流等を

目的とした事業やボランティア性の高い事業を実施し、利用促進に向けたきっかけ

づくりとする。 

各事業の具体的内容は、別紙９－２「運営事業計画書（２地域住民の交流等を目的

とした事業について）」のとおりとする。 

◇要求水準 

ア 年間にわたって複数回、定期又は随時に開催する。 

イ 事業の内容は、以下の例を参考に行うこと。 

・文化祭、演芸会など（例：利用団体合同の発表会） 

・講演会、演奏会など（例：著名人による講話、ＰＭＦ等の演奏） 

・スポーツ大会、その他（例：卓球大会、地域のおまつり、フリーマーケット） 

ウ 来場者目標数の 80％以上の来場者を得るよう努めること。 

エ 利用促進に向けたきっかけづくりとなるよう、来場者への年間施設イベント情

報チラシの配布や体験型のイベントにするなど、来場者の施設への興味を喚起す

るような工夫をすること。 

オ 参加料等の設定に当たっては、幅広い地域住民が参加しやすいように廉価な金

額とするよう配慮すること。この場合、本市内の他の類似施設の料金設定を参考

とすること。 
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カ 文化祭、演芸会等にてバザー等を実施し飲食物を提供する場合、臨時営業許可等

の法定手続等を行うこと。 

⑶ 地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業務 

はちけん地区センターの設置目的である地域住民の福祉増進に寄与するため、施

設 の空き室等を有効に活用（無料）することにより、地域の憩いの場を創出する。 

各事業の具体的内容は、別紙９－３「運営事業計画書（３地域の憩いの場づくり施

設活用事業（無料）について）」のとおりとする。 

◇要求水準 

ア 空き室の範囲内又はロビー等の空きスペースを活用して実施することとし、事

業ごとに月１回以上実施することを目安とする。 

イ 事業の内容は、以下の例を参考に地域のニーズを踏まえて定めるとともに、複数

の分野においての実施に努めること。 

＜分野の例＞ 

・文化系【和室や会議室を利用】・スポーツ系【ホールを利用】 

・フリー系【ロビーを含めた空きスペース全体を利用】 

（フリー系の例：子育てサロン、ファミリー利用、自習コーナー、子ども開放） 

ウ より地域住民・個人が気軽に参加することで施設利用者の裾野が広がるよう、事

業内容や実施方法を工夫すること。特に貸室を活用しない、あるいはあらかじめ曜

日日時を設定せずに適宜実施できるフリー系の事業を、施設の状況に応じて積極

的に実施するとともに、子どもや子育て世代への利用促進につながるように工夫

すること。 

エ 実施日時の設定にあたっては、各施設における駐車場の混雑状況を勘案するこ

と。特に区役所等の公共施設と駐車場と共用している施設においては、平日日中

を避けて設定するなどの工夫をすること。 

オ 備品使用料は徴収しないが、茶菓や資料など実費的な参加料等の設定に当たっ

ては、幅広い地域住民が参加しやすいように廉価な金額とするよう配慮すること。

この場合、本市内の他の類似施設や市のイベントなどの料金設定を参考とするこ

と。 

カ あらかじめ事業ごとの実施予定曜日や時間帯を設定した年間または月間のスケ

ジュールを立てるとともに、貸室利用等により中止する場合は事前に決定し、利用

者が確認できるようにすること。また、中止した分は、空き室の範囲内において他

の空き時間等へ振り替えるなどにより、上記実施回数の確保に努めること。 

キ 活用事業は、空き室の範囲内で施設を有効利用するものであり、施設の利用状況

によって変動するものであることから、利用率が向上した場合には順次縮小する

ものであることを十分周知すること。また、実際に事業を縮小する場合は、段階的

な縮小や十分な事前周知等により、利用者への理解が得られるように努めること。 

⑷ 図書業務 

図書室において、地域住民の身近な図書施設として、その教養、調査・研究、レ

クリエーション等に資するよう、資料の貸出・返却、整理、その他図書室運営に関

する業務を行う。なお、業務の内容は別紙７に示す仕様書のとおりとする。 
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◇要求水準 

ア 公の施設であることを念頭に置き、公平な運営を行うこと。 

イ 札幌市中央図書館の管理運営方針に従い、「さっぽろ読書・図書館プラン 2022（令

和４年５月）」等の主旨を踏まえながら市民の読書活動推進等に取り組むこと。 

ウ 利用者が円滑に図書館サービスを利用できるよう、図書館奉仕その他の業務を

適正に遂行すること。 

エ 市民が利用しやすい環境整備に努め、丁寧な接遇を心掛けること。 

オ 利用促進を図るため、創意工夫による普及行事・展示の企画実施及び積極的な広

報活動に努めること。 

カ 利用者の個人情報保護について細心の注意を払うとともに、個人情報の保護に

関する法律の規定に基づき、個人情報の保護を徹底すること。 

キ システム端末について、札幌市情報セキュリティポリシーに従い、適正に使用す 

ること。 

ク 利用者からの意見、苦情等に対し、自館において責任をもって対応すること 

 

４ 施設の利用等に関する業務 

施設の使用申込の受付、使用の承認等、利用料金の収受、その他施設の使用承認等に

関する業務を行うとともに、利用の促進、利用率の向上に向けた取組を行う。 

⑴ 受付業務 

はちけん地区センター受付において、施設利用についての案内、施設利用及び物品

貸与の申し込み受付、利用前後の鍵の受け渡し、苦情や問い合わせへの一次対応、コ

ピー・印刷機利用サービス、その他はちけん地区センター来館者への対応業務を行う。

なお、施設の使用承認等に関する業務に関しては、下記(2)のとおり実施すること。 

◇要求水準 

ア 来館者に受付カウンターであることが容易に理解されるよう必要な表示や案内

があること。 

イ  親切、明朗、公平に対応するなど、接遇について最大限留意すること。 

ウ 来館者の来館目的に沿い、適切な案内を行うこと。また、はちけん地区センター

に関する来館者の疑問点に即時に対応すること。 

エ 施設利用者（使用承認等の申込者を含む）に対しては、施設の利用方法や利用上

の留意点など必要かつ十分な案内が行われること。 

オ 来館者が受付に到着した後は速やかに要件を済ませられるよう配慮すること 

カ 混雑する場合には、混雑緩和のための必要な対応を講じること。 

キ その他札幌市政に関する問い合わせについても、対応業務を行うこととし、必要

に応じて関係部署へ取次ぎを行うこと。 

⑵ 使用承認等に関する業務 

はちけん地区センターの利用に関して、以下の業務等を行う。 

・施設（有料）の使用申込・予約受付及び使用の承認又は不承認 

・施設の使用に当たって、特別の設備を設け、又は特殊な物件を搬入しようとすると

きの当該行為の承認又は不承認 

・使用承認等の条件の変更、施設の使用の停止の命令又は使用承認等の取消し 
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・利用料金の収受事務 

・利用料金の還付に関する事務 

・販売行為等の承認 

・入館の制限その他施設の秩序維持 

・ロビー（無料施設）の使用申込の受付及び使用の承認又は不承認 

◇要求水準 

ア 平等利用を確保すること。 

イ 使用の承認、不承認は、札幌市区民センター条例、同条例施行規則、札幌市区民

センター等使用承認取扱要領、札幌市区民センター等使用許可に係る審査基準及び

札幌市区民センター等の使用許可に係る処分基準等関係規程に基づき行うこと。 

ウ 利用料金等の収受を、第４－１－⑻－イにより整備する現金等取扱規定に基づ

き適切に行うこと。 

エ 施設が暴力団の活動に利用されないようにするために必要な措置を講ずるもの

とする。（第３－２－⑻－ア 参照。） 

オ 施設窓口、電話、ファクス（※必要な場合、インターネット申込みによる受付を

行うこと。なお、インターネット申込みにおいては、ホームページ上に空き室情報

確認画面を掲示するなど利用者の利便性に考慮すること。 

カ 使用申込受付、事前予約受付及び利用料金収受に係る取扱時間は、休館日を除く

午前８時 45 分から午後９時までとすること。 

⑶ 利用の促進、利用率の向上に関する取組 

はちけん地区センターの利用の促進、利用率の向上に関する取組を実施する。 

◇要求水準 

貸室の目標利用率はこれまでの利用率を維持すること。なお、施設を取り巻く状況

等により、十分な取組にも関わらず、目標を下回ることが明らかとなった場合には、

必要に応じて目標を見直すこととする。 

 

５ 管理業務に付随する業務 

上記管理業務に付随する業務を行う。 

⑴ 広報業務 

指定管理者は、施設の PR や情報提供のため、札幌市と連携しながら、リーフレッ

ト、PR チラシの作成・配布、ホームページの開設・更新を行う。 

◇要求水準 

ア PR チラシは区内（地区内）で地域的な偏りの無いよう配布すること。 

配布方法例：区内の公共施設等への設置による配布 

イ PR チラシには、はちけん地区センターの利用案内や実施事業の案内等のほか、

札幌市の施策に関する情報を掲載すること。 

ウ ホームページには、閲覧者の問い合わせ先(電子メールアドレス及び電話番号)

を掲載すること。ただし、アクセス件数のカウンターは表示しなくてもよいが、定

期的にアクセス件数は把握できるようにすること。 

エ ホームページは、利用者の立場になって、ウェブアクセシビリティ、ユニバーサ

ルデザインの考え方に基づいて管理するとともに、総務省作成の「みんなの公共サ
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イト運用ガイドライン※１」を参考に以下の取組の実施に努めること。 

・ウェブアクセシビリティ方針の策定・公開 

・日本工業規格 JIS X 8341-3：2016※３の適合レベル AA に準拠※２することと

し、１年に１回試験の実施と公開を行うこと。  

・１年に１回「ウェブアクセシビリティ取組確認・評価表※１」を公開すること 

オ ホームページの作成にあたっては、「札幌市公式ホームページガイドライン」

を参考にすること。また、ホームページ全体を常時 SSL 対応すること。 

※１ 総務省ホームページ 

（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/guideline.html）よ

り入手可能。 

※２ 「準拠」という表記は、情報通信アクセス協議会ウェブアクセシビリティ基

盤委員会「ウェブコンテンツの JIS X 8341-3:2016 対応度表記ガイドライン 

2016 年３月版 

（http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/）」で定められた

表記による。 

※３ JIS 規格の改定が行われた場合は、最新の規格に対応すること。 

⑵ 掲示及び配架に関する業務 

指定管理者は、施設内の掲示板、配架コーナーの管理について、第１に挙 げた施

設の設置目的等に照らして、施設の実情に応じた利用規則を定め、公平・平等に掲出

を行うものとする。 

◇要求水準 

ア 掲示板及び配架コーナーの設置に当たっては、①コミュニティ活動及び生涯学

習活動を目的とする利用者団体の当該施設に関する事業、②その他営利等を目的

とする利用者団体の当該施設に関する事業、③官公庁の主催・共催・後援事業、④

その他地域住民のコミュニティ活動及び生涯学習活動を目的とする事業の４スペ

ースとすること。なお、スペースの割合については、施設の実情に応じて①から④

の順に従って優先するものとすること。 

イ 掲示物及び配架物の掲出期間やサイズについては、スペースと掲出希望数を斟

酌し、弾力的に対応するものとし、依頼者に対しても協力を呼びかけること。その

際、札幌市の後援がない事業は掲出できないとの誤解を依頼者に与えないよう注

意すること。 

ウ 掲示物及び配架物の内容が区民センター条例等の関係法令に照らしてふさわし

くないものについては、掲出しないこと。 

エ 掲示物及び配架物の内容等について、施設として一切関知していない旨明示す

ること。 

⑶ 引継ぎ業務 

指定管理者は、指定期間の満了の日までに、必要な事項を記載した業務引継ぎ書等

を作成し、新たな指定管理者との間で、速やかに業務引継ぎを行う。又、新旧指定管

理者は、業務引継の完了を示す書面を取り交わし、その写しを札幌市に提出する。 

◇要求水準 

ア 引継ぎは、はちけん地区センター利用者の利便性を損なわないよう、新指定管理
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者、本市と協力して行うこと。 

イ 引継ぎには、別途札幌市との協議により定める内容を含めること。 

⑷ その他はちけん地区センターの管理業務に付随する一切の業務 
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第５ その他 

１ 自主事業の実施について 

指定管理者は、上記の業務の範囲外で、あらかじめ札幌市の承認を得た上で、はちけ

ん地区センターを使用して事業を行うことができる。この場合の留意事項は、以下のと

おりとする。 

⑴ 一般的留意事項 

指定管理者が自らの提案に基づき自主興行を実施する場合は、はちけん地区セン

ターの設置目的を踏まえて計画すること。また、一般の利用を妨げないよう配慮する

とともに、市民が利用しやすいような料金を設定すること。 

⑵ 承認要件 

以下の全てに該当すること。 

ア 第１で記載したはちけん地区センターの設置目的等、第２で記載した基本的方

針及び第３で記載した業務の内容と要求水準の達成に寄与すること。 

イ 指定管理者の自己資金で実施するものであること。（指定管理費の流用は原則と

して認めない。ただし、指定管理者の経営努力による利益と認められる分について

は、個別に判断するため札幌市に相談すること。） 

ウ 収支見込や事業の運営形態において、第４に示す各業務に支障をもたらさない

と認められること。 

エ 事業実施後は指定管理者による施設の原状復帰が可能なこと。 

オ 第三者に損害を与えた場合の損害賠償など、当該事業の実施に伴う一切の責任

を指定管理者が負うものであること。 

カ 施設運営上の継続性に影響を与えないこと。 

キ 下記(5)に示す目的外使用許可が必要な場合、当該許可を受けたものであること。 

※施設の管理運営とは関わりの無い指定管理者固有の事業等のＰＲ、関連イベン

ト、その他指定管理者固有の事情によると認められる事業等は承認しない。 

⑶ 自主事業に関する経理 

自主事業の収支については、本業務に係る収支と区分して経理すること。複数の自

主事業を行う場合は、さらに、事業毎の経理とすること。 

なお、この場合、費用については、本業務にかかる経費と自主事業にかかる経費を

明確に区分できるもの（例：自主事業のみに要する備品費等）はそれぞれ当該事業の

費用とし、明確に区分できない費用のうち人件費、団体の一般管理費については本業

務及び各事業の規模に応じて適切に配分して経理すること。 

ただし、本業務において当然に発生する備品費、修繕費等の費用については、収支

報告書に経理方法を注記することを前提として、費用を配分しないこととして差し

支えない。 

なお、自主事業の実施により大幅な利益が発生した場合には、当該一部利益の市へ

の寄付及びサービス向上のための設備の改善などにより、市又は市民に対して還元

するものとする。利益の額の算定及び還元方策の基本的考え方、具体的な還元時期等

については、別紙 10「管理に係る収支計画書」のとおりとする。 

⑷ 承認の取消について 

自主事業の実施期間中、事業の実際の状況等から承認要件のいずれかを欠くと認
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められる場合（承認すべきではない事業と認められた場合を含む）には、承認を取り

消す。 

なお、承認の取り消しにより生じた指定管理者又は第三者の損害について札幌市

は責任を負わないことから、指定管理者は、自主事業の実施に伴い第三者との取引

等を行う場合は、当該第三者にその旨を十分説明するとともに、原則として当該第

三者が了解したことを書面により確認すること。 

⑸ 目的外使用許可について 

第１で記載したはちけん地区センターの設置目的の範囲を超える自主事業の場合

には、札幌市公有財産規則等に基づき、行政財産の目的外使用となることから、札幌

市に対し、別途使用許可申請を行う必要がある。 

特に、飲食・物販等の事業を行うために必要な施設の設置は行政財産の目的外使用

となることから、札幌市に対し、別途使用許可申請を行うとともに、札幌市の定める

使用料を支払うこと。 

 

２ 改修工事・大規模修繕について 

指定管理期間中、札幌市が行う改修工事や大規模修繕のために施設の休館を要する場

合、札幌市の財政状況により改修・修繕の規模や時期が変動することから別途その都度

札幌市からの協議の申し入れに対して協力をすること。 

 



 

別紙 １ 

はちけん地区センター管理運営業務 業務毎の届出・記録・報告事項一覧 

 
 

・項目欄の記号は、「第４ 業務の内容と要求水準」の各項目に対応している。 

・業務の全体に関する報告書類については、仕様書「第 4－1－（10）－ウ」によること。 

・「概要等」欄の記載事項は、各記録・報告事項に含まれる必要のある内容を示す。指定管理者がその

他の内容を含んでも差し支えない。 

・区分欄の「届出」は届出の必要があるもの、「報告」は毎月、毎年の業務終了後に報告・提出するも

の、「記録」については、適宜記録し、札幌市が求める場合には閲覧できるよう、保管・整備されて

いる必要があるものを示す。なお、届出、報告の時期等については備考欄を参照すること。 

・記録の作成については、業務実施方法と併せて合理化・集約等しても差し支えない。ただし、概要欄

に記載する内容は必ず記録されること。 

・これらのほか、業務内容に応じて関係条例等に基づく届出が必要な場合があるので留意すること。 

・なお、届出、報告された文書等については、札幌市情報公開条例に従い公開されることがある。 

 

 

項目 事項 概要等 
区分 

備考 
届 出 報 告  記 録 

1 統括管理業務 

(1) 管理運営業務の基本方針 

 基本方針 － 
○   

変更した場合変更後１週

間以内に届出 

(2) 平等利用の確保 

 平等利用確保

の方針 

 
○   

変更した場合変更後１週

間以内に届出 

 平等利用確保

に向けた取組

項目の実施記

録 

各取組項目の実施状況 

  ○ 

 

(3) 地球温暖化防止対策及び環境配慮の推進 

ケ 

省エネルギー

に係る業務計

画 

 

○   

業務開始時に提出 

変更した場合、速やかに

届出ること。 

エネルギー等

使用実績集計・

管理票 

札幌市環境マネジメントシステム

マニュアル 様式２ 
 ○  毎年５月31日までに報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項目 事項 概要等 
区分 

備考 
届 出 報 告 記 録 

(4) 管理運営組織の確立 

ア 統括責任者 － ○   業務開始時 

 組織図 業務分担、指揮命令系統、緊急時

の連絡系統、その他が一覧できる

もの 
○   

変更した場合変更後１週

間以内に届出 

 

 

イ 職員採用・配置

計画 

組織に応じた職員の採用、配置計

画 

○   

採用方法、採用時期、職

種、必要な資格等につい

て区分 

変更した場合変更後１週

間以内に届出 

 勤務記録 職員毎の勤務日、勤務時間、休暇

日、その他職員の勤務状況の記録 
  ○ 

職員の所属部署毎に記録 

 勤務記録一覧 職員毎の勤務日数、休暇取得数の

一覧 
  ○ 

月毎、部署毎に集計して

作成 

ウ 研修計画  ○    

 研修等の実施

履歴 

研修の実施日、内容、参加人数、

講師等、その他必要な事項 
 ○ ○ 

 

エ 労働関係法令

に関する届出

状況 

法令上必要な届出の一覧とこれが

完了した(又は既に完了している) 

旨の報告 

 

 

 ○  

業務開始時及びその後に

届出を行った場合に文書

により報告 

(5) 管理水準の維持向上に向けた取組 

 業務の見直し

履歴 

業務の見直し方法に基づき行った

見直しの経過、結果   ○ 
 

(6) 第三者に対する委託業務等の管理 

ア 再委託に対す

る委託業務一

覧表 

再委託業務の業務名、発注日、契

約日、再委託事業者名、契約額、

見積書を徴収した事業者名と各見

積額、履行完了日、指定管理者側

の担当責任者、その他特記事項等 

 ○  

毎年度終了後に報告 

イ 再委託に対す

る委託業務履

歴 

再委託業務の指揮命令系統、指定

管理者が行った指導、指示、検査、

確認等の日時、内容、再委託事業

者から提出された報告、その他の

管理監督の履歴 

  ○ 

見積書、契約書、その他再

委託業務契約に関連する

文書と併せて整備・保存

すること。 

ウ 協定に関連す

る契約の相手

方が暴力団員

又は暴力団関

係者であると

判明した場合

の報告、記録 

協定に関連する契約の相手方が暴

力団員又は暴力団関係者であると

判明した場合の対応等 

 ○ ○ 

直ちに札幌市に報告し、

その指示に従って、必要

な措置を講じる。 

また、その対応記録を作

成すること。 

(7) 札幌市及び関係機関との連絡調整 



 

項目 事項 概要等 
区分 

備考 
届出 報告 記録 

ア 協議会の記録 協議会の結果概要(日時、場所、議

題、参加者、協議結果、その他)  ○  
報告後、1 か月施設におい

て掲示すること。 

イ 関係機関一覧
表 

関係機関の一覧 

○   

業務開始後２か月以内に
一覧表を提出すること。 
少なくとも毎年度一回見
直し、変更の場合速やか
に届出ること。 

 関係機関との
連絡調整記録 

連絡調整の相手、日時、概要等 
  ○ 

事業日誌に記載 

(8) 財務 

ア 

予算実行計画
書 

札幌市に提出した収支計画及び事
業計画に対応する月毎かつ事業毎
の経費の支出予定 

○   
毎年度の管理運営業務開
始まで 

資金計画書 札幌市からの指定管理費、利用料
金収入、その他本業務に充当する
資金の月毎の調達計画を記載 

○   
毎年度の管理運営業務開
始まで(予算実行計画書
と対応させること) 

資金管理の点
検記録 

指定管理者の定める方法に従い記
録 

  ○ 
監査報告等によることも
可 

イ 現金取扱規定 － 
○   

 
 

(9) 苦情対応 

 苦情への対応
手続 

 
○   

策定、変更した場合１週
間以内に届出 

 苦情記録 受付日時、申立者の氏名及び連絡
先(可能な場合)、申立の方法、受
付者及び所属部署、苦情等の対象
部署、苦情の内容、対応の経緯と
結果、苦情等の内容に応じた分類、
分析 

 ○ ○ 

分類は、指定管理者にお
いて適宜設定して差し支
えない 

(10) 記録・モニタリング・報告・評価 

ア 各種帳票    ○ 整備保管すること 

イ 
 
 

セルフモニタ
リング 

アンケート調査による利用者満足
度の測定、苦情等の整理・分析、
各業務のセルフモニタリングを行
う。 

 ○ ○ 

市への報告のほか、施設
内への１ヶ月間の掲示を
行うこと。 

ウ 事業報告 協定書等に定めることにより提出
すること。 

 ○  
 

エ 検査・確認・要
請に対する対
応 

 
 ○ ○ 

 

オ 
 
 

事業評価  
 ○  

市への報告のほか、施設
内への１か月間の掲示を
行うこと。 

2 施設・設備等の維持管理に関する業務 

(1) 施設、設備等の維持に関する管理 



 

ア 清掃日報 ・定期清掃：毎日の業務における
清掃の従事者、清掃実施時間及
び回数、特記事項 

・対応清掃：施設利用者等からの
連絡又は要求の受付者(部署)、
日時、要求の場所及び内容等、
対応時間及び結果 

・廃棄物収集処理：作業の概要等 

  ○ 

再委託により実施した場
合、再委託事業者作成の
報告に加え、必要な事項
を記録（再委託業務履歴
と併せて保管）すること
も可 
産業廃棄物を処理する場
合、関係法令に基づき、必
要な記録が行われるとと
もに作成された帳票が保
存されること 

 計画清掃の計

画 

 
○   

 

 計画清掃記録 計画清掃を実施した日時、作業内

容、作業への従事者、作業の結果

に関する特記事項等 
  ○ 

再委託により実施した場

合、再委託事業者作成の

報告に加え、必要な事項

を記録（再委託業務履歴

と併せて保管）すること

も可 

イ 警備計画  ○    

 警備日報 ・毎日の業務における従事者、業

務概要 

・毎日の事故、秩序を乱す行為等

への対応状況(施設利用者等か

らの連絡又は要求があった場合

はその受付者、対応の日時、場

所、内容等、対応に要した時間） 

・毎日の開館及び開錠時間、閉館

及び施錠時間、施錠時間帯にお

ける出入記録、その他開館、閉

館に関する特記事項 

  ○ 

同上 

ウ 保守点検業務

記録 

・保守点検設備等、実施者(再委託

事業者等)、実施日時、実施内容、

実施結果(部品交換の内容も含

む)、各保守点検業務に要した費

用 

 ○ ○ 

再委託により実施した場

合、再委託事業者作成の

報告に加え、必要な事項

を記録（再委託業務履歴

と併せて保管）すること

も可 

エ 破損、故障等の

概略 

・破損、故障等の連絡又は発見の

日時、連絡（発見）者の氏名 

・実際の状況を確認した日時 

・破損、故障等の概略 

 ○  

報告は遅滞なく行うこ

と。 

 

 

修繕業務実施

記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・修繕の実施日、実施者(再委託し

た場合は再委託事業者名)及び

実施内容、経費 

・使用した設計図、完成図等 

・原因その他特記事項 

※貸与する施設の図面に該当する

部分がある場合にはこれらの図

面に反映させること 

  ○ 

再委託により実施した場

合、再委託事業者作成の

報告に加え、必要な事項

を記録（再委託業務履歴

と併せて保管）すること

も可 

使用した設計図、完成図

等については札幌市に提

出 



 

オ 備品の不具合

への対応記録 

・不具合の連絡又は発見の日時、

連絡（発見）者の氏名 

・実際の状況を確認した日時 

・不具合等の概略と対応の結果 

  ○ 

 

 備品点検の記

録 

点検者、点検日時、点検対象、点

検結果(備品の有無、対応） 
 ○ ○ 

 

カ 

 

駐車場管理日

報 

時間別駐車場利用台数 

  ○ 

再委託により実施した場

合、再委託事業者作成の

報告に加え、必要な事項

を記録（再委託業務履歴

と併せて保管）すること

も可 

 駐車場管理月

報 

日報の月別集約結果 
  ○ 

 

キ 
 

外構緑地管理
日報 

作業日時、作業者、作業の概要、
その他特記事項 

  
○ 

同上 
 

ク 除排雪実施記
録 

作業日時、作業者、作業の概要、
その他特記事項 

  
○ 

同上 

(2) 防災業務 

 防災計画  ○    

 防災訓練及び
職員への研修
結果 

訓練及び研修の実施日時、概要、
参加者数及び参加者の概略  ○ ○ 

毎年度の報告に含めて報
告 

3 事業の計画及び実施に関する業務 

(1) 区民講座に関する業務 

 講座実施記録 講座の実施日時、場所、講師、内
容、参加者数及び参加者の概略等 

  ○ 
 

(2) 地域住民の交流を目的とした事業に関する業務 

 事業の実施記
録 

事業の実施日時、場所、内容、参
加者数及び参加者の概略等 

  ○ 
 

(3) 地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業務 

 事業の実施記
録 

事業の実施日時、場所、内容、参
加者数及び参加者の概略等 

  ○ 
 

(4) 図書業務 

 業務日誌等 利用統計、行事の参加者等   ○  

 事故等処理報
告書 

事故等の概要、経緯、対応等 
 ○  

 

 その他の報告
書 
 

本市が調査・報告等を求めた、
必要な報告書等  ○  

 

4 施設の利用等に関する業務 

(1) 受付業務 

 受付記録（使用
承認業務を除
く） 

日時、対応者、対応内容、経過
等   ○ 

分類は、指定管理者にお
いて適宜設定して差し支
えない。 

(2) 使用承認業務 

 受付記録 日時、対応者、対応内容、経過
等   ○ 

分類は、指定管理者にお
いて適宜設定して差し支
えない。 

エ 施設が暴力団
の活動に利用
されないよう

・同左 
 ○ ○ 

直ちに札幌市に報告し、
その指示に従って必要な
措置を講じる。また、その



 

にするために
必要な措置を
講じる場合の
報告、記録 

対応記録を作成するこ
と。 

5  管理業務に付随する業務 

(1) 広報業務 

 広報関係事務 リーフレット、ＰＲチラシの作成、
ホームページ開設 ○   

 
 

(2) 個人情報の保護 

 
 

個人情報の保
護の取扱い 

個人情報取扱規定の整備 

○   

分類は、指定管理者にお
いて適宜設定して差し支
えない。 
 
 
 

(3) 掲示及び配架に関する業務 

 

 

掲示及び配架

の取扱い 

掲示板・配架台利用規則の整備 

○   

 

(4) 引継ぎ業務 

 引継報告 業務引継の完了を示す書面の写し  ○   

第５ その他 

1  自主事業の実施について 

 事業の承認 市との協議事項 ○    

 事業経理 収支状況  ○   

 目的外使用許

可 

市の許可 
○   

 



 

別紙 ２ 

清掃業務仕様書 

 

１ 業務仕様 

  この仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業

務共通仕様書」の最新版によるものとする。 

２ 業務の内容 

 ⑴ 日常清掃業務 

   特別な場合を除き、年末年始の休日（12 月 29 日～翌年１月３日）を除く毎日とし、別

表１の作業内容に基づき実施すること。 

 ⑵ 定期清掃業務 

   別表２の作業内容に基づき実施すること。 

   なお、札幌市の都合により作業実施月の変更を必要とするときは、指定管理者と協議の

上定めることとする。 

 ⑶ 塵芥処理、缶・瓶・ペットボトル処理 

   一般廃棄物（一般ゴミ、資源化ゴミ、粗大ごみ）、缶・瓶・ペットボトルについて、種類

別に分けてゴミを収集し、廃棄物処理場、リサイクル処理場等へ搬入する。 

   産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令

を遵守し、マニフェストにより処理すること。 

 ⑷ その他 

   上記以外の事項であっても、現場の状況に応じて札幌市が清掃管理上で必要と認め、指

示する軽易な作業を行うこと。 

３ 作業時間 

 ⑴ 日常清掃業務 

原則として施設の開館時間内とするが、１回目の清掃については、開館時刻の 30 分前

までに完了すること。ただし、やむを得ない理由により作業時間を延長する場合は、この

限りでない。 

 ⑵ 定期清掃業務 

   来館者及び利用者に影響を及ぼさない作業については施設の開館時間内とし、その他に

ついては原則として休日等に行うこと。この場合、作業の方法及び工程については、事前

に計画書を作成し、札幌市に提出すること。 

   なお、計画書の作成にあたっては、他業種との関連を考慮するとともに、電話、電気等

の機器に支障を与えないよう十分注意すること。 

４ 安全の確保 

業務の実施にあたっては、安全の確保を図り従事者の事故防止に十分注意すること。 

  なお、万一、事故が発生した場合の一切の責任は、指定管理者が負うものとする。 

５ 電気等の節約 

  電気、水道又は温水等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

６ 備品等の破損事故等への対応 

  業務の実施にあたって、施設の備品、物品及び設備等を滅失又は毀損した場合は、ただち

に札幌市に連絡をし、適切な処置をとらなければならない。 



 

  また、施設の備品、物品及び設備等が滅失又は毀損されているのを発見した場合も同様と

する。 

７ 服装及び名札 

業務に従事する者は、常に清潔な制服を着用するものとし、名札をつけること。 

８ 一般的注意事項 

 ⑴ 常に施設の清潔を維持する責任ある作業に努めるとともに、札幌市から要求があったと

きは、業務終了時の立会い検査に応じること。 

   この場合、要求があれば作業の補正を実施すること。 

 ⑵ 業務の実施にあたり、疑義が生じたときは、必ず札幌市の指示を受けて行うこと。 

 ⑶ 盗難、火災の発生に注意し、業務終了の際は、施錠及び火気処理を確認するとともに、

不使用灯を消灯すること。 

 ⑷ 業務の実施にあたって移動した椅子、テーブル及び紙屑入等は、終了の際には必ず所定

の位置に戻すこと。 

 ⑸ 業務のために使用する洗剤、剥離剤及び樹脂ワックス等は、有害な揮発性有機化合物等

（ＶＯＣ等）を含まないもので、適正かつ環境に配慮したものを使用すること。ただし、

札幌市との協議の結果、その性能上やむを得ないと判断して使用するＶＯＣ等の含有材料

は、極力放散の少ないものを使用するとともに、含有材料を使用した場合には、札幌市公

共建築物のシックハウス対策指針（令和２年９月）により、有効な換気対策を行うこと。 

 ⑹ 業務のために使用する機械器具、材料類及び衛生消耗品（トイレットペーパー、水石け

ん及び芳香剤）は、すべて指定管理者の負担とする。 

 ⑺ ホール等の木製床板の清掃にあたっては、現在、ワックス掛けを行っているものについ

ては、ワックス掛けを継続することもやむを得ないが、水分の使用を最小限とし、ワック

ス塗布継続による床板の損傷など劣化がないか十分に確認する等、平成 30 年２月 19日付

札地区第 7189 号「ホール等の木製床板の補修及び適切な清掃の実施等について」に基づき

実施すること。なお、竣工後よりウレタン塗装を継続している場合、木製床の塗膜状況に

応じて、必要な時期にウレタン塗装の再塗装を実施すること。 

９ 環境負荷の低減に関する事項 

  業務の実施にあたっては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努

めること。 

⑴ 電気及び水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

⑵ 成果品に紙を使用する場合は再生紙を使用し、複数ページにわたる場合は原則として両

面印刷とする。 

⑶ 使用する商品及び材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

10 その他 

  本書に定めのない事項については、札幌市と協議のうえ決定する。 

 



別表１

日常清掃作業内容(はちけん地区センター）

作業回数

（回/日）

玄関ホール 弾性・硬質床 除塵及び部分水拭き 22 ㎡ 0.5

 〃 床以外
床マット・什器備品等除塵、扉部分拭き、
ごみ収集

22 ㎡ 1.0

 〃 日常巡回清掃 床部分水拭き・床マット除塵、ごみ収集 22 ㎡ 1.0

廊下･ロビー 弾性・硬質床 除塵及び部分水拭き 405 ㎡ 0.5

 〃 床以外 ごみ収集 405 ㎡ 1.0

 〃 日常巡回清掃 ごみ収集 405 ㎡ 1.0

階段 弾性・硬質床 除塵及び部分水拭き 24 ㎡ 0.5

 〃 床以外 手摺拭き 24 ㎡ 1.0

トイレ 弾性・硬質床 除塵及び全面水拭き 39 ㎡ 1.0

 〃 床以外
ごみ・汚物収集、洗面台・鏡・扉等拭き、
陶器洗浄、消耗品補充

39 ㎡ 1.0

 〃 日常巡回清掃
床部分水拭き、ごみ・汚物収集、洗面台・
鏡拭き、陶器洗浄、消耗品補充

39 ㎡ 1.0

シャワー室 弾性・硬質床 除塵及び部分水拭き 0 ㎡ 0.5

 〃 床以外
ごみ・排水口ごみ収集、洗面台・鏡・扉等
拭き、マット乾燥、消耗品補充

0 ㎡ 1.0

湯沸室 弾性床 除塵及び全面水拭き 4 ㎡ 0.5

 〃 床以外 流し台洗浄、厨芥収集 4 ㎡ 1.0

喫煙室 弾性・硬質床 除塵及び部分水拭き 0 ㎡ 0.5

 〃 床以外 吸殻・ごみ収集 0 ㎡ 1.0

 〃 日常巡回清掃 床部分水拭き、吸殻・ごみ収集 0 ㎡ 1.0

エレベーター 弾性床 除塵及び部分水拭き 1 台 0.5

 〃 床以外 部分拭き及び扉溝除塵 1 台 1.0

事務室 弾性床 除塵及び部分水拭き 44 ㎡ 0.5

 〃 床以外 ごみ収集 44 ㎡ 1.0

会議室・ホール等 弾性床 除塵及び部分水拭き 431 ㎡ 0.5

 〃 繊維床 徐塵 24 ㎡ 0.5

 〃 床以外 ごみ収集 455 ㎡ 1.0

和　室 弾性床 除塵及び部分水拭き 0 ㎡ 0.5

 〃 床以外 ごみ収集 0 ㎡ 1.0

建物内部全体 ごみ運搬・分別・梱包 993 ㎡ 1.0

玄関周り(外部） 除塵、水拭き、簡易除雪 250 ㎡ 1.0

構内外周 玄関周り以外 拾い掃き、散水、簡易除雪 1,000 ㎡ 1.0

日常清掃作業内容(はちけん地区センター図書室）

作業回数

（回/日）

事務室・会議室 繊維床 除塵 216 ㎡ 0.5

 〃 床以外 ごみ収集 216 ㎡ 1.0

建物内部全体 ごみ運搬・分別・梱包 216 ㎡ 1.0

区　　分 項　　目 作　　業　　内　　容 対象規模

区　　分 項　　目 作　　業　　内　　容 対象規模



別表２

定期清掃作業内容(はちけん地区センター）

作業回数

（回/年）

玄関ホール 弾性・硬質床 表面洗浄又は一般洗浄 22 ㎡ 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 22 ㎡ 3

廊下・ロビー 弾性・硬質床 表面洗浄又は一般洗浄 405 ㎡ 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 405 ㎡ 3

階段 弾性・硬質床 表面洗浄又は一般洗浄 24 ㎡ 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 24 ㎡ 3

トイレ・シャワー室 弾性・硬質床 表面洗浄又は一般洗浄 39 ㎡ 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 39 ㎡ 3

湯沸室 弾性床 表面洗浄 4 ㎡ 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 4 ㎡ 3

喫煙室 弾性・硬質床 表面洗浄又は一般洗浄 0 ㎡ 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 0 ㎡ 3

機械室 硬質床 表面洗浄又は一般洗浄 33 ㎡ 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 33 ㎡ 3

エレベーター 弾性床 表面洗浄 1 台 3

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 1 台 3

事務室・会議室等 弾性床 表面洗浄 475 ㎡ 3

 〃 繊維床 洗浄（全面クリーニング） 240 ㎡ 1

 〃 床以外 天井・壁塵払い、壁面清掃等 715 ㎡ 3

ブラインド ベネシャン 拭き（両面、取付けたまま） 48 ㎡ 1

 〃 バーチカル 拭き（両面、取付けたまま） 0 ㎡ 1

窓ガラス 仮設足場不要 洗浄（両面） 161 ㎡ 1

 〃 仮設足場必要 洗浄（両面） 68 ㎡ 1

仮設足場 0 式 1

照明器具 蛍光灯，ｶﾊﾞｰ無 管球・反射板拭き 74 個 2

 〃 蛍光灯，ｶﾊﾞｰ有 管球・反射板・カバー拭き 60 個 2

 〃 ダウンライト 管球・反射板拭き 150 個 2

吹出・吸込口類 500×500程度 拭き 31 個 2

線状吹出口 1,300L程度 拭き 5 個 2

玄関周り(外部) 洗浄 250 ㎡ 2

構内外周 玄関周り以外 側溝清掃、拾い掃き 1,000 ㎡ 2

屋上・ベランダ等 ルーフドレン周りの洗浄、拾い掃き 1,077 ㎡ 2

給水栓末端の
飲料水

水質簡易検査
残留塩素の測定、
外観（色、濁り、臭い、味等）の検査

0 ヶ所 52

区　　分 項　　目 作　　業　　内　　容 対象規模



 

別紙 ３ 

警備業務仕様書 

 

１ 業務の内容 

 ⑴ 地区センターの施設（まちづくりセンター、まちづくり会議室、福祉のまち推進センタ

ーの部分を含む。以下、同じ。）内の通信システム等による機械警備 

 ⑵ 火災、盗難等の事故発見及び初期処置 

 ⑶ 非常口灯、外灯等の点灯確認 

 ⑷ 不使用灯の消灯 

 ⑸ 防火扉、消防設備の点検（外観点検） 

 ⑹ 各室の施錠確認 

 ⑺ 建物、設備等の破損及び不良箇所の発見と連絡 

 ⑻ その他、業務の実施にあたって必要な事項で、札幌市と指定管理者で協議のうえ決定し

文書で確認された事項 

２ 警備計画の作成 

  警備の実施にあたっては、警備計画書を作成し、札幌市の承認を得ることとする。なお、

警備業法第 19 条第 1項に規定する書面をもって警備計画書に代えることも可とする。 

３ 警備時間 

 ⑴ 休館日以外の日 

   午後９時から翌日午前８時 45 分までとする。ただし、施設の利用時間が午後 10 時まで

延長された場合の開始時刻は午後 10 時とする。 

 ⑵ 休館日 

午前８時 45 分から翌日午前８時 45 分までとする。 

４ 巡回時間 

  午後９時（施設の利用時間が午後 10時まで延長された場合は午後 10 時）以降、機械警備

体制が敷かれた時点で１回以上の巡回を行う。 

５ 警備機器の設置 

  指定管理者は、地区センターの施設内に自動警報機器を設置するとともに、警備時間中、

当該警報機器により感知される異常の有無を、警備基地局としての機能の存する部署におい

て確認し得るに必要な機器（受信装置）を設置すること。 

 ⑴ 自動警報機器は、施設内の出入口、窓等必要な箇所に設置すること。 

 ⑵ 機器の設置に要する一切の経費は、指定管理者の負担とする。 

 ⑶ 設置された機器の所有権は、指定管理者に帰属するものとする。 

 ⑷ 受信装置との間の電話回線には、断線時に対応できる機能を付加すること。 

 ⑸ 機器の設置、修繕又は撤去等に係る工事により地区センターの施設又は物件等に損害を

与えた場合は、原状に復さなければならない。 

６ 警備業務の対処 

 ⑴ 警備時間中は、警備基地局としての機能の存する部署に設置される機器表示盤により地

区センターの異常の有無を間断なく監視し、警備の安全を確保すること。 

 ⑵ 警備時間中、前記⑴による方法で契約物件に異常事態が発生したことを知ったときは、

遅滞なく要員を地区センターに急行せしめ、異常事態の確認を行うとともに必要な処置を



 

講ずること。 

７ 設置機器の保守管理等 

 ⑴ 指定管理者は、前記５に定める設置機器に関し、正常な機能を維持するため毎月１回の

保守点検を行うほか、毎日設置機器の正常な機能を点検し、万一、警報の故障により作動

に異常が生じたときは、遅滞なく警備上の安全処置を講ずるものとする。 

 ⑵ 設置した警報機器等の工事配線については、指定期間中、警備業務の実施に支障が生じ

た場合は、指定管理者の負担により補修するものとする。 

８ 機器の毀損、紛失 

  前記７にかかわらず、札幌市の責に帰すべき事由により指定管理者が設置した機器及び部

品等を毀損、紛失した場合は、札幌市はその実費を指定管理者に支払うものとする。 

９ 指定期間の終了、指定の取消しにおける機器の撤去 

  指定期間の終了又は指定の取消しにおいて、地区センターの施設に設置された機器及び部

品等の撤去のために要する経費は、指定管理者の負担とする。 

10 その他 

 ⑴ 業務の実施にあたっては、指定管理者は札幌市と連携を密にし、事故等の問題が発生し

た場合には、適切な処置を行うとともに、速やかに札幌市に状況を報告し指示を受けなけ

ればならない。 

 ⑵ 札幌市が貸与した鍵は、指定管理者の責任のもとに保管されなければならない。 

 ⑶ 業務の実施にあたっては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に

努めること。 

 ⑷ 本書に定めのない事項については、札幌市と協議のうえ決定する。 

 



 

別紙 ４-１ 

札幌市はちけん地区センター指定管理者エレベータ保全業務仕様書 

 

1 業務仕様 

   本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共

通仕様書（最新版）によるものとする。 

2 業務内容 

（1） 本業務の対象設備は次のとおりとする。 

メーカー：中央エレベーター工業(株) 

台数：１台 

仕様：積載 750kg（11 人乗）・45m/min 

（2） 点検業務はフルメンテナンス契約とし、12 回／年：毎月１回行うこと。 

（3） 点検項目は別紙 1による。 

（4） 点検により異常等を発見した場合は、直ちに修理・調整又は部品の取替えを行うものと

する。 

（5） 通常の点検業務のほか、建築基準法第 12 条第 4 項に基づき、年１回昇降機検査資格者

による定期点検を行い、法令等で定める様式により定期点検報告書を作成し、施設に保

管すること。 

3 実施計画書の作成 

  保守点検の実施にあたっては、実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせるとともに

結果を報告する。 

4 保守管理器材 

（1） 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

（2） 点検に必要なウエス・油脂類等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 

5 現場管理 

（1） 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

（2） 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害ならびに間接的損害についてはその責を負わない。 

（3） 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 

（4） 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前に札幌市に連絡し指示を受けること。 

6 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

(1) 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

(2) 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両

面印刷とする。 

(3) 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

7 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 



 

8 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

9 その他 

（1） この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

（2） この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指定

管理者双方協議のうえこれを決定する。 



 

エレベータ点検項目（フルメンテナンス契約） 

別紙１ 

点 検 項 目 点検及び保守内容 保守等の措置 

⑴ 機械室 

ア．機械室への通行 

機械室への通行及び出入り口に支障

がないことを確認する。 

 

イ．室内環境 ① 室内清掃、室温その他室内環境

の良否を点検し、エレベータの機

能上又は保全の実施上支障のない

ことを確認する。汚れがある場合

は清掃すること。 

②手巻きハンドルの設置の有無を点

検する。 

 

ウ．主開閉器、受電

盤、制御盤、起動

盤、及び信号盤 

 

 

 

 

 

① 作動の良否を点検する。 

② 端子の緩み及びヒューズエレメ

ントの異状の有無を点検する。 

③ 下表に掲げる回路について、絶

縁抵抗を測定し、その値が次表

の数値以上にあることを確認す

る。 

調整・修理又は部品交

換 

修理又は部品交換 

 

修理する 

 

 回   路 使 用 電 圧 絶縁抵抗（ＭΩ） 

電動機主回路 300Ｖ以下のもの 0.2 以上 

300Ｖを超えるもの 0.4 以上 

制 御 回 路 

信 号 回 路 

照 明 回 路 

150Ｖ以下のもの 0.1 以上 

150Ｖを超え 

300Ｖ以下のもの 

0.2 以上 

④ 主開閉器の操作及び動作の良

否を点検する。 

調整・修理又は部品交換 

エ．荷重試験 

（労働基準法対象物

に限る） 

積載荷重 100％の荷重を乗せた場

合において、以上のないことを確

認する。 

調整・修理又は部品交換 

オ．階床選択器 

（当該装置がある場

合に限る） 

① スチールテープ等と機械室床

の貫通部分とが接触していない

ことを確認する。 

② 作動の良否を点検する。 

調整・修理又は部品交換 

 

 

調整・修理又は部品交換 



 

カ．巻上機 

 

 

 

 

 

 

① 潤滑状態の良否及び油漏れの

有無を点検する。 

② 歯当たりの良否を点検する。 

③ 回転時に軸受けの音及び振動

の異状の有無を点検する。 

④ 綱車のロープ溝の摩耗及びロ

ープ 

スリップの有無を点検する。 

補充・清掃・修理又は部

品交換 

 

初期厚の 7/8 未満は交換 

調整・修理又は部品交換 

 

摩耗が著しい又はｽﾘｯﾌﾟ

がある場合、修理又は交

換 

キ．電磁ﾌﾞﾚｰｷ ① 作動の良否を点検する。 

② スリップの異状の有無を点検

する。 

③ ブレーキシュー、アーム、及

びプランジャーの作動の良否を

点検する。 

調整・修理又は部品交換 

調整・修理又は部品交換 

 

調整・修理又は部品交換 

ク．そらせ車 ① ロープ溝の摩耗の有無及び取

付けの良否を点検する。 

② 回転状態の異常を点検する。 

摩耗が著しい場合交換 

 

調整・修理又は部品交換 

ケ．電動機及び電動

発電機 

 

 

① 運転状態の良否を点検する。 

② 振動、音及び温度の異状の有無

を点検する。 

 

調整・修理又は部品交換 

調整・修理又は部品交換 

 

 



 

コ．調速機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 音及び振動の異状の有無を点

検する。 

② ロープ溝の摩耗の有無を点検

する。 

③ 過速スイッチ及びキャッチの

作動速度を測定し、その値が下

表の基準に適合することを確認

する。 

調整・修理又は部品交換 

 

摩耗がある場合交換 

 

調整・修理又は部品交換 

 

 

 
 

種 類 定格速度が 45ｍ／min 以

下のもの 

定格速度が 45ｍ／

min を超えるもの 

過速 

スイッチ 

63ｍ／min 以下で切れる

こと 

定格速度の 1．3倍

以下で切れること 

キャッチ 過速スイッチが切れると

同時に又は切れた後に作

動し、かつ、下降方向の

速度が 68ｍ／min を超え

ない内に作動する。 

 

サ．機器の耐震対策

（当該装置を高じて

いる場合に限る） 

地震その他の振動による移動、転倒

及び主索外れ防止装置の良否を点検

する。 

 

シ．主索の緩み検出

装置（当該装置を高

じている場合に限

る） 

作動の良否を点検する。 

 

 

調整・修理又は部品交

換 

 

２）かご 

ア．運行状態 

乗り心地、着床段差等の運行状態の

良否を点検する。 

調整・修理又は部品交

換 

イ．かご室の周壁、

天井及び床 

摩耗、発錆、腐食等の劣化の有無を

点検する。 

劣化が著しい場合修理 

ウ．かごの戸及び敷

居 

① ドアシュー及び敷居溝の摩耗の

有無を点検する。 

② 取付けの良否及び戸の隙間の適

否を点検する。 

摩耗が著しい場合交換 

 

調整 

エ．かごの戸ｽｲｯﾁ 作動及び取付けの良否を点検する。 

 

調整・修理又は部品交

換 



 

オ．戸閉め安全装置

（当該装置がある場

合に限る）  

戸の反転動作機能などの作動状態の

良否を点検する。 

調整・修理又は部品交

換 

カ．かご操作盤及び

位置表示灯 

① 作動の良否を点検する。 

② 取付けの良否を点検する。 

調整・修理又は部品交

換 

調整・修理又は部品交

換 

キ．外部への連絡装

置 

呼び出し及び通話の良否を点検す

る。 

 

調整・修理又は部品交

換 

 

ク．照明 球切れ及びちらつきの有無を点検す

る 

交換 

ケ．停止ｽｲｯﾁ  作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

コ．注意銘板の表示 

 

 

用途、積載荷重及び最大定員の表示

の適否を点検する。 

 

サ．停電灯装置（当

該装置がある場合に

限る） 

① 点灯状態の良否を点検する。 

② 床上で１ルックス以上の照度を

30 分以上維持できることを確認す

る。 

修理又は部品交換 

修理又は部品交換 

シ．各階強制停止装

置（当該装置がある

場合に限る） 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

ス．かご床先と昇降

路壁の水平距離 

出入り口の床先との水平距離が４ｃ

ｍ以下、かご床先と昇降路壁（乗用

又は寝台用のエレベータに限る）と

の水平距離が 12．5ｃｍ以下である

ことを確認する 

 

セ．光電装置（当該

装置がある場合に限

る） 

作動の良否を点検する。 

 

 

調整・修理又は部品交

換 

 

ソ．側部救出口（当

該装置がある場合に

限る） 

施錠及びスイッチの作動の良否を点

検する。 

 

 

調整・修理又は部品交

換 

タ．専用操作盤（車

椅子兼用の場合に限

る） 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 



 

チ．鏡及び手すり

（車椅子兼用の場合

に限る） 

取付けの良否を点検する。 

 

 

 

 

３）かごの周囲及び

昇降路 

ア．かごの上部の外

観 

汚れの有無を点検する。 清掃 

イ．非常救出口 

 

 

 

 

 

① かご外部からの開閉の良否を点

検する。 

② 救出口スイッチを作動させた場

合にエレベータが停止することを

確認する 

調整・修理又は部品交

換 

 

調整・修理又は部品交

換 

ウ．戸の開閉装置  

 

① 戸の開閉状態及び開閉時間の良

否を点検する。 

② 開閉機構の取付けの良否を点検

する。 

③ 軸受けの音及び温度の異状の有

無を点検する。 

調整・修理又は部品交

換 

 

調整・修理又は部品交

換 

 

修理又は部品交換 

エ．ﾘﾀｲｱﾘﾝｸﾞｶﾑ（当

該装置がある場合に

限る） 

取付け及び作動の良否並びに摩耗等

の劣化の有無を点検する。 

調整・修理又は部品交

換 

オ．かご上安全ｽｲｯﾁ

及び運転装置 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

カ．かごつり車及び

おもりのつり車（当

該車がある場合に限

る） 

 

① 回転時に、音に異状がないこと

を確認する。 

② ロープ溝の摩耗の有無を点検す

る。 

 

 

修理又は部品交換 

 

摩耗が著しい場合修理

又は交換 

 

キ．ｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ又はﾛｰ

ﾗｰｶﾞｲﾄﾞ 

取付けの良否及び摩耗の有無を点検

する。 

 

 

 

 

調整又は交換 

ク．主索及び調速機

ﾛｰﾌﾟ 

 

① 破断、摩耗及び発錆の有無を点

検し、次表の基準に適合すること

を確認する。 

基準に適合しない場合

は交換 

 



 

 

  状    態    基    準 

素線の破断が平均的に分布

している場合 

１構成より（ストランド）の

１よりピッチ内での破断数４

以下 

破断素線の断面積が、元の

素線の断面積の 70％以下と

なっているか又は錆が著し

い場合 

１構成より（ストランド）の

１よりピッチ内での破断数２

以下 

素線の破断が１箇所又は特

定のよりに集中している場

合 

素線の破断総数が１よりピッ

チ内で６より鋼索では 12 以

下、８より鋼索では 16 以下 

摩耗部分の鋼索の直径 摩耗していない部分の鋼索の

直径の 90％以上 

② 取付けの良否並びにダブルナット

及び割ピンの劣化の有無を点検す

る。 

調整又は部品交換 

ケ．ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ及びﾌﾞ

ﾗｹｯﾄ 

① 取付けの良否を点検する。 

② 発錆、摩耗等の劣化の有無を点検

する。 

調整 

交換 

コ．非常止め装置  ① 取付けの良否を点検する。 

② 非常止め試験を行い、異状のない

ことを確認する。 

調整 

調整 

サ．非常止めﾛｰﾌﾟ

（当該ﾛｰﾌﾟがある場

合に限る） 

発錆、捩戻り、変形等の劣化の有無及

び巻取りの良否を点検する。 

調整・交換 

シ．はかり装置（当

該装置がある場合に

限る） 

作動した場合に警報を発し、かつ、戸

が閉まらないことを確認する。 

調整・修理又は部品

交換 

ス．つり合いおもり 取付けの良否を点検する。 修理 

セ．上部ﾌｧｲﾅﾙﾘﾐｯﾄｽ

ｲｯﾁ 

① 取付けの良否を点検する。 

② 作動の良否を点検する。 

調整 

調整・修理又は部品

交換 

ソ．誘導板及びﾘﾐｯﾄ

ｽｲｯﾁ 

取付けの良否を点検する。 調整 

タ．中間つなぎ箱  ケーブルの取付けの良否を点検する。 修理 

チ．着床装置 作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品

交換 

ツ．ﾄﾞｱｲﾝﾀｰﾛｯｸｽｲｯﾁ 作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品

交換 

 

テ．給油器 ① 給油機能の異状の有無を点検す 調整・修理又は部品



 

る。 

② 油量の適否を点検する。 

交換 

補充 

ト．ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ  ドア閉端で自動的に閉じる機能に異常

がないことを確認する。 

調整・修理又は部品

交換 

ナ．ﾊﾝｶﾞｰﾛｰﾗ及び連

動ﾛｰﾌﾟ 

 

 

取付け及び作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品

交換 

ニ．終端階強制減速

装置（当該装置があ

る場合に限る） 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品

交換 

ヌ．昇降路 ① エレベータに係る設備以外のもの

の有無を点検する。 

② 昇降路のき裂及び損傷の有無を点

検する。 

③ 地震その他の振動でかご及びロー

プが昇降路内の壁、機器等と接触し

ない措置が施されていることを確認

する（当該措置が必要な場合に限

る）。 

 

４）乗場 

ア．乗場ﾎﾞﾀﾝ及び表

示灯 

① 乗場ボタンの作動の良否を点検

す。 

② 表示灯の表示の良否を点検する。 

調整・修理又は部品

交換 

調整又は交換 

イ．非常解錠装置  解錠に支障のないことを確認する。 調整・修理又は部品

交換 

ウ．乗場の戸及び敷

居 

① ドアシュー及び敷居溝の摩耗の有

無を点検する。 

② 取付けの良否及び戸の隙間の適否

を点検する。 

 

交換 

 

調整 

エ．ﾊﾝｶﾞｰﾛｰﾗ及び連

動ﾛｰﾌﾟ 

取付け及び作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品

交換 

５）ﾋﾟｯﾄ 

ア．環境状態 

 

① 漏水の有無を点検する。 

② 汚れ及びエレベータに係る設備以

外のものの有無を点検する。 

 

清掃 

イ．緩衝器 

 

 

① 取付けの良否を点検する。 

② スプリング又はプランジャーの発

錆の有無を点検する。 

調整 

補修 

 

③ 作動油の油量の適否を点検する

（油入式の場合に限る）。 

補充 



 

ウ．ｶﾞﾊﾞﾅﾛｰﾌﾟ用及

びその他の張り車 

① 走行中に、音に異状がないことを

確認する。 

② ロープ溝の摩耗の有無を点検す

る。 

③ ピット床面との隙間の適否を点検

する 

調整・修理又は部品

交換 

 

交換 

切り詰め又は交換 

エ．移動ｹｰﾌﾞﾙ ① かごの運行時に、揺れ及び捩れに

異状のないことを確認する。 

② 取付け不良及び損傷等の有無を点

検する。 

調整 

 

調整・修理又は部品

交換 

オ．下部ﾌｧｲﾅﾙﾘﾐｯﾄｽ

ｲｯﾁ 

① 取付けの良否を点検する。 

② 作動の良否を点検する。 

調整 

調整・修理又は部品

交換 

カ．つり合いﾛｰﾌﾟ

（鎖）及び取付け部

（当該設備がある場

合に限る） 

取付けの良否及び発錆、摩耗、破断等

の劣化の有無を点検する。 

調整又は部品交換 

キ．つり合いおもり

底部隙間 

 

 

 

かごが最上階に着床している時のつり

合いおもりと緩衝器との距離及びかご

が最下階に着床している時のかごと緩

衝器との距離が次表の最小値及び最大

距離を確保できることを確認する。 

調整・切り詰め又は

部品交換 

 

 

 

 
 

 

 

定格速度（ｍ／min） 

最小距離

（mm） 

最大距離 

（mm） 

交流エ

レベー

タ 

直流

エレ

ベー

タ 

かご

側 

つり

合い

おも

り側 

ばね

緩衝

器 

7.5 以下 

7.5 を超え 15 以下 

15 を超え 30 以下 

30 を超えるもの 

75 

150 

225 

300 

 

 

 

  150 

 

 

 600 

 

 

 900 

 

油入 

緩衝

器 

 



 

ク．ﾀｲﾀﾞｳﾝｾｰﾌﾃｨ 取付けの良否を点検する。 

 

調整・修理又は部品交

換 

ケ．耐震対策（当該

措置が必要な場合に

限る） 

地震その他の振動で、かごがピット

内の機器と接触しない措置がなされ

ていることを確認する。 

 

６）付加装置（当該

装置がある場合に

限る） 

ア．地震管制運転装

置 

 

 

 

作動の良否を点検する。 

 

 

 

調整・修理又は部品交

換 

イ．火災管制運転装

置 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

ウ．自家発管制運転

装置 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

エ．停電時自動着床

装置 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

オ．ｵｰﾄｱﾅｳﾝｽ装置 作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

カ．故障自動通報装

置 

作動の良否を点検する。 

 

調整・修理又は部品交

換 

７）油圧（油圧エレ

ベータに限る） 

ア．ﾊﾟﾜｰﾕﾆｯﾄ 

ｱ）圧力計 

ｲ）ﾎﾟﾝﾌﾟ 

   

 

ｳ）駆動ﾍﾞﾙﾄ 

 ｴ）油圧ﾀﾝｸ 

  （作動油） 

 

 

 

ｵ）安全弁 

 

 

 

 

指示の良否を点検する。 

油漏れ及び音、振動等の異状の有無

を点検する。 

 

ベルトの張力の良否を点検する。 

① 油量の適否及び油漏れの有無を

点検する。 

② 油の汚れの有無及び油温の適否

を点検する。 

作動の良否を点検する。 

 

 

 

調整・修理又は部品交

換 

修理 

 

調整又は交換 

補充又は修理 

 

油交換 

油温異状は精密調査 

調整又は交換 

イ．圧力配管 油漏れの有無及び継ぎ手部の接続の

良否を点検する。 

調整・修理又は交換 

 

ウ．高圧ｺﾞﾑﾎｰｽ 油漏れの有無及び継ぎ手部の接続の

良否を点検する。 

 

調整・修理又は交換 



 

エ．空転防止装置  規定の時間内に確実に作動すること

を確認する。 

調整・修理又は部品交

換 

オ．火気厳禁の表示 火気厳禁表示の適否を点検する。  

カ．油圧ｼﾞｬｯｷ  取付の良否並びに油漏れ及び発錆、

損傷等の劣化の有無を点検する。 

調整又は補修、油漏れ

又は劣化が著しい場合

は修理 

キ．ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ頂部綱

車及び離脱防止

装置 

① 作動の良否を点検する。 

② 綱車の摩耗及び走行中の音の異

状の有無を点検する。 

調整・修理又は部品交

換 

調整又は交換 

ク．頂部安全距離用

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ 

作動させた場合頂部安全距離を１．

２ｍ以上確保できることを確認す

る。 

調整・修理又は交換 

ケ．かごと緩衝器と

の距離（自動車運搬

用を除く） 

かごが最下階に着床しているときの

かごと緩衝器との距離が、下降定格

速度に応じ、次表の最小及び最大距

離を確保できることを確認する。 

調整・切り詰め又は部

品交換 

 

 

下降定格 

速度 

（ｍ／min） 

最小距離 

（ｍｍ） 

最大距離 

（ｍｍ) 

30 以下 70  

600 30 を超えるも

の 

150 

コ．床合せ補正装置 

 

着床面を基準として 75ｍｍ以内の位

置において補正することができるこ

とを確認する。 

調整・修理又は部品交

換 

 

 

８）非常用ｴﾚﾍﾞｰﾀ

（非常用ｴﾚﾍﾞｰﾀに

該当されているも

のに限る） 

ア．かご呼び戻し装

置 

 

 

 

 

作動の良否を点検する。 

 

 

 

 

調整・修理又は部品交

換 

イ．一次及び二次消

防運転 

作動の良否を点検する。 調整・修理又は部品交

換 

ウ．非常標識及び表

示灯 

表示灯の点灯の良否を点検する。 修理又は交換 

エ．予備電源 異常の有無を点検する。  

オ．かご上の電気設

備 

 

 

 

① かご上の電気設備の水除けカバ

ー、水抜孔等の取付けの良否を点

検する。 

② 電線管、ボックス等の内部の水

の有無を点検する。 

修理又は交換 

 

 



 

  

 

カ．ﾋﾟｯﾄ内のｽｲｯﾁ類 

 

最下階床面以下に設けられているス

イッチ類が、消防運転時に確実に切

り離されることを確認する。 

調整・修理又は部品交

換 

 

キ．中央監視室と

の連絡装置 

呼び出し及び通話機能に異常がない

ことを確認する。 

調整・修理又は部品交

換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙 ４-２ 

札幌市はちけん地区センター指定管理者自動ドア保全業務仕様書 

1 業務仕様 

本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共

通仕様書（最新版）によるものとする。 

2 業務内容 

（1） 自動ドアを安全かつ良好な状態に保つための保守点検を行う。 

（2） 別紙「自動ドア保守点検報告書」の点検項目に準じて行う。 

（3） 保守点検回数は、６月・９月・12月・３月の４回/年とする。 

（4） 本業務に係る関係法令を遵守し、業務の適正な履行を図ること。 

3 実施計画書の作成 

  保守点検の実施にあたっては、実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせるとともに

結果を報告する。 

4 保守管理器材 

（1） 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

（2） 点検に必要なウエス等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 

5 現場管理 

（1） 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

（2） 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害ならびに間接的損害についてはその責を負わない。 

（3） 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 

（4） 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前に札幌市に連絡し指示を受けること。 

6 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

(1) 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

(2) 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両

面印刷とする。 

(3) 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

7 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 

8 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

9 その他 

（1） この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

（2） この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指定

管理者双方協議のうえこれを決定する。 

※ 報告書は別紙エクセル 



札幌市○○区役所

様

印

報告者名

市有建築物自動ドアの第　　回保守点検を実施しましたので、下記のとおり報告します。

　１、業務名

　２、施設概要

　３、点検内容

　４、総合所見

　５、施設別点検結果

自動ドア保守点検報告書　（第　　回）

令和　　　年　　　月　　　日

指定管理者名

住　　所



印 印

判定マーク

○：異常なし

△：要注意

×：異常あり

―：該当なし

確認者

機種

○○センター自動ドア保守点検報告書（第　　回）

番号 点検箇所 開閉

所在地

Ｃ Ｄ

ドア・サッシ
部

Ａ Ｂ
点検項目

Ｅ
点検箇所

損傷内容等判断基準

ドア本体に傷がない

ドア本体の作動時に異音がしない

ドアと無目の隙間が適切である

全閉時戸先隙間又はドアと床面の隙
間が適切である

ベルト、チェーン、ワイヤに磨耗がなく、
張り、取付状態が良好である

エンジンの取付状態が良好である

エンジンストッパーの取付状態が良好
である

駆動軸の変形がない

防振ゴムの変形がない

ハンガーレールの磨耗及び取付状態
が良好である

手動開閉の動作が良好で、異音がな
い

エンジンケース蓋の取付状態が良好で
ある

エンジンケース防水材の取付状態が
良好である

従道プーリの取付状態が良好である

吊戸車、ドア・スクロール、ハンガーレー
ルの汚れ、磨耗及び損傷がない

踊り止の隙間が適正である

アームと駆動部の磨耗及び取付状態
が良好である

吊戸車及びストッパーの取付状態が
良好である

ドアと枠の隙間が適正である

ドア開閉時の床面との隙間が適切で
ある

ドアストッパーの締結及び各ピボットの
締結状態が良好である

無目点検カバーの取付状態が良好で
ある

施設名

点検者 点検日

付属品検出方法（内・外）

懸架部

動力部作
動部



損傷内容等
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

点検項目 判断基準
点検箇所

開閉速度及び開放タイマーの時間が
適正である

ドア位置検出スイッチの作動が良好で
ある

クッション作用の状態が良好である

制御装置の取付状態が良好である

電源スイッチの作動が良好である

センサー検出面の汚れがない

センサー、補助センサーの取付及び作
動が良好である

マットスイッチに変形及び亀裂がない

タッチスイッチ及び併用センサーの作動
が良好である

通常開閉動作及び反転動作が良好
である

マットスイッチ排水口に詰まりがない

電線の支持、接続状態が良好で、被
服の亀裂がない

記事

制御装置

センサー部

電気回路



 

別紙 ４-３ 

札幌市はちけん地区センター指定管理者ボイラ保全業務仕様書 

 

1 業務仕様 

   本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共

通仕様書（最新版）によるものとする。 

2 業務内容 

（1） 本業務の対象設備は次のとおりとする。 

巴製 BH-816G2 型 1 基 

（2） ボイラを安全かつ良好な状態に保つための保守点検を行う。 

（3） 別紙「保守点検作業項目一覧」の点検項目に準じて行う。なお、報告書は指定管理者

が定める書式とする。 

（4） 保守点検回数は、１回/年とする。 

（5） 本業務に係る関係法令を遵守し、業務の適正な履行を図ること。 

3 実施計画書の作成 

  保守点検の実施にあたっては、実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせるとともに

結果を報告する。 

4 保守管理器材 

（1） 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

（2） 点検に必要なウエス等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 

5 現場管理 

（1） 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

（2） 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害ならびに間接的損害についてはその責を負わない。 

（3） 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 

（4） 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前に札幌市に連絡し指示を受けること。 

6 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

(1) 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

(2) 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両

面印刷とする。 

(3) 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

7 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物処理の及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 

8 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

9 その他 



 

（1） この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

（2） この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指定

管理者双方協議のうえこれを決定する。 



 

別紙 

真空温水機保守点検作業項目一覧 

真空温水機 

点検項目 点検及び整備内容 保守等の措置 

⑴ 基礎 

 

 

 

① 亀裂、沈下等異常の有無を点検する。 

② ボルトの緩み、腐食の有無を点検す

る。 

 

 

 

 

緩みがある場合は、増締め

する。 

 

⑵ 本体 

 ｱ 外観状況 

 

 

 

 ｲ 燃焼室及び

伝熱面 

 

 

 

 

 

 

 ｳ 熱交換器 

 

 

 

 

 

 ｴ 煙道及び煙

突  

 

 

① 汚れ及び燃焼ガス漏れ並びに焚口及

び掃除口付近の焼損の有無を点検す

る。 

 

① 清掃のうえ、過熱及び腐食等の劣化

並びに水漏れの有無を点検する。 

② 真空度が規定の許容範囲内であるこ

とを確認する。 

③ 燃焼ガス漏れの有無を点検する。 

④ 運転時にボイラー水位が規定の許容範

囲内にあることを確認する。 

 

① 接続部の水漏れの有無を点検する。 

② 汚れ及び詰まりの有無並びに流量の

適否を点検する。 

③ 逃し弁を分解清掃のうえ腐食、損傷

等の劣化の有無を点検する。 

 

① 割れ、腐食等の劣化並びに雨水の浸

入の有無を点検する。 

② 排ガスの漏れの有無を点検する。 

③ 耐火レンガ及びキャスタブルの損

傷、脱落及び煤の堆積の有無を点検す

る。 

 

 

汚れがある場合又は焼損

が軽微の場合は補修する。 

 

 

漏れが軽微な場合は補修

する。 

 

 

 

 

 

 

 

汚れ又は詰まりがある場

合は清掃する。 

 

 

 

 

 

漏れが軽微の場合は補修

する。 

堆積がある場合は除去す

る。 

 

 

 



 

⑶ 付属品 

 ｱ 抽気装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｲ 制御安全装

置  

 

 

 

 

 

 

 

① 作動の良否を点検する。 

② 抽気ポンプのグランドパッキンの損

傷等の劣化の有無を点検する。 

③ 弁の損傷等の劣化及び詰まりの有無

を点検する。 

④ 配管接続部の緩み及び水漏れの有無

を点検する。 

⑤ 抽気ブローの良否を点検する。 

 

① 温度調節器の作動の良否を点検する。 

② 溶解栓及び温度ヒューズの異常の有

無を点検する。 

③ 抽気及び安全スイッチの作動の良否

を点検する。 

 

④ 低水位スイッチの作動の良否を点検

する。 

 

 

 

作動不良の場合は調整す

る。 

 

詰まりがある場合は清掃

する。 

緩みがある場合は、増締め

又は補修する。 

 

 

作動不良の場合は調整す

る。 

 

作動不良の場合は調整す

る。 

 



 

⑷ 燃焼装置等 

 ｱ バーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｲ 電極棒 

 

 

 

 ｳ ストレーナ 

 

 ｴ 電磁弁及び

油圧計 

 

 ｵ 火炎検出器 

 

    

 

 ｶ 燃料遮断弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 炎口部に付着した煤、カーボン、未燃

分等の汚れを清掃する。 

② 点火及び消火の良否を点検する。 

 

③ 炎の色及び形状並びに燃焼音等の燃

焼状態の良否を点検する。 

④ ノズル、ディフューザ、バーナータイ

ル等の焼損、変形、割れ等の劣化の有無

を点検する。 

 

 電極棒の異物の付着及び腐食の有無を

点検する。 

 

 

漏れの有無を点検する。 

 

 作動の良否を点検する。 

 

 

 煤及び油滴の付着、焼損並びに保護ガ

ラスの亀裂の有無を点検する。 

 

 

① バーナーの燃料停止時に、油燃料遮

断弁にあってはバーナーノズルからの

油の滴下量を、ガス燃料遮断弁にあっ

ては｢ガスボイラー燃焼設備の安全技

術指標｣に定められた方法により漏れ

の量を点検する。 

 

② 弁及び配管との接続部の漏れの有無

を点検する。 

 

 

 

 

点火又は消火不良の場合

は調整する。 

燃焼不良の場合は調整す

る。 

 

劣化が軽微の場合は補修

する。 

 

異物の付着及び腐食が著

しい場合は、洗浄又は交換

する。 

 

 

 

作動不良の場合は清掃又

は調整する。 

 

付着がある場合は清掃す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏れがある場合はボルト

を増締め、ガスケットを交

換又はシール材を巻き直

しする。 



 

⑸ 操作盤 

 

 

 

 

 

① 盤内機器の取付けの良否並びに過熱

及び異臭の有無を点検する。 

② 端子の変色、破損及び緩みの有無を

点検する。 

③ 温水発生機運転時の盤内部の温度及

び結露水の有無を点検する。 

④ 表示灯の点灯及び警報器の発鳴の良

否を点検する。 

 

取付け不良の場合は調整

する。 

緩みのある場合は増締め

する。 

 

 

点灯不良の場合は、球を交

換する。 

 

 

 

 



 

別紙 ４-４ 

札幌市はちけん地区センター指定管理者消防設備保全業務仕様書 

 

1 業務仕様 

   本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共

通仕様書（最新版）によるものとする。 

2 業務内容 

（1） 消防用設備及び関連設備の安全かつ良好な状態に保つための保守点検を行う。 

（2） 本業務の履行にあたっては、「消防法」「建築基準法」「電気事業法」その他関係法令を

遵守するものとする。 

（3） 点検整備は、平成 16年５月 31 日付消防庁告示第 9号「消防法施行規則の規定に基づき

消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類及び点検内容に応じて行う点検の期間、点検

の方法ならびに点検の結果についての報告書の様式を定める件」、昭和 50年 10 月 16 日

付消防庁告示第 14 号「消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に

添付する点検表の様式を定める件」によるほか、平成 14 年６月 11 日付消防予第 172 号

「消防用設備等の点検要領の全部改正について」、平成 14 年６月 11 日付消防予第 173

号「消防用設備等の点検に係る運用について」によるほか、最新の改正に従うこと。 

（4） 本業務の対象機器及び装置等の詳細は別紙 1による。 

（5） 点検は法令で定めるところにより適正に行い、必要に応じ保守その他の措置を講じるも

のとする。 

（6） 消火器の外観点検は、毎回全数行うものとし、機能点検及び放出試験については、消防

法に基づき対象となる本数を行う。放出試験後の消火器充填も業務の範囲とする。（50

型以上の大型消火器の放出試験は対象外とする。） 

（7） 点検時期は消防法に基づき年２回とする。 

（8） 関係消防機関等、報告義務の有るものは、指定管理者負担にて代行するものとする。 

（9） 報告書には、各機器の仕様及び数量を明記すること。消火器、消火栓ホース、連結送水

管等にあっては、容量等機器仕様、製造年月日、更新時期、機能・抜取り放出試験時期、

耐圧試験時期等の周期がわかる機器ロット表を作成すること。 

3 実施計画書の作成 

  保守点検の実施にあたっては、実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせるとともに

結果を報告する。 

4 保守管理器材 

（1） 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

（2） 点検に必要なウエス等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 

5 現場管理 

（1） 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

（2） 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害ならびに間接的損害についてはその責を負わない。 

（3） 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 

（4） 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前に札幌市に連絡し指示を受けること。 



 

6 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

(1) 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

(2) 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両

面印刷とする。 

(3) 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

7 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 

8 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

9 その他 

（1） この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

（2） この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指定

管理者双方協議のうえこれを決定する。 

 

 

 



別紙1

はちけん

地区センター

(消火器）　 　

小型消火器　　　 本 9

 

(自動火災報知設備）　 　

受信機　Ｐ－1　 １９回線以下 面 1

副受信機　　　　１９回線以下 面

差動式スポット感知器　　　　５０個以下 個 31

差動式スポット感知器　　　　５１～１００個 個

定温式スポット感知器　　　　５０個以下 個 8

煙感知器　　　　　　　　　　　５０個以下 個 15

発信機 個 4

音響装置　　　電鈴（ベル） 個 4

表示灯 個 4

常用，予備電源 式 1

　

(非常警報設備）　 　

増幅器操作部　　音声無　　１０回線以下 台

増幅器操作部　　音声付　　５回線以下 台

増幅器操作部　　音声付　　１０回線以下 台 1

スピーカー　　　　　　５０個以下 個 37

遠隔操作器 個

起動用押しボタン 組

常用，非常電源 式 1

　

(避難設備）　

誘導灯　　　　　　５０個以下 灯 18

誘導標識 枚 1

緩降機 組

梯子　　　ロープ又は金属 組

　　　

(ガス漏れ警報設備）　

受信機　　　　　　　　　　　１９回線以下　 面 1

検知器　　警報付　　　　５０個以下 個 2

常用，予備電源 式 1

消防用設備保全業務　　「数量表」

　項　　　　　　　　　　　目 単 位



 

別紙 ４-５ 

札幌市はちけん地区センター指定管理者自家用電気工作物保安管理業務仕様書 

 

1 業務仕様 

   本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共

通仕様書（最新版）」によるものとする。 

2 業務内容 

（1） 電気工作物の安全かつ良好な状態に保つための保安管理業務を行う。 

（2） 本業務の履行にあたっては、「電気事業法」「建築基準法」「消防法」その他関係法令を

遵守するものとする。 

（3） 本業務の対象設備は次のとおりとする。 

設備容量：125kVA 

 

（4） 点検は「保安規定」に定めるところにより適正に行い、必要に応じ保守その他の措置を

講じるものとする。詳細は別紙 1による。 

（5） 月次点検：主として運転中の施設の点検及び測定試験を毎月行うものとする。 

年次点検：主として施設の運転を停止して点検及び試験を年 1回行うものとする。 

臨時点検等：異常の発生又は発生する恐れのある場合は、必要に応じて、その原因調査

のため特別な点検などを行うものとする。 

（6） 点検後は、速やかに実施報告書を作成し札幌市に報告を行うこと。 

（7） 当該施設の電気工作物について、維持管理上必要な単線結線図等の書類を作成し、現地

に保管及び常時携帯すること。 

（8） 電気工作物について、改築・改修等の工事が発生した場合、札幌市の要請により必要な

点検、試験を行うこと。 

（9） 電気工作物の工事、維持及び運用に従事する職員に対して、保安の徹底を図るための保

安教育ならびに電気事故等の応急措置について必要に応じて実施指導訓練を行うもの

とする。 

（10） 電気事業法第 107 号に規定する所管官庁等の立入検査の立会いを行うこと。 

（11） 指定管理者は契約締結後、速やかに保安管理業務外部委託申請書ならびに保安規定届出

書を作成し、申請の代行を行うこと。 

（12） 改築・増築・休廃止・各種改修工事等での新規・変更申請、受電点変更や切替に伴う関

係機関との調整や申請届出業務を行うこと。 

3 実施計画書の作成 

   保安管理業務の実施にあたっては、実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせると

ともに結果を報告する。 

4 賠償責任保険等への加入 

（1） 指定管理者は、故意又は過失によって、札幌市および第三者に与える損害に対する賠償

責任保険（請負業者賠償、生産物賠償）に加入し、その写しを札幌市に提出すること。 

（2） 指定管理者は、受電設備保障保険（自然災害による損害を補償するもの）に加入し、そ

の写しを札幌市に提出すること。 

5 緊急時体制 



 

電気事故、緊急時の連絡体制および出動体制を確立していること。 

6 資格要件 

（1） 第三種電気主任技術者又は同等以上の資格 

（2） 自家用発電設備専門技術者（自家発設置施設） 

7 保守管理器材 

（1） 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

（2） 点検に必要なウエス等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 

8 現場管理 

（1） 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

（2） 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害ならびに間接的損害についてはその責を負わない。 

（3） 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 

（4） 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前に札幌市に連絡し指示を受けること。 

9 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

(1) 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

(2) 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両

面印刷とする。 

(3) 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

10 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 

11 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

12 その他 

（1） この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

（2） この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指定

管理者双方協議のうえこれを決定する。 

 

 





 

別紙 ４-６ 

札幌市はちけん地区センター指定管理者舞台装置保全業務仕様書 

 

1 業務仕様 

   本仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共

通仕様書（最新版）」によるものとする。 

2 業務内容 

（1） 舞台装置を安全かつ良好な状態で使用するために保守点検を行う。 

（2） 対象設備は別紙 1とする。 

（3） 各設備の主要点検事項は以下による。 

・ モーター、減速機の状態         ・ リミット取付、作動状態 

・ ブレーキ作動状態            ・ 吊物レベルの状態 

・ ワイヤー、クリップの締め付け状態    ・ 開閉装置の作動状態 

・ 滑車の取付、作動状態          ・ 各ボルトの締付状態 

・ ラック、スクリューの磨耗状態      ・ 手動、電動の作動状態 

・ ガイドシュー、ローラーの状態      ・ 制御盤の状態 

・ ウェート枠、レールの状態        ・ グリス、清掃の状態 

・ マニラロープ、ループロックの状態    ・ その他の器具の清掃、機能確認 

（4） 点検整備上必要な消耗品は下記５項保守管理器材（2）に定めるもののほか、制御盤内

のヒューズ・ランプその他これらに類するものとする。 

（5） 保守点検回数は、１回/年とする。 

（6） 本業務に係る関係法令を遵守し、業務の適正な履行を図ること。 

3 実施計画書の作成 

  保守点検の実施にあたっては、実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせるとともに

結果を報告する。 

4 保守管理器材 

（1） 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

（2） 点検に必要なウエス等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 

5 現場管理 

（1） 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

（2） 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害ならびに間接的損害についてはその責を負わない。 

（3） 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 

（4） 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前にに札幌市に連絡し指示を受けること。 

  

6 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

(1) 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

(2) 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両



 

面印刷とする。 

(3) 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

7 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 

8 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

9 その他 

（1） この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

（2） この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指定

管理者双方協議のうえこれを決定する。 

 



舞台装置保全業務設備内訳表 （別紙1）

はちけん地区センター
仕 様 数量 単位

1 一文字幕 手動昇降　ウィンチ巻取式　300Kg  1 式

2 袖幕 一文字幕に共吊  1 式

3 引割幕 手動昇降　ウィンチ巻取式　300Kg　電動開閉  1 式

4 バトン 手動昇降　ウィンチ巻取式　300Kg  1 式

5 見切幕 手動昇降　ウィンチ巻取式　300Kg  1 式

6 バック幕 手動昇降　ウィンチ巻取式　300Kg  1 式

名 称



 

別紙 ４-７  

札幌市はちけん地区センター指定管理者空調機器（エアコン）点検業務仕様書 

 
1 業務内容 

(1)  「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」で定める第１種特定製品

（ただしガスヒートポンプ式エアコンを除く）の点検を行う。 
(2)   対象機器は別紙１「機器一覧表」による。 
(3)   対象機器については、屋外機及び同一系統すべての屋内機について簡易点検を実施す

る。報告は別紙２「第一種特定製品の簡易点検記録簿」で行う。点検周期は３か月に１回

以上とする。 
(4)  対象機器のうち、圧縮機定格出力 7.5ｋW 以上の機器について、有資格者による定期点

検を行う。点検周期は３年に１回とする。 
点検方法は①目視確認等、②間接法(・機器の運転状況などの記録からの判断等)、③直接

法(・発泡液で確認・蛍光剤で確認等)とし、①と②もしくは③の組み合わせによる。報告

書は指定管理者の定める書式とする。 
(5)  点検により異常等を発見した場合は、速やかに修理・調整又は部品の取り換えを行うも

のとする。 
2 実施計画書の作成 

  点検の実施に当たっては実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせるとともに結果

を報告する。 
3 保守管理器材 

（1） 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

（2） 点検に必要なウエス等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 
4 現場管理 

（1） 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

（2） 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害並びに間接的損害については、その責を負わない。 
（3） 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 
（4） 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前に札幌市に連絡し指示を受けること。 

 
5 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

(1) 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 
(2) 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両

面印刷とする。 
(3) 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

6 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 



 

7 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

8 その他 

（1） この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

（2） この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指定

管理者双方協議のうえこれを決定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別紙１

施設名称 設置場所

製品区分
1:エアコンディショナー
2:冷凍機器及び冷蔵

機器

使用機器分類
製造業者
（製造メー
カー）

設置
年月日

型式
（型番号）

製造番号

圧縮機
電動機
定格出
力（kW）

冷媒種類
（冷媒番
号）

冷媒封入量
（初期充填
量）
(kg)

はちけん地区センター 屋上 1:エアコンディショナー
店舗用パッ
ケージエアコン

ダイキン工
業㈱

H18.1
RSXYP
160P

A000612 3.3 R410A 5.9

はちけん地区センター 屋上 1:エアコンディショナー
店舗用パッ
ケージエアコン

ダイキン工
業㈱

H18.1
RSXYP
280P

A007473 1.6 R410A 8.6

はちけん地区センター 屋上 1:エアコンディショナー
店舗用パッ
ケージエアコン

ダイキン工
業㈱

H18.1
RZYP
80HT

A005392 1.7 R410A 2.8

はちけん地区センター 屋上 1:エアコンディショナー
店舗用パッ
ケージエアコン

ダイキン工
業㈱

H18.1
RZYP
80HT

A011934 1.7 R410A 2.8

はちけん地区センター 屋上 1:エアコンディショナー
店舗用パッ
ケージエアコン

ダイキン工
業㈱

H18.1
RZYP
50HAT

0001853 1.1 R410A 1.2

対象機器



フロン排出抑制法に伴う　　第一種特定製品の簡易点検記録簿（機器ごとに記録）

年 月 日 （　　） 　 年 月 日 （　　） 　 年 月 日 （　　） 　 年 月 日 （　　）

・異常な運転音（異音）

・異常な振動

・外観の損傷（キズ）

・外観の腐食や錆

・外観の油にじみ

・熱交換器の霜付き

・冷温風の吹出し量の異常

　 年 月 日 （　　） 　 年 月 日 （　　） 　 年 月 日 （　　） 　 年 月 日 （　　）

年度 点 検 者

年

機器メーカ 定格出力 ｋＷ

施設名称 設置場所  

機器名称 業務用空調機器(エアコン） 設置年月日 経過年数

点検実施日

点検実施者

ｋｇ

１回目 ２回目 ３回目 ４回目

型番 フロンの種類 CFC/HCFC/HFC 充塡量

点
検
内
容

室外機

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

室内機

・吹出し口からの異音

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

・冷媒漏洩の有無
　(配管接続部）

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

・異常な振動 有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

・冷温風の温度の異常 有　・　無 有　・　無 有　・　無 有　・　無

対応完了年月日

異常の状況

異常有の場合の対応



 

別紙 ４-８ 

札幌市はちけん地区センター指定管理者建築基準法定期点検業務仕様書 

 

1 業務仕様 

   本仕様書に記載されていない事項は、特殊建築物等定期調査業務基準最新版（財団法人 日

本建築防災協会）及び建築設備定期検査業務基準書最新版（財団法人 日本建築設備・昇降機

センター）を参考とすること。 

2 業務内容 

本業務は建築基準法第 12 条第 2項及び第 4項に基づき実施する点検業務である。 

⑴ 本業務の対象は指定管理者が管理する施設とする。（昇降機は除く） 

⑵ 定期点検は建築基準法の定めるところにより有資格者が行うこと。 

⑶ 定期点検の実施回数（年度）は以下とする。 

建築点検：令和７年度の１回実施  

設備点検：毎年度実施 

防火設備：毎年度実施 

⑷ 定期点検後は、法令等で定める様式により定期点検報告書を作成すること。 

⑸ 定期点検報告書作成後、速やかに札幌市に報告すること。 

3 実施計画書の作成 

定期点検の実施にあたっては、実施計画書を作成し、事前に札幌市と打ち合わせるととも

に結果を報告する。 

4 保守管理器材 

⑴ 業務に必要な機器、工具、備品はすべて指定管理者の負担とする。 

⑵ 点検に必要なウエス等の消耗品はすべて指定管理者の負担とする。 

5 現場管理 

⑴ 指定管理者は、関係法令に従って事故防止に努めるとともに、公害、災害発生の恐れが

ある場合は、札幌市と協議し適切な処置をとること。 

⑵ 指定管理者は、天災事変、不可抗力、その他指定管理者の責に帰さない事由によって生

じた損害ならびに間接的損害についてはその責を負わない。 

⑶ 作業従事者には、身分証明書を携行し名札をつけること。 

⑷ 事故等により施設の修理が必要な場合は、事前に札幌市に連絡し指示を受けること。 

 

6 環境負荷の低減に関する事項 

  本業務の履行においては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に努め

ること。 

⑴ 電気・水道等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

⑵ 成果品に紙を使用する場合、再生紙を使用し、複数ページにわたる場合、原則として両

面印刷とする。 

⑶ 本業務において使用する商品・材料等は極力環境に配慮したものを使用すること。 

7 産業廃棄物の運搬・処理 

  産業廃棄物の運搬処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関係法令を

遵守し、マニフェストにより処理すること。 



 

8 危険予防 

  酸欠等の危険を伴う場所において作業を行う場合は、関係法令を遵守し作業の安全確認を

行うとともに、札幌市に報告すること。 

9 その他 

⑴ この仕様書に定めのない事項については、札幌市の指示に従うこと。 

⑵ この仕様書について疑義が生じた時または、この仕様によりがたい時は、札幌市、指

定管理者双方協議のうえこれを決定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



札幌市はちけん地区センター指定管理者建築基準法定期点検 

報告書作成要領 

 

 

１ 目的 

市有施設において、建築基準法第12条第2項及び第4項に基づく点検を行い（昇

降機は除く）、その報告書を作成する。 

 

２ 報告書の様式 

札幌市公式ホ－ムページからダウンロードし使用すること。 

https://www.city.sapporo.jp/toshi/k-shido/bosai/ 

 

３ 成果物 

成果物として、２で作成する書類を電子データ（ＣＤ－Ｒ）にまとめ、施設に

保管すること。 

作成する電子データは、必ず電子媒体に複写後にウイルスチェックをし、その

旨表記した物を保管すること。 

 

  

  

― 以上 ―  

 



 

別紙 ５ 

外構緑地管理業務仕様書 

 

１ 業務内容 

  下表及び別図に基づき、地区センターの外構緑地の管理業務を行うこと。 

  なお、それぞれの業務の実施の際に発生する使用材料の端材、切枝等の廃棄物は、法令等

に基づき適切に処理すること。 

 

区 分 対 象 樹 木 等 規 格 数 量 

業 務 内 容 

薬

剤

散

布 

施 

 

 

肥 

剪 

 

 

定 

除 

 

 

草 

冬

囲

い 

 

高 木 

 

イロハモミジ H 6.0ｍ 1 本 ○ ○ ○ ○  

カエデ H 4.0ｍ 6 本 ○ ○ ○ ○  

ヤマボウシ H 4.0ｍ 7 本 ○ ○ ○ ○  

低 木 ムラサキツツジ H 0.3ｍ 94 株 ○ ○ ○ ○ ○ 

地被類 
クローバー、シロツメクサ 吹付   124 ㎡    ○  

ツタ類 H 1.1ｍ 54ｍ    ○  

 

 ⑴ 薬剤散布 

   年２回実施すること（６月、９月）。 

 ⑵ 施 肥 

   年１回行うこと（10 月）。 

 ⑶ 剪 定 

   年１回行うこと（８月）。 

 ⑷ 除 草 

   随時行うこと。 

 ⑸ 冬囲い 

  ア 取付け（縄２回巻き上げ）は、11 月末日までに行うこと。 

イ 取外しは、４月末日までに行うこと。 

２ 作業時間 

  作業を実施する時間は特に定めないが、地区センター利用者等の利用の妨げにならないよ

う十分配慮して行うこと。 

３ 安全の確保 

  業務の実施にあたっては、関係法令に従って安全の確保を図り、従事者、歩行者及び車両

等への事故防止に十分注意すること。 

  なお、万一、事故が発生した場合の一切の責任は、指定管理者が負うものとする。 

４ その他 

 ⑴ 前記１の業務を確実に実施することはもちろん、落ち葉やゴミ等が、近隣に飛散しない

よう、また敷地内の側溝、排水枡等に詰まらないようにする等、日常においても当該外構



 

緑地が適切な状態に保たれているよう管理すること。 

 ⑵ 業務の実施にあたっては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に

努めること。 

 ⑶ 薬剤を用いる場合には、人体、生態系及び施設・設備機器類に影響の無い方法によるこ

と。 

⑷ 本書に定めのない事項については、札幌市と協議のうえ決定する。 

  





 

別紙 ６ 

除排雪業務仕様書 

 

１ 除雪の範囲 

  別図のとおり（約 800 ㎡） 

２ 業務内容 

  業務の内容は、次のとおりとする。 

なお、業務の実施にあたっては、施設の利用者等の駐車や歩行に支障がないよう十分注意

して行うこと。 

 ⑴ 除雪作業 

駐車場部分は、原則として降雪量が 10 ㎝以上の場合に重機等により行い、札幌市があ

らかじめ指定した箇所に一時的に集積しておくこと。 

なお、玄関前及び施設周りの通路部分等は、降雪の都度行うこと。 

 ⑵ 排雪作業 

前記⑴により一時的に集積した雪が、その許容量の限界に達したと判断した場合は、ダ

ンプトラック等により札幌市の指定した最寄りの雪捨場に運搬し排雪すること。 

３ 作業時間 

 ⑴ 駐車場部分の除雪作業は、早朝から午前８時 30 分までの間に行うこと。ただし、降雪量

が多いときは終了時間を延長することができる。 

 ⑵ 駐車場部分以外の除雪作業は、原則として午前８時から午後５時までの間に行うこと。 

 ⑶ 排雪作業は、原則として前記⑴に準じる時間に行うものとする。 

４ 安全の確保 

 ⑴ 業務の実施にあたっては、関係法令に従って安全の確保を図り、従事者、歩行者及び車

両等への事故防止に十分注意すること。 

⑵ 機械力による作業の場合は、施設の利用者等及び従事者の安全を確保するため、１名の

作業責任者を選任し、業務の監督にあたらせること。 

 ⑶ 万一、事故が発生した場合の一切の責任は、指定管理者が負うものとする。 

５ その他 

 ⑴ 業務の実施にあたっては、札幌市環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷の低減に

努めること。 

 ⑵ 本書に定めのない事項については、札幌市と協議のうえ決定する。 

 

 

 

 





別紙 ７ 

 

はちけん地区センター図書室業務仕様書 

 

 

本書は、はちけん地区センターの指定管理者が行う図書室業務の内容及び履行方法について

定める。 

 

１ 関連法令 

  図書室業務の遂行にあたっては、次の法令等の規定を遵守すること。 

(1) 図書館法 

(2) 図書館法施行令 

(3) 図書館法施行規則 

(4) 札幌市図書館条例 

(5) 札幌市図書館条例施行規則 

(6) 札幌市個人情報保護条例 

(7) 札幌市個人情報保護条例施行規則 

(8) 著作権法 

(9) その他本市が必要と認めるもの 

 

２ 管理の基準 

(1) 開室日及び休室日 

図書室は、次に掲げる休室日を除き開室すること。 

ア 月曜日 

イ 国民の祝日並びにその前日及び翌日が国民の祝日である日 

ウ 年末年始（12 月 29 日～1月 3日） 

エ 図書整理日（毎月第４金曜日とし、祝日と重なるときは別に定める。） 

オ 蔵書一斉点検期間（札幌市中央図書館（以下、「中央図書館」）が毎年 1 回７日以内

において定める期間とする。） 

上記の他、施設改修等により臨時休室を設ける場合、利用者ニーズを踏まえ臨時的に開

室する場合は、区または指定管理者が事前に中央図書館へ臨時休室及び開室についての実

施案を文書で通知し、協議の上これを行うこと。また、中央図書館から臨時休室及び臨時

開室を要請する場合も同様に、事前協議の上これを行うこと。 

(2) 開室時間 

午前 9時 00 分～午後 5時 00 分 

(3) 従事者の配置 

ア 常時業務に支障のない人員を確保することとし、効率的かつ円滑に業務を遂行でき

るよう従事者を配置すること。また、従事者の配置にあたっては、司書資格や図書業

務経験、業務遂行能力、及び接遇能力等の適性に配慮すること。 

イ 従事者のうち、有資格者（司書及び司書補）を 1名以上配置することとし、2名以上 

の配置に努めること。 

ウ 開室時間中はカウンター内を従事者不在にしないこと。 



エ 従事者には名札を着用させること。 

３ 業務内容 

  図書室業務の遂行にあたっては、「札幌市図書館資料館内利用及び館外貸出事務取扱要綱」

及びその他各種マニュアル等に基づき適正に実施すること。 

(1) 図書室運営業務 

ア 利用登録、資料の貸出、返却、予約に関すること 

イ 資料の弁償、督促に関すること 

ウ 資料（寄贈資料含む）の受入、所蔵、除籍に関すること 

エ リクエスト（相互貸借、蔵書リクエスト）に関すること 

オ レファレンス・サービスに関すること（利用案内を含む） 

(2) 図書整理業務 

ア 日常的な書架整理の実施に努めること。 

イ 図書整理日に、室内の全体的な書架整理や蔵書の修理等の業務を行うこと。 

ウ 毎年 1回、中央図書館において定める期間に蔵書一斉点検業務を行うこと。 

(3) 選定関連業務 

  ア 図書 

中央図書館において資料選定、及び購入を行う。指定管理者においては、自館の利用

状況を踏まえ、選定に必要な情報提供等の協力を行うこと。 

  イ 新聞、雑誌 

指定管理者において、指定管理費の中から各年度新聞 2紙、雑誌 8誌以上を選定し、

購入すること。なお、購入した新聞、雑誌については、中央図書館に帰属する。また、

購入にあたっては中央図書館へ年度ごとに新聞雑誌収集意向調書を提出し、承認を受け

ること。 

ウ その他 

指定管理者において、資料を購入し、図書室内に配架する場合は、事前に中央図書

館へ購入予定リストを提出し、承認を受けること。なお、購入した資料については、

中央図書館に帰属する。 

(4) 利用促進業務 

ア 行事・展示等の企画・実施 

中央図書館が策定する各種計画等の主旨を踏まえながら、独自のアイディアを活か

し、各年齢層に応じた読書活動推進を図るよう積極的な企画・実施に努めること。 

イ 広報業務 

  ホームページ、配布物の作成等により、図書室の活動について広報に努めること。 

ウ 図書館主催事業への支援・協力 

エ 読み聞かせ団体等への支援・協力 

オ 小中学校等の体験学習等の支援・協力 

(5) 要望、苦情等への対応 

ア 利用者から要望、苦情等が寄せられた場合は自館において責任をもって対応し、丁 

寧な応対を心掛けること。 

イ 自館で判断できない事柄について、区または中央図書館へ相談の上、その指示に従

うこと。 

ウ 要望、苦情等への対応について、区または中央図書館に報告すること。 



(6) その他の業務 

 ア 開室・閉室に関すること 

   開室時間前に必要な準備を済ませ、開室時間から利用可能な状態にすること。また、 

閉室時は利用者の退室を確認してから機器の停止等の作業を行うこと。 

 イ 図書室内の秩序維持、衛生管理に関すること 

   利用者が快適に利用できる環境整備を心掛け、室内を清潔に保つこと。 

ウ 連絡調整に関すること 

  各図書施設との間において業務上必要な連絡調整を適切に行うこと。また、中央図 

書館が主催する会議等への出席に配慮すること。 

合わせて、業務上必要な情報については従事者間での情報共有を行うこと。 

４ 研修 

(1) 業務を適正かつ円滑に行うため、指定管理業務開始前に中央図書館の指示により従事者

に次の研修を受講させること。ただし、従事者に本市図書施設における勤務経験があり、

業務内容や札幌市図書館システムの操作方法等を習熟している場合は不要とする。 

ア 札幌市図書館業務に関する研修 

イ 札幌市図書館システムに関する研修 

(2) 札幌市図書館システムが改修・更新される場合は、中央図書館の指示により従事者に研

修を受講させること。 

(3) 外部の図書館関連機関・団体が主催する研修に参加させる等、常に従事者の資質の向上 

に努めること。 

(4) 研修に関する一切の費用は指定管理者において負担すること。 

 

５ 物品の維持管理 

(1) 中央図書館より貸与・供給された備品や消耗品等の物品管理を適正に行うこと。 

ア 貸与された備品類に滅失・毀損等が発生した場合は速やかに報告することとし、中

央図書館の要請があった場合は書面にて報告を行うこと。なお、指定管理者の責に帰

する原因による滅失・毀損等が発生した場合は、自己の責任において原状回復するこ

と。 

イ 供給を受ける消耗品の在庫管理を適正に行い、中央図書館の要請があった場合は使

用状況及び在庫状況を報告すること。 

ウ 指定管理者において備品を購入する場合は、事前に中央図書館と協議し了承を得る

こと。 

エ 指定管理業務終了の際は、指定管理者において現状復帰させること。 

(2) 中央図書館が指定管理者に貸与・供給する物品 

ア 札幌市図書館システム端末機器類（保守管理を含む） 

区分 対象物品 

備品 

図書館システム専用端末（マウス等の周辺機器を含む）、プリンタ 

レシートプリンタ、ICカードリーダー、スキャナー 

蔵書一斉点検用機材（実施期間中のみ貸与） 

消耗品等 
IC カード、貸出券、プリンタ用トナーカートリッジ、レシートロール、

図書・雑誌登録用バーコード 

イ その他図書室業務用品（別紙のとおり） 



ウ 上記に定める他、図書室業務の遂行上必要と認められる場合に限り備品の購入、及び 

修繕等を行う。 

 

６ 札幌市図書館システムの運用 

(1) 図書館システムの運用にあたっては、以下の事項を遵守すること。 

ア 図書室業務以外の目的で使用しないこと。 

イ 従事者個人の利益のために使用しないこと。 

ウ 他のネットワーク機器と接続しないこと。 

エ 従事者の個人用端末機器類を、業務に使用しないこと。 

オ システム上の情報の全部または一部について、許可なく複写・複製しないこと。 

  その他、札幌市情報セキュリティポリシーの規定に準じて、適正な運用を行うこと。 

(2) システム端末等の設置レイアウトを変更する場合は、事前に中央図書館と協議の上、これ

を行うこと 

(3) 配布された IC カード及びパスワードは適正に管理すること。 

(4) 採用・退職等により IC カードを使用する職員に変更が生じる場合。事前に中央図書館へ

連絡すること。 

(5) 図書館システムに障害が発生した場合は速やかに中央図書館へ報告し、その指示に従うこ

と。 

 

７ 各種報告 

(1) 業務日誌 

別に定める業務日誌に必要事項を記載の上保管し、区または中央図書館の要請があった場

合は速やかに 

これを提出すること。 

(2) 月間業務報告書 

別に定める月間業務報告書（利用統計、実施行事等）に必要事項を記載の上、各月の状 

況について翌月初めに中央図書館へ提出すること。 

(3) 事故等処理報告書 

図書室内で業務上の事故等があった場合は、速やかに区または中央図書館に事故等処理報

告書を提出すること。 

(4) その他の報告 

ア 業務について区または中央図書館が調査・報告等を求めた場合は速やかにこれに応じ、

必要な報告書等を提出すること。 

イ 図書室業務上の問題が生じた場合は、速やかに中央図書館と協議を行うこと。 

ウ 指定管理業務開始に際し、従事者の名簿を中央図書館に提出すること。また、指定管

理期間の中途で従事者に変更がある場合は事前に本市に連絡すること。 

 

 



（別紙）その他図書室業務用品

区分 品名

ブックカバー類（ブッカー、ブッカーテープ、ページヘルパー）

寒冷紗テープ

ラベルキーパー

ブッカー定規、ブッカー用はさみ

雑誌カバー

館内閲覧用シール

背ラベル

タックタイトル

各種ゴム印（所蔵印・再利用印・受領印）

不滅インク

ビニールのり、へら

ラベルはがし

ブックエンド

展示用イーゼル

発泡スチロール（書架整理用）

CDケース

各種ハガキ（予約連絡、寄贈礼状）

個人貸出登録申込書　　※他の登録内容変更、更新手続等においてもこれを代用

日限票

貸出券用ネームシール

児童用提げひも

紙芝居貸出用ケース

輪ゴム

段ボール箱（寄贈・廃棄・再利用図書回送用）

　上記の他、図書業務の遂行上必要と判断される物品の購入については、本市において提供の要否を判断
する。また、使用にあたっては節約を心掛けること。
　

図書装備用品

図書修理用品

図書整理用品

運営業務用品

資料回送用品



（別紙）その他図書カウンター業務用品

区分 品名

各種ハガキ（予約連絡、寄贈礼状）

個人貸出登録申込書　　※他の登録内容変更、更新手続等においてもこれを代用

日限票

貸出券用ネームシール

児童用提げひも

輪ゴム

段ボール箱（寄贈・廃棄・再利用図書回送用）

　上記の他、図書業務の遂行上必要と判断される物品の購入については、本市において提供の要否を判断
する。また、使用にあたっては節約を心掛けること。
　

運営業務用品

資料回送用品
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様式３   

管理業務の計画書 

施設名 札幌市はちけん地区センター 

法人・団体名 特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

 
１ 利用の公平・公正の確保について 

 公の施設である当施設利用の公平・公正の確保に対する方針と、その取組項目（講座・貸

室・ロビー・掲示板など）について、具体的にご記入ください。 
Ⅰ．貸し室に於ける公平性 

―１．基本的には「使用承認取扱要領」の遵守で。 

公共のコミュニティ施設を運営するに当たって、利用希望者に対しその機会を均等に与え

る事は何よりも優先されるべき原則です。貸室の使用承認について札幌市は「区民センター

等使用承認取扱要領」をまとめていますが、これは、その原則を具体化したものと認識して

います。私達が平成 18 年４月以降、「はちけん地区センター」の管理・運営に当たって来た

経験を踏まえると「貸室」に関しては、この「使用承認取扱要領」を遵守して運用する事で、

基本的に利用者の公平性は確保出来ると考えています。 
 
①初めての利用者に対して⇒丁寧な説明。 

利用者には札幌市が定めた地区センターの利用申込方法が「公平・公正」を期す為と言 

う大原則の下で具体化されている点を丁寧に説明し、その観点から「集会室は２ヶ月前・ 
ホールは３ヶ月前（ホール半面は 1 ヵ月前・時間貸しは 5 日前）から予約を受け付ける」 
事に理解を求めます。 

②定期利用者に対しても⇒繰り返しの説明。 

定期利用の希望者には「利用団体登録」⇒「預かり制度」⇒「予約重複の場合は抽選」 
 という流れを的確に説明します。（この方式は利用者にとっては複雑で 1 回だけの説明 
で理解してもらうのは難しく、繰り返し行う必要があります） 

③不信感を持たせないように⇒「はちけん」の特殊性を踏まえた説明。 

「はちけん」は市内の他の地区センターに比べ、部屋数が少なく予約重 
複による抽選件数が多いという特殊性がある為、抽選については、希 
望者本人に来館し、くじを引く形を第一に勧め、本人が来られない場 
合に了承を得て地区センターが抽選を代行する方式を徹底、利用者の 
不信感を生まないように十分に配慮、抽選結果について速やかに連絡 
します。                    【写真：「はちけん」が用意している抽選箱】 

④不信感を持たせないように⇒「常連」「初心者」の区別なく対応。 

  定期的に利用するサークルや団体と、「初めて」あるいは「稀に」利用する方々の間に区

別をつけません。その点についても不信感を抱かれないようにスタッフ間で認識のずれ

を生じさせないよう心掛けて対応します。 
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Ⅱ．講座における公平性 

告知媒体の特性把握と柔軟対応、そして日頃からのニーズ把握。 

「講座」に関しても受講の機会均等を考える事が必要です。受講生の立場に立った場合に、

講座における不公平感は「受講したかったのに出来ない」「希望の講座を組んで貰えない」－

と言う辺りから生じると思われます。これに対応する為、以下の配慮をしながら企画や募集

を行います。 
 
①広報活動においては媒体の特性を念頭に。 

企画した講座や事業を地域への周知方法の強化策として「はちけん」では令和 3 年度

に HP のリニューアルを実施しました。リニューアルに当たっては専門業者に依頼してウェ

ブ・アクセスビリティにより沿った形になる事に重点を置き、その結果従来より格段に見易

い内容になっています。この新 HP で Web を日常的に活用している比較的若い世代の人達へ

の浸透は深まっていると思われますが、それ以外の人達に向けても以下の各種媒体を活用し

て情報の周知に努めます。 
 

●新たな市政情報提供システム「地デジ」や「アプリ」 
●「札幌市からのお知らせ・西区版」 
●地域のコミュニティ紙（ふりっぱー、地域の新聞販売店発行紙） 
●館内掲示のポスターやチラシ 
●地区センターニュース…館内掲示・町内会の回覧板 
※これら複数の媒体を利用する場合、それらの発行日、情報解禁日等にズレがあるた

め、このズレによって一部の利用者の情報入手のタイミングが遅れて不利益とならない

ように配慮する事が大切になります。その為に広報を行う 2 ヵ月前には企画を具体化さ

せて、スケジュールにゆとりを持たせて進めます。 
 

②講座・事業の企画はスタッフ全員で担当し、広い目配りを。 

 「はちけん」では運営をスタートさせて以来一環して講座や事業の企画は事務室・図 

書室・清掃・夜勤の職種に関係なくスタッフ全員が担当する形を採って来ました。この事で

より広い視野で地域の関心事の把握が可能となり、多彩な企画が実現出来ます。 

過去の企画の具体例をご覧下さい。 

  ・「家無しニャンコの里親探し」（保護猫譲渡会）―H28 年 9 月 

    …動物好きの事務スタッフが企画、参加した 14 匹の内 11 匹の縁組みが成立 

  ・「はちけんで本物の『第九』」―平成 29年 2月 

    …フルオーケストラと合唱団による本格演奏 スタッフ 1名も合唱に参加 

  ・「宮城県出身の北大生が教える『ずんだ餅』」―H30 年 10 月 

    …北大祭に出向いたスタッフが知り合った学生に講師を依頼 

  ・「破天荒 Nannte Cotta‼ カラヴァッジョ！」―R元年 9月 

    …「カラヴァッジョ展」に合わせ、館長の友人である造形作家に講師を依頼 
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③講師と受講生の間で柔軟な調整を。 

新型コロナの感染により、直近の 2 年間は満足に講座や事業を開催出来ませんでしたが、

過去においては受講希望者数が定員を遥かに越えるような講座もあり、そうしたケースでは

定員数を増やす事が可能か等を講師と相談して希望に応えるような柔軟な対応を取ったり、

また受講希望者が定員を大幅に上回る場合は、第二弾の企画を具体化する等して希望に応え

ます。28 年度に企画した「スープカレー講座」では、希望者が殺到して申込み開始当日で定

員となりましたが、翌 29 年度には第２弾・第３弾を企画。特に第３弾は平日と土曜日に同じ

内容で講座を開く工夫をしました。講師である地元人気店のオーナーとの入念なやりとりが

講座の内容を深め、受講者アンケートの分析が次なる企画に繋がる、と言う形で「講師」・「受

講者」・「担当スタッフ」がうまく機能している一例と言えるでしょう。 
他の講座でも、進化形の「Part2 企画」や参加できなかった希望者への「再企画」な 

ど、求められる事柄を的確にキャッチして企画に反映させていきます。      
 
④希望に応える為のアンテナを。 

年間ベースで講座を考える時点から内容を吟味し偏りが無いように配慮しますが、そ 
れ以前の段階として、常に「どんな講座が求められているのか？」を日頃から利用者や地域

の人との会話にアンテナを張るように心掛けます。そのアンテナを張るのがスタッフ全員で

ある事が「はちけん」の強みです。そして企画するスタッフ全員が色々な事に興味を持ち勉

強することの大切さも感じています。この 2 年間満足に企画が実施出来なかった事でスタッ

フの中に溜まっているエネルギーの爆発が期待出来ます。 
 

Ⅲ．施設活用事業における公平性 

―１．参加者と仲良くなって、丁寧に説明 

2 年近くも続く新型コロナの影響で施設活用事業の様相は大きく変わりました。コロナ蔓

延以前に実施していたのは「卓球」・「バドミントン」・「親子開放(親子限定と子ども開放)」、
「リフレッシュ運動教室」の 4 種目でしたが、内容を見直し今年度からは、これらに「おは

なし会」「アトリウム展示、更に小中学生や連町への施設提供等、今までは別の事業に分類し

ていた新たな内容も加えて実施しています。参加者に対しては①どんな実施種目があるのか

分からない②参加するつもりで来館したのに中止になっていた③参加はしたものの、混雑し

て楽しめない…などの不公平感や不満をできるだけ減らしていくために、以下の姿勢で取り

組んでいきます。 
 

①種目別に実施予定の周知を図る。 

種目と内容、それらの実施日が一目で分かるカレンダーを掲示板に貼りだし、同じ内容

のチラシを作って受付カウンター上に用意、更にホームページでも年間の予定表をアップ

します。コロナ禍の現在は回数を減らした限定的な形での実施にならざるを得ませんが、

状況に応じて対応の見直しを行います。従来この事業は長い間「無料開放事業」と呼ばれ

ていましたが、この事が地区センターと言う施設は無料で使える場所―との誤解を生じさ
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せた大きな要因となっていますので、「はちけん」では「施設活用事業」の呼び名を普及さ

せる意味でも「はちけん・施設活用事業カレンダー」として発信し、利用者に等しく情報

が伝わるようにします。 
②運動系の事業には今後も利用者カードを発行。 

 「卓球」「バドミントン」の 2 種目は参加者が非常に多くなり混乱しがちです。新規の参

加者が昔からの常連組に押し出された格好で「せっかく来たのにプレイ出来ない」という

不満も時折出されます。オープン当初からこの事が予想された為「はちけん」では自由開

放事業の参加者には独自の「利用者カード」を発行し、「名前までは分からないが、いつも

のメンバーが来て混雑してる」と言うような状態を作るので

はなく、その日の参加者名を把握するような形での運用を実

施しています。この事で参加者の名前と顔が一致、新規の初

心者にベテランを紹介しコーチをしながら一緒にプレーする

場をアレンジする等の運用が可能となり、クレームの減少に

も繋がっています。               【写真：「はちけん」が発行する利用者ｶｰﾄﾞ】 
  
Ⅳ．アトリウム利用における公平性 

 「はちけん」のアトリウム（ロビー）はバス停が目の前という立地条件もあり、貸室や図

書室を利用する以外にも朝から大勢の人が訪れますが、基本的にアトリウムは「札幌市区民

センター等ロビー使用基準」に則って管理を行い、利用に於ける公平性を確保します。 
 
①用途別にアトリウムを区分け 

待ち合わせや談話目的で来る人、ゲームをする場所として利用する子ども達、自習の為 
に訪れる若者達等、アトリウムに来る人の目的は様々です。そうした来館者同士が不満を持

たないように、自習用スペース、談話・打合せスペースの用途別に区分けを行う等、お互い

から不満が出ないような工夫をし、その工夫の根拠を掲示板等で明示して理解を求めつつ運

用して行きます。 
 

②他の利用者の様子を見ながら使う配慮の PR 

   新型コロナのまん延以降、放課後に「はちけん」に数多く姿を見せてスマホやカード

ゲームに興じていた小・中学生がめっきり減り館内は幾分静かになっています。しかし公共

施設は、その開館時間中に多世代が入り乱れる状況が日常的に発生する場所であり、それが

原因でトラブルが起こり得る施設です。スタッフはこの事を常に意識し、館内のマナーが身

についていない利用者に対して「公共施設の利用者は自分達だけではない」という事を話し

指導して行く事も必要との基本認識で仕事に当たりすます。 

 

Ⅴ．掲示板利用における公平性 

ルールを設けつつ、誰にでも分かる掲示を。 

 「はちけん」の場合、掲示可能スペースが比較的多い為、様々な掲示依頼が寄せられます 
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が「公共性のあるもの」という札幌市の基準に沿った掲示を行なって来ました。この方針を

堅持して公平性を保ちます。 
 
①掲示ルールの徹底。 

依頼される掲示物が多い場合は、該当する催し物の日時等を見て、貼る順、外す順を 
  決め、それに従って有効期間が過ぎたものは撤去する他、サークル紹介等のポスターに 
  ついてはサイズを定めて運用しています。 
 
②管理者からの掲示は情報の均等で確実な伝達に配慮。 

   指定管理者自らが行なう掲示については、情報が公平に伝わる様にどの年代にも分か 
り易い言葉、読み易い文字を使った表示を心掛けます。 

 
館内掲示については、これらを踏まえた上で、全ての来館者に向けて機会均等の情報伝達手

段として有効に活用して行きます。 
 

 

２ 施設の効用の最大化について  

１ 地域住民のコミュニティ活動助長と生涯学習の普及振興を目的とする当施設をどのよう

に管理運営していく方針ですか。その基本方針をご記入ください。 
 私達は職員同士の立場や職種にかかわらず、何事も全員での話し合いを大切にして施設運

営に当たってきました。それが私たちの大きな特徴と言えるでしょう。同じように、地域住

民や利用者との日常的な会話や話し合いを通じて、はちけん地区センターを「地域活性化の

拠点」とするべく活動していくことを、施設オープン以来管理運営の基本方針にしています。

そのようにして得た情報から、施設の利用目的や年齢・性別等に分けた仕掛けを以下の様に

行って、期待と居心地の良さを求めて来てもらえる施設を目指します。 
 
●高齢者向け ⇒ 「サロン」開催、「健康な体づくり」を目的とした催し。 
 【サロン事業】 
「はちけん」には月 1 回独自に開催している高齢者に大人気のサロンがあります。それが

ホールを会場に定例的に行っている「サロン・ド・ハッチ」、子育て中の母親と高齢者向けコ

ーナーをミックスさせた内容ですが、この中で実施して来た「うたの会」は高齢者を中心に

毎回 100 名近い参加者を集める人気企画、「歌声 
喫茶」スタイルで皆がよく知っている懐かしい曲 
を中心に大声で歌うスタイルが好評で毎回参加す 
るリピーター、そして男性も少なくありません。 
開催時には近くの老人施設からも施設スタッフ 
に連れられて参加する人達もいます。残念なが   【写真：うたの会 リード役はスタッフ】 
ら、新型 コロナの影響もあり、この 2 年間開催を見合わせて来ましたが、今年秋から参加
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者全員で歌う形を避け、ゲストの演奏を聴くスタイルで実験的に再開させる予定です。今年

度の利用者アンケートでも「コロナが落ち着いたら是非再開して欲しい催し」として一番多

くの期待が寄せられているのがこの企画。出来るだけ早く「行けば間違いなく楽しい場所」

を提供して行きます。 
  
 【健康な体づくりを目的とした催し】 

高齢者の健康志向は非常に高く健康関連の講座は人気です。 
「はちけん」では平成 30 年度から西区保健福祉部等の協力を得 
て「介護予防センター八軒」との共催で生涯元気応援プロジェク 
ト「いきいきスマイルはちけん」をスタートさせました。この中 
の目玉企画である「リフレッシュ運動教室」（全 12 回）は単に体 【写真：リフレッシュ運動教室】               

を動かすだけでなく、冒頭に体力測定を行い、12 回の教室を経て最後に再度同じ項目を測定

してその効果を確かめる、という参加者の興味を掻き立てる内容。全 12 回の教室を春と秋の

2 回開催するという長丁場の催しですが、毎回募集後あっと言う間に定員に達する人気で、

春の教室の参加者が秋にはボランティアとして参加する、という循環も生まれ交流の輪拡大

に大きく寄与しています。 
 
●子育て中の女性 ⇒ 子どもがいても参加出来る企画を工夫 
  女性の「何か習いたい」と言う希望は非常に強く、色々な企画に積極的に参加してくれ

ますが、小さな子供を抱えている場合のハンディは大きなものがあります。その壁を乗り越

えられる工夫をします。 
 【子どもと一緒に参加する事業】 
 「うたの会」が大人気の「サロン・ド・ハッチ」ですが、このサロンには 
「子育てサロン」も併設されています。小さな子供と母親がホールの広いス 
ペースで大型の玩具で遊べるスペースを提供、家庭とは違う自由な雰囲気 
の中で一緒に楽しめる空間です。「うたの会」に来た高齢者との交流も狙い 
の一つです。             【写真：サロン・ド・ハッチ 子育てサロン】 
 
 【親子で一緒に受けられる講座】 
  親と子を分けるのではなく、親子が一緒になって参加出来る講座を企画 
します。令和 4 年度にはホールにブルーシートを敷いて絵の具だらけになる 
のも気にせずに親子で自由に絵を描く「やってみよう！ 楽しいフィンガーペ 
イント」や「親子折り紙教室」を実施しました。こうした親子単位の講座は 
施設の敷居を低くするのに大いに有効です。 

【写真：やってみよう！ 楽しいフィンガーペインティング】 

 【託児ボランティア付講座】 
  「はちけん」では小さな子どもを抱える母親向けに、過去何度か「託児付き」の講座を

実施しています。最近は新型コロナの問題からこうした企画は実現出来ていませんが、平成
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18 年度・19 年度の「託児付きヨガ教室」は若い母親を中心に希望者が殺到、抽選で受講者

を決めての実施となり「託児付き」講座への潜在需要の高さを認識させてくれました。これ

を受けて「はちけん」では「託児ボランティア養成講座」を開講、その受講生にボランティ

ア登録をして貰い必要な時の人材として確保しています。コロナ収束の折には、こうした人

材を活用出来る企画に活かしたいと思います。 
 
●社会人・定年後の男性に向けて ⇒ 「大人の勉強部屋」等の焦点を絞った企画。 
  コミュニティ施設の利用者になって貰うのが難しい人達に就労中や定年 
後の男性がいます。就労中の場合は休みの日に子どもと一緒に図書室等に来 
るのがせいぜい、また定年を迎えても、そこから新たな趣味を見つけられる 
男性は少ないのが実情です。「はちけん」ではこうした人達の興味を引いて 
貰いたいと平成 22 年度から「大人の勉強部屋」と題した講座をスタートさ 
せました。今までに科学、病気、漢詩、漢字等特定のテーマを掘り下げた 
講座を企画、好評を得て来ました。新型コロナ感染の動きが出る前は近代 
美術館で開かれた「カラヴァッジョ展」にタイミングを合わせ、講座「破天荒！ Nannte Cotta 
カラヴァッジョ」を企画、参加者から「単なる解説の域を超えた濃い中身」との感想が寄せ

られました。この 2 年間、アイディアは出されたもののコロナの影響で実施出来なかった企

画が幾つかありますので、これを来年度以降に形にして行きます、 
【写真：令和元年 9 月の講座「破天荒！Nannte Cotta カラヴァッジョ」の告知ポスター】 

 
●若者・社会人に向けて ⇒ 「自習コーナー」 
  コミュニティ施設にどちらかと言うと高齢者が趣味の為に利用する施設というイメージ

で捉えられがちで、日常的に利用する若者の姿は多くありません。そうした中、学生や社会

人を引き付けているのが「はちけん」が自主的に設営した「自習コーナー」です。このコー

ナーは図書室で自習を禁じている事が、若者の地区センター離れに繋がっている、との考え

から「はちけん」が 1 階階段下のスペースに設けたもので、学校の試験時期には中学生から

大学生まで、また秋以降は受験生が、更には資格試験に挑む社会人が通年で利用する人気の

場所です。常連利用の若者とスタッフが話の出来る関係となり、ボランティア活動に誘うと

いう動きに繋がる事もありました。こうした動きを生む場所として「自習コーナー」は有効

です。 
 
●子ども ⇒ 子ども中心の企画から家族の参加を促す。 
  普段あまり施設を利用しない人達の足を向けさせる一つの手段とし「子ども中心の企画」

が有効です。令和 3 年にアトリウムで行った「八軒中・美術工芸部作品展示」には期間中に

生徒達の友達、家族等が訪れてくれました。新型コロナにより人が接触する場面に神経を使

わなければならない時代ですが、こうした作品展示を主体とした催しは有効で、子どもに関

係する周囲の人達へ働きかける効果も大きいものがあります。今まで何度も開催している子

ども向けの科学イベント「札幌サイエンス広場」、この催しには子どもとその保護者が大勢訪



 

8 
 

 

 

れ、楽しい時を過ごします。催しの目標は「子どもに理科・科学への関心を高めて貰う」で

すが、「大人達に地区センター活動に関心を持って貰う」効果も期待出来る企画です。 
 
●図書室の存在を活かして。 
  市内の地区センターの中には図書室を持たない所もある中、「はちけん」の 2 階全部を占

める図書室の存在は大きなものがあります。講座や交流事業の企画立案には様々な工夫が必

要ですが、図書室は年齢・性別を問わず読書好きの人ならば、誰でも進んで足を向けてくれ

るという利点があるからです。この利点を活かすには蔵書の充実は勿論ですが、ソフト面で

図書室を「居心地のよい空間」「何度も足を運びたくなる場所」にして行く事が大切になりま

す。幸い、図書スタッフの接遇態度に関するアンケートでは、毎年非常に高い評価が得られ

ています。また図書スタッフが企画する講座も好評ですし、読み 
聞かせ講座から誕生したサークル「おはなしぐるーぷハッチ」が 
開催する「おはなし会」も「はちけん」の人気イベントとして 
完全に定着、地域の親子の足を「はちけん」に向けさせるのに 
大きな力となっています。このように図書室の存在もしっかり 
活かした活動を展開します。             【写真：令和 3 年 12 月の「おはなし会」】 
 
  
２ 施設の利用を促進するための方針及び利用率向上に関する取組について、具体的にご記

入ください。 

 
 令和 3 年までの 5 年間における「はちけん」の年度別貸室利用率の推移は以下のようにな

っています。 
年度 平成 29 年度 30 年度 令和元年度 2 年度※1 3 年度※2 
全体利用率 80.1％ 82.4% 73.9% 70.2% 74.5% 

※1―令和 2 年度 夏から半年間改修工事の為、ホールを閉鎖 
※2－令和 3 年度 新型コロナ感染防止措置に伴う閉館期間有り 

上記 5 年間の平均利用率は 76.2％、「はちけん」の利用率は平成 23 年度以降は 75％を超

える高いレベルで推移しています。来年度以降については①新型コロナの感染状況②予定され

る大型改修工事―等の為、引き続き高水準を維持出来るかは不透明な部分がありますが、従来

の努力を継続し利用率の維持を図ります。 
①利用者の側に立った接遇できめ細かに対応。 

「はちけん」の場合、貸室数の少なさから利用希望が重なり抽選により利用者を決める 
ケースが他の施設よりも多くあります。ただ抽選で単に「当たり」「外れ」を決める前に、何と

か複数の要望を満たせないかを考え、双方の利用希望内容を丁寧に聞きとり、別の部屋への移

動が可能か？利用時間を融通し合う事は出来ないか？等の対応を取ります。過去 5 年間の利用

者アンケートでは事務スタッフの接遇について「とても良い・良い・普通」の 3 つを合計した

数字が 99.5％となっています。またHPを通じての貸室申込に対する回答の内容についても「機
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械的ではなくて嬉しい」との声も寄せられました。今後も高レベルの接遇で臨んで行きたいと

思います。 
②講座からサークル化への流れを絶やさない。 
  講座に参加した受講生から「この後もサークルとして活動を続けたい」との声がよく出さ

れます。これは施設にとって定期利用者を確保するという意味で誠に有難い流れです。「はちけ

ん」では。この流れで誕生したサークルは 20 近くありますが、最近は部屋数の少なさからサ

ークル化しても定期的な場所の確保が難しい事が足かせとなって、その動きが鈍化しています。

そうした中でもこの秋に企画する「子ども向けチアダンス体験」や「初めてのベリーダンス講

座」はサークルに繋がる事を意識したもので、この動きは絶やさずに進めます。 
③「時間貸し利用」の拡大で利用率アップを。 

「はちけん」では利用希望日の 5 日前の時点で部屋が空いていれば 1 時間単位で申込が出 
来る制度「時間貸し利用」の伸びが続いています。年間の総利用件数に占める「時間貸し利用」

の割合を過去 5 年間で見ると以下の様になっています。 
有料貸室件数に占め

る「時間貸し」の割合 
H29 年度 30 年度 R 元年度 2 年度 3 年度 

14.9％ 18.4％ 17.8％ 17.4％ 19.5％ 
 「時間貸し利用」は利用者にとって割安な料金で利用出来る事から認知度の高まりに連れ人

気も増しています。表に示した割合も平成 28 年度までは 15％を下回っていましたが最近の 5
年間の平均値は 17.6％と確実な伸びを見せました。今後もこの流れは続くものと思われます。 
④HP の利用者拡大で利用件数アップへ 

「はちけん」がオープンして 16 年が経過、利用するサークルの高齢化が進む一方で若い 
層の新たな利用が増えつつあります。それに連れて「はちけん」の HP を通じて部屋の利用申

込をして来る人が確実に多くなっており、この流れは今後更に促進されるのは確実です。 
HP の利用者増が利用件数の増にも繋がります。「はちけん」では令和 3 年に HP のリニューア

ル作業を行い従来よりよ各段に使いやすい形での運用に入ってます。リニューアル後、「はちけ

ん」HP へのサイト訪問数は約 1,500/月、ページ閲覧数は約 3,200～3,900/月を数えており好調

です。HP については JIS 検査で「適合レベル AA」に準拠するべく、年に 1 回試験を実施公

開し、ウェブアクセシビリティ取組確認・評価表を公開して行きます。 
 
 
 
３ 運営事業計画について、ご記入ください。 

 

  別添「運営事業計画書」（様式４の１、４の２及び４の３）に具体的にご記入ください。 
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４ 施設の運営に当たり、まちづくりセンター、まちづくり協議会や町内会などの地域の団体、

他団体、他の施設の指定管理者などとの連携をどのように行い、どのような成果を目標とし

ますか。具体的にご記入ください。 

  「はちけん」では平成 18 年の施設オープン以来、様々な団体と色々な場面で一緒にな

って多くの企画を実行して来ました。そこで培われた関係は、人との繋がりを生み、次の新

たな展開への足掛かりとなっています。私達がこの施設を預かった施設オープン当初、八軒

地域との繋がりと言えるものは、一緒に働く事になった仲間の何人かが地域の住人だけとい

う状況でしたが、16 年の活動を通して現在では以下の様なネットワークが構築されていま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はちけん地区 

センター 

まちづくりセンター 
地域向け事業の共同企画・開催 

地域の連合町内会 
行事での協力・まちづくり講座

での共同企画・災害時の避難活

動・運営協議会への参加 

区役所関係部局 
文化フェスタ・子育てサロン 

生保需給者の就業体験受入 

駐車場利用協力（水道局） 

社協・福まち・地域包括 
高齢者向けサロン・交流事業へ

の参加協力・運営協議会への参

地域の小中学校 
音楽会等行事の共同企画・生

徒の作品展示・施設見学の受

入・職業体験受け入れ・各種

地域の青少年育成団体 
子ども対象行事の共同企画 

地域の幼稚園・保育園 
園児作品の展示・園児の散

歩コースとしての施設受入 

高等学校・大学 
交流事業の共同企画 

ボランティア参加 

教育学部学生の研修受入

児童会館 
子ども向け企画での連携 

福祉作業所 
就業訓練受入・催し開催時の

製品販売場所の提供 

地域のテレビ・ラジオ局 
新聞販売店・ミニコミ紙 

活動の事前告知・催しの取材受入、 

地域の子育てサロン 
子ども向け企画での連携 

老人福祉施設 
サークルによる訪問 

災害時避難場所の提供 

市内の他ｺﾐｭﾆﾃｨ施設 
施設運営に関する情報交換 

催しの共同企画 

警察・消防 
防犯セミナー等企画での連携 

警察音楽隊ｺﾝｻｰﾄの企画・館内

不審者・拾得物等での協力依頼 
防災訓練での連携 

食改活動団体 
親子料理教室 

活動ＰR パネル展示 

生活支援推進員 

第 2 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
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これら今までに築いてきた関係を土台として来年度以降に考えられる各団体との連携内

容・目標は以下のようになります。 
団体名 連携の内容・目標 

連合町内会 
単位町内会 
 
 
 

①両連町から運営協議会への参加によりお互いの活動 
の理解促進 

②まちづくり講座開催に向け地域の課題の洗い出し 
③連町主催行事に「はちけん」として積極参加 
④貸し室の部分で町内会館と連携し地域一体となって 
利用者を確保 

⑤八軒中央連町青少年育成委員会の「ｽﾏｲﾙﾈｯﾄ」へ館長 
がメンバーとして参加 

【写真：令和 2 年 1 月 アイスキャンドル】 

まちづくりセンター 
市関係部局 
 
 
 

①まちづくり講座開催に向けて地域の課題の洗い出し 
②西区文化ﾌｪｽﾀ等、区主催文化事業等での協力 
③大型催事の際の施設利用協力（水道局） 
④生保需給者の就業体験受入事業の継続 
 
【写真：R4 年 9 月 市民健康教育講座の告知ポスター 

共催：西保健センター、市医師会西支部、はちけん】 

福祉のまち推進ｾﾝﾀｰ 
他福祉団体 

①まちづくり講座開催に向けて地域の課題の洗い出し 
②ﾌｪｽﾀ等大型交流事業での連携を更に強化 
③福まち事業への参加協力 
④健康関連講座での連携 

老人福祉施設 ①「サロン・ド・ハッチ」等高齢者向け事業への参加働 
きかけ 

②読み聞かせ等施設に向けたサークルメンバーの派遣 
福祉作業所 ①清掃研修受入 

②催事での製品販売の場提供 
学校・幼稚園・保育園 
児童会館 子育てサロン  

 

①連携事業（Sing& Brass・ 作品展示）の継続実施 
②施設見学・職業体験受入の継続実施 
③催事の共同企画、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入の継続実施 
④各種外部委員としての運営参加 
⑤子ども向け事業の共同企画 
⑥子育てサロン利用者の相互利用を促進 

【写真：2019 年度 園児の散歩途中での立ち寄り】 

警察・消防 ①不審者対策での連携を強化 
②犯罪予防活動での連携 
③消防・防災訓練などで署員の派遣を依頼するなど、大 
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規模な訓練を通して連携を強化 
 

【写真：R4 年 9 月 サークルに向けた警察の特殊詐欺防止 PR】 

市内他ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ ①西区内施設と連携して同じテーマでの催しを企画 
②ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟ運営施設との連携（現在市内５施設） 
③それ以外の運営施設との連携（スタッフの個人的繋が 
りを活かした交流による情報交換）強化 

食改活動団体 ①親子を対象とした料理講座 
②食改活動 PR のパネル展示 
 
【写真：令和 2 年 西区食改と共催 

した料理講座】 

生活支援推進員 
（第 2 層 

生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

①西区の第 2 層生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの共同企画による 
 パネル展示活動 
②住民の悩み・やってみたい事等についてのアンケート 
 調査実施  

 
 

 
５ 区内または市内の団体・企業であること等に対する評価を行いますので、以下の項目に

ついてご記入ください。 

 
（１）区内または市内に本拠地、本部、本社がある団体・企業ですか。 

  （□：該当（区内）、□：該当（市内）、☑：非該当） 
※ 支部、支社、営業所は非該当になります。 

 
（２）団体を構成する組織に地域住民団体が入っていますか。 （□：該当、☑：非該当） 
  ※ 「地域住民団体」とは：町内会、子ども会、老人クラブなど、地域住民による地域

活動を目的として構成された団体をいいます。 
  ※ 団体の組織図を添付してください。 
 
（３）市内の地域活動への継続した貢献実績がありますか。  （☑：該当、□：非該当） 
  ※ 貢献実績をご記入ください。（例：地域のイベントへの参加、協力、寄附など） 
・八軒中央地区青少年育成活動「すまいるネット」にメンバーとして参加（平成 18 年度～） 
・西区のアイスキャンドル事業に参加（平成 18 年度～） 
・八軒中学校の外部評価委員に館長が参加（平成 19 年度～） 
・八軒中学校生徒の職業体験受入（平成 19 年度～） 
・八軒中央地区納涼まつり『はちけん夢あかり』Part2 開催 提灯の展示（平成 21 年度～） 
・八軒中央地区青少年体育部と協同して、国が進める子ども体験事業「子ども遊びリンピッ 
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ク」を開催（平成 23 年度～） 
・八軒中央地区福祉のまち推進協議会と協同して、地域の高齢者向けに「はちけん・ほのぼ 
のサロン」事業を開始（平成 25 年度～） 

・八軒地区の小学校 1 校と中学校 2 校の音楽サークルに声がけし音楽会「Sing & Brass2016」 
 を開催（平成 28 年） 
・西区内の子育てサロン「出張ひろば『コロコロひろば』」への協力（八軒東会館・琴似会館

に於いて運営されている）（平成 29 年度～） 
・札幌国際芸術祭 2017 の応援事業としてアトリウムでミニコンサートを開催（平成 29 年） 
・市保健所・動物管理センター、NPO 団体と協力、保護猫の譲渡会を開催 
・西区保健福祉部、西区社協、西区第一包括センター、介護予防センター八軒の協力を得て 
 生涯元気応援プロジェクト「いきいきスマイルはちけん」をスタート（平成 30 年～）、 
 「認知症サポーター養成講座」「体験型ボランティア養成講座」「やまベェ体操普及員養成 
 講座」等を開講、同時期にスタートした 65 才以上を対象とした「リフレッシュ運動教室」 

 （年 2 回開催の 12 回教室）は毎回直ぐに定員に達する人気となっている。 
・3 年ぶりの開催となった八軒中央地区納涼まつり『はちけん夢あかり』の提灯づくりを 
 地区センターホールで開催（令和 4 年） 
・西区 50 周年ロゴマークの選定企画に参加、アトリウムで候補作品の展示及び投票を実施 
（令和 4 年） 
・西区 50 周年記念西区フェスティバルで西区オーケストラ演奏会をホールで開催（令和 4 
年） 

６ 施設の設置目的である「地域住民のコミュニティ活動の助長」を効果的に発揮するため、

施設の運営を通じて、「まちづくり活動への参加意欲の醸成」または「まちづくり活動の担

い手の育成」にどのように貢献することができますか。具体的にご記入ください。 
1．「参加」から「共に担う」の流れを作る。 

 「はちけん」が展開している様々な事業には多くのボランティアの方が関わってくれてい

ますが、その人達の関わりのきっかけの多くが「講座の受講」や「催しへの参加」です。例

としては以下のような形です。 

・日常的に来館する小・中学生に声をかけて「はあとフェスタ」の手伝いを依頼 

・サロン活動への参加者を誘って、以後の事業でリーダー役を務めて貰う 

・植栽関係講座受講生に施設の花壇整備ボランティアを依頼 

こうした動きで日常的に「はちけんん」に関わる機会を増やし、その活動への理解を深めて

貰います。 

2．「共に担う」の動きを「はちけん」から地域へ。 

  次の段階として、こうして生まれた流れを施設の中だけに留めず地域へ向けて行く事が大

切です。これが成されて初めて「地域住民のコミュニティ活動の助長」に繋がります。「はち

けん」で今までにこれに該当する動きに当たるものとして以下があります。 

 ①読み聞かせサークルが定期的な館内での「おはなし会」開催に加え、地域の老人施設  

  に出向いて読み聞かせを行う。 
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 ②認知症サポーター養成講座やボランティア養成講座等の受講生が地域の買い物ボランテ 

ィアとして活動 

 ③リフレッシュ運動教室に参加、「三角山ベェ体操」を習得した受講生がその後、区内 

  のイベントに出向き体操の普及活動を行う 

これら「共に担う」動きが「はちけん」から地域に流れ出し、その流れが太くなって行く事

が大切です。「はちけん」はその流れの供給源となる事を強く意識して行きます。 

７ 「地域社会の絆の強化」について、施設の運営を通じてどのように貢献することができ

ますか。具体的にご記入ください（例：地域とのネットワークづくりや、災害時における

避難所運営に向けた対応など）。 
1．地域との「懇談会」開催で地域の課題掘り起し。 

  前項とも関連しますが「共に担う」力の供給源となるには、地域課題の認識が不可欠で

す。「はちけん」ではオープン当初の 2 年間、地域住民に呼びかけて自由に参加して貰う「地

域懇談会」を年に数回開催していました。懇談会では①新たに地域に出来たコミュニティ施

設に何を期待するか②自分が活動してみたい事③自分が感じている地域の問題点―等につい

て参加者から発言して貰い、意見交換をする事で「はちけん」として取り組むべき課題を洗

い出す事が出来、その後の活動に大いに役立ちました。 
  オープン後、施設運営が軌道に乗り日常の活動を通じて地域の課題洗い出しも行えるよ

うになって来た事もあり「懇談会」は休会状態となっていましたが、施設オープンから 16 年

が経過、八軒地区も高齢化が進む一方で公務員住宅が民間の一戸建て住宅に建て替わる等、

居住する人達も変化、それに連れ新たな課題が生まれていると予想されます。そうした課題 
掘り起こしに向け「地域懇談会」の開催を企画します。 
 
2．防災面に於ける地域との連携強化。 

  「はちけん」は平成 22 年度から市の「指定避難所」に追加認定されています。追加認定

については、地域からの要望が市に寄せられた結果との事で、地域の信頼感を感じています。

その後幸いな事に実際にその機能を求められるような災害は発生していませんが、平成 30年

の胆振東部地震の際には、電気の復旧を受けて貸室を開放、携帯電話の充 

電コーナーを設ける等の対応を行いました。「はちけん」は一時避難所の為、非常食や毛布等

の災害用備品は用意されていませんが、給水設備のある水道局、災害備蓄 
のある八軒中央会館と隣接しており、これらと協力する事で多様な動きが 
可能となります。防災面でも日頃からの繋がりを密に保ちます。 

         【写真：玄関に掲示されている「避難場所」シール】 
 
 
 



 

15 
 

 

 

８ 運営協議会設置の方針(運営に当たっての基本的な考え方、想定する参加者、運営の

サイクル等)を具体的にご記入ください。 

1．運営協議会設置の最大の目的は地区センター活動への理解を持つ人を増やして行く事。 

①「地区センター」という施設を管理運営していて常に感じる事は、この施設の実態を正し 
く理解している人が少ないという事です。自由開放事業にしか来ない人の中には全てが無 
料で使える施設と考えている人もいれば、図書室はよく利用する一方で、講座等施設の行 
事には参加した事がない人もいます。 

②この事から多岐に渡る地区センター業務への理解者を増やして行くのに、運営協議会が絶 
好の場になると考えます。協議会の場で地区センターの活動内容、指定管理者制度につい 
ての説明等を行い、同時に施設の抱える問題点を披露し協議会メンバーと一緒になって考 
えて貰う等、施設側からの一方的な情報伝達の場にならないような運営を行います。 

③想定する参加者は以下の通りです。  

・ 利用者（サークル活動参加者・図書室利用者） 
・ 地域住民（連合町内会関係者・民生委員等） 
・ 札幌市担当者 

 
2．運営のサイクル。 

① 参加者の負担を少なくする一方で、間隔が偏らないように配慮し、年 4 回開催して行く

方針です。 
② 開催月は 7 月・10 月・1 月・3 月とします。 
 
3．開催に当たっては、活動内容報告だけでなく、話し合いのテーマを設定。 

運営協議会の開催は、決められた回数をこなすだけでは意味がありません。その都度管理

者としてメンバーの皆さんに四半期ごとの活動報告をする事に加え、伝えたい事、理解を

深めて欲しい事、意見を伺いたい事をテーマとして設定します。協議会は地域の抱える問

題をメンバーで共有するのに必要不可欠な場と位置づけて大切に運営を行います。 
 
９ 地域住民（利用者）の声の把握とその声を反映する仕組みについて、どのような体制を

考えていますか。具体的にご記入ください。※その場合のセルフモニタリングの実施方法

と利用者アンケートにおける利用者満足度の目標値を示してください。 
【予定されるセルフモニタリング】 
「はちけん」で実施しようとするセルフモニタリングは以下の通りです。 
 
① 利用者アンケート 

「はちけん」の利用者アンケートは開館以来、全ての回答者向けに同一内容の設問を用

意する形で実施して来ました。これは、例えば図書室しか利用しない人に講座や交流事業等、

地区センターの他の事業について周知する上でも有効との考えから行なって来たものです。

この方式が一定の成果を上げたのを受けて第 4 クールからは「貸し室利用者向け」「図書室利
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用者向け」に内容を分けた方式に転換しました。これにより設問の数は前方式の 50 以上から

半分以下に減りましたが、回答者は以前同様に設問に対しては

非常に真面目に答えてくれます。 
 また、選択回答の他に自由記載欄も設けます。毎年の調査で

はこの部分に貴重な意見が書き込まれた内容が多く、管理運営

上大変参考になっています。 
【写真：回収されたアンケート用紙と回収ボックス】 

②「利用者からの声」 
アトリウム内に記入用紙・筆記用具・投函ボックスを設置、「はちけん」に対して気のつ

いた事、苦情、要望等をいつでも書いて投函して貰います。スタッフは

毎日、投函ボックスをチェック、投書があった場合はその日の定例打合

せの場で内容を共有し対応策を検討、必要に応じて回答を投書人に直接

伝えたり、館内に掲示したり、地区センターニュースや HP で発信しま

す。最近、投書の数は減少し年に数件程度となっていますが、利用者と

施設を繋ぐ貴重な情報交換ツールである事に変わりありませんので来年

度以降も継続実施します。           【写真：「利用者の声」記入用紙と投函ボックス】 

 
③ 日常的な利用者・地域住民との会話 

「はちけん」では施設オープン時から事務室のカウンター窓口、事務室のドアを常に開

け放して、来館する人達にスタッフが積極的に挨拶するなどの対応を心掛けています。これ

によってスタッフに声を掛けて来る人の数も増え、時間のある時は話が盛り上がる事も少な

くありません。「はちけん」では清掃業務を外注には出さずに自分達で行っていますが、来館

者が事務スタッフに言う事に抵抗がある場合でも、清掃スタッフには気軽に色々な事を話し

てくれるケースはかなり有り、生の声を集めるのに大きく貢献しています。こうした来館者

との何気ない会話がとても大切で、そこに活動のヒントが多く含まれています。施設を訪れ

やすい雰囲気、お互いが声を掛け合える雰囲気を作り出すように努めて行きます。 
 
④スタッフ間の情報共有に立脚した自己評価 

上記の方法で得られた声を運営に確実に活かして行くには、スタッフ全員で情報を共有

し、十分に話し合って対応方法を一本化して行く事が重要です。「はちけん」では毎夕、その

日にあった事を報告し合うミーティングを実施、また事務スタッフ、図書スタッフ、清掃ス

タッフが各々「日報」を記載、発表し合う事で情報の共有に努めています。それによってス

タッフ間で様々な考えが示される事で、施設全体として客観的な判断が出来る状況を創りだ

すべく努めて行きます。 
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⑤利用者アンケートの目標値 

  「はちけん」では毎年 2 月から 3 月にかけて大規模な利用者アンケートを実施していま

すが、直近 5 年間の「スタッフ対応」と「再利用希望」についての質問に対する回答状況 
は以下の様になっています。(回答数は H29 年度～R3 年度の 5 年間の合計) 

 

【スタッフの対応は如何ですか？】 
回答 事務スタッフ 図書スタッフ 

回答数 ％ 回答数 ％ 
とても良い 656 50.6 493 70.5 
良い 457 35.3 187 26.8 
普通 176 13.6 19 2.7 
悪い 7 0.5 0 0 
とても悪い 0 0 0 0 

 
【貸室・図書室をまた利用したいですか？】 

回答 貸室 図書室 
回答数 ％ 回答数 ％ 

是非利用したい 746 58.3 561 79.7 
利用したい 446 34.8 138 19.6 
どちらかと言う

と利用したい 
47 3.7 4 0.6 

どちらでもない 39 3.0 1 0.1 
利用したくない 2 0.2 0 0 

 
市の仕様書では「普通」等真ん中より上の評価の合計で 80％以上を目指す事が求められてい

ますが、「はちけん」の結果はいずれもこれをクリアーしています。直近の 5 年に限らずオー

プン以来毎年、同様のレベルを維持出来ていますので、来年度以降も従来の姿勢で運営に当

たる事で満足度の高い運営が可能と思います。 
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10 利用者から寄せられた苦情に対し、どのように対応されるつもりですか。対応方法、責

任体制、市への報告など、具体的にご記入ください。 

１．【基本姿勢】 

①苦情対応の仕組みは、利用者が安心して施設を利用して行くために大切です。苦情を言う 
事で不利な扱いを受けるのでは、と躊躇させたりする事の無いよう日頃からスタッフが耳 
を傾ける姿勢を示し、苦情や意見を言い易い環境を作りあげます。 

②苦情が寄せられた場合は、まずその内容を正確に聞き取り、その内容によって以下の様に 
対応します。 

a. 苦情が利用規定に関する理解が不十分な事から来ている場合は、理解が得られる 
まで丁寧に説明を行ないます。 

b. 建物や設備に関する事等、物理的に対応に時間がかかる場合は、その旨を説明し、 
対応の経過について申し立てた人に対し適宜報告を行います。 

   c.  スタッフの対応に関する苦情は、施設のサービスの根幹に関わる問題として受け

止め真摯に対応します。 
③内容に関わらず、寄せられた苦情については、スタッフ全員がその内容を共有し、苦情が 
寄せられた背景、原因、更に施設としての対応方法について共通認識を持つようにします。 

④苦情を寄せる人によって求める対応は様々と思われますが、共通しているのは素早く誠意 
ある対応です。この事を最優先に処理に当たります。 

⑤寄せられた苦情をその後のサービス向上に役立てます。 
 

 
２．【苦情処理体制】 

  ・対応責任者・・・館長 
   ・苦情受付・・・・スタッフ全員 
①苦情を受けたスタッフは、その内容を苦情受付用紙に記録、全てを対応責任者に連絡しま 
す。 

②苦情を受けて一番早いスタッフ会議の場で、その内容と対応策を共有します。 
③対応責任者により、迅速に苦情を申し立てた人に対し施設としての回答を行います。 
④同時に市（区）担当者に対し、苦情の内容、施設としての対応等について正確な報告を行 
います。 
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11 市税を投入して建設・運営する施設の管理者として、利用料金から得られる利益の一部

を市民に還元するとするならば、どのようなことができますか。具体的にご記入ください。 

 新型コロナの状況の見通しが不透明な中、来年度以降にどの程度の利益が見込めるか見極

め難い状況ですが、以下の形で少しでも市民に還元して行きたいと思います。 
①施設・設備の修理 

 「はちけん」も令和 5 年度にはオープンして 18 年目を迎え、施設や備品の劣化が顕著にな

って来ています。自動扉・机のキャスター、椅子の脚等、公共施設の基幹となる部分に問題

個所が見えていますので、利用者に不便をかけないように良い状態を保つようにします。 
②施設の応援活動をしてくれるサークルへの活動資金補助 

 現在「はちけん」が活動資金を補助しているサークルは読み聞かせ活動を展開し、定期的 
館内で「おはなし会」を開催している「おはなしぐるーぷハッチ」と、敷地内の花壇整備を

担ってくれている「花コパン」の二つです。両サークルの活動は地域住民に「はちけん」を

身近な存在に感じさせる点で欠かせないものとなっていますので補助活動を継続して行いま

す。また今後、同様の活動を展開してくれるサークルが出て来てくれれば、同様の形での協

力を惜しみません。 
③親子向けの遊具類整備 

 新型コロナの収束がまだ見えない中、施設活用事業については当面、親子を対象にして人

数も限定した形でのホール開放をスタートさせています。感染防止の為、遊具類の貸し出し

は行いませんが、許される状況になった場合に遊具類の整備を予定します。 
④必要な謝礼を払っての催しも積極的に 

 利用者からの要望の中には「プロミュージシャンの音楽」等出演料が発生するようなモノも

あります。NPO 法人という立場上、何回も高額なギャラ支払いは厳しいのが正直なところで

すが、要望の大きさや自分達の体力に合わせ、目玉となるような企画も実施します。 

 

 
 
 
 
３ 市内の雇用安定への寄与について  

１ 管理業務を行うに当たり、第三者への委託、物品の調達等について、札幌市内の企業等

の活用計画をご記入ください。 
 「はちけん地区センター」の運営に当たり、ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟでは日常清掃業務と敷地内の植栽

管理業務については自前で行います。 

  第三者に委託する業務としては「機械警備」「各種設備の保守・定期点検」「除排雪」「高

所窓ガラス清掃」「高所の植栽管理」等になりますが、委託先としては経費節減を第一に、全

て地元企業を優先して選びます。また物品の調達先としても地元企業を最優先する姿勢で臨

みます。 
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２ 管理業務を行うに当たり、職員の雇用、再委託、物品の調達等について、障がい者の積

極的な雇用など福祉施策への取組方針・今後の取組予定をご記入ください。 
【職員の雇用等】  

 職員の雇用については勿論、幾つかの外注業務の委託や、物品の調達等において障がい者

を他の応募者・候補者と同列に置いて検討する姿勢で臨み、差別するような事は行いません。

65 才以上の人材については、本人の意思・健康状態・能力を考慮しながら継続的に働ける環

境を創り、年齢に規定されない働き方を支えます。 

   

【ユニバーサルデザイン＋柔軟な対応で】 

「はちけん」はバリアーフリーで設計・施工された施設であり多目的トイレ、オストメイ

ト、エレベーター、視覚障がい者誘導用ブロック等の設備は整っており市内でも進んだ施設

と言えます。それに加えて時折「授乳をしたい」という若い母親が来館する場合もあります

が、そうした場合は鍵のかかる「スタッフルーム」を提供する等の柔軟な対応を採っており、

これを今後とも継続します。 

 
【市の就労支援事業を受けて】 
 札幌市では現在「就労支援事業」を実施していますが、「はちけん」ではこれを受けて「就

労ボランティア体験事業」の受入れを 7 年前から継続して行っています。その内の 1 名は市

の事業期間の契約が過ぎた後も、「はちけん」が独自に契約を結ぶ形を採り週 1 回の清掃業務

に就いて貰っており、館内清掃のみならず冬季の除雪作業でも大きな戦力になっています。

また令和 4 年度の夏からは新たに 1 名の受け入れを開始、金曜日の午前中の清掃業務をお願

いしていますが、「働く事に意欲が湧いている」との前向きな反応が返って来て、一緒に働く

清掃スタッフも喜んでいます。 
 
【福祉施設との連携】 
 「はちけん」と近隣福祉施設との結び付きは活動して来た 16 年で強いものになりました。。

新型コロナの影響で、ほぼ 2 年間中断状態となっていますが「フェスタ」や「サロン」開催

時に福祉作業所に声をかけて、パンやクッキー等の販売をして貰ったり、週一回「はちけん」

の清掃業務に参加して貰う形での就労支援も行って来ました。新型コロナの収束を待って出

来るだけ早い時期からの再開を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
３ 職員の雇用環境の維持向上に向けた取組の基本的な考え方、取組内容をご記入くだ
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さい。特に、労働関係法令遵守に向けた対応やワーク・ライフ・バランスの推進など、

職員の雇用環境等を向上させることで市民サービスの向上等に結び付く具体的な取組

があれば積極的にアピールしてください。なお、ワーク・ライフ・バランスの推進の

取組については、様式７にある取組を実施してする場合は、該当する取組に○を付け

てください。 
 清掃や夜勤も含め日常業務を行うすべてのスタッフが NPO 法人ワーカーズコープの組合

員として働くスタイルです。その為、常勤者も非常勤職員も対等な立場で平等に扱われ差別

される事はありません。それぞれ働く人に見合った就労形態で法人との契約が成されていま

す。雇用環境の維持向上に向け、法令を遵守しながらも形式に捉われる事なくスタッフ同士

の話し合いにより仕事内容や勤務時間など可能な限り柔軟な対応をとって行きます。 
 
 ワーク・ライフ・バランスの推進による趣味やボランティア活動の成果が講座運営や交流

事業の展開に活かされ、それが施設としてのサービス向上にも結びついています。「はちけん」

ではスタッフ全員が講座や事業の企画・運営に関わりますが、スタッフ自身が自分の特技を

生かして講師を務める講座が何回も実施されています（「ホームベーカリーで作るお手軽肉ま

ん」―令和 2 年 12 月、「指編み教室」―令和元年 1 月等）。 
   
また家族の介護や自身の病気療養で長期の休業が必要となった後、職場に復帰した場合も

不利益を被る事なく、むしろその経験が役立つような仕事を担当する事で同様の成果が得ら

れています。 
 
 
 
 ４ 安定した施設管理について 

１ 類似業務（貸室事業、住民を対象とした講座事業、文化展・スポーツ大会等のコミュニ

ティ事業）の実績がある場合、その内容と実施期間についてご記入ください。実績がない

場合には「該当なし」とご記入ください。 

※ 類似業務とは、次の３事業をいいます。 

・貸室事業：収容人数 100 人以上のホール及び定員 10 名以上の貸室が対象 

・住民を対象とした講座事業：年間で５科目・20 回以上の講座が対象 

・住民を対象とした文化展、スポーツ大会等のコミュニティ事業：年間２回以上の事業が対象 

 
施設名及び所在地 事業又は活動の内容 実施期間 

札幌市北区民センター 
（札幌市北区） 
 
 

・ホール（定員 200 人）、定員 10 名以上の 14

部屋の貸室業務 

・毎年度 約 10 科目、総回数 30 回程度の講座

実施―コロナ感染に伴う自粛期間 

（スマホ入門、オープンカレッジ、司書体験、

平成 22 年 
4 月～ 
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留学生とふれあい、介護予防、英会話 等） 

・音楽コンサート（2 回／年）、子ども映画会

（2回／年）、 

文化祭（ステージ発表会 作品展（絵画・写真、

書等）） 
札幌市篠路コミュニティ

センター 
（札幌市北区） 
 
 

・ホール（定員 400 人）、定員 10 人以上の 9
部 
屋の貸室業務 

・年間約 10 講座、総回数約 30 回程度の講座

実施―コロナ感染に伴う自粛期間 
 （シノロ史、藍染、ｳｫｰｷﾝｸﾞ､護身武芸、 

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ､ｷﾞﾀｰ、エッセイ講座 等） 
・地域交流事業 10 事業（ｺﾝｻｰﾄ、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ、

夏まつり、篠路文化祭、囲碁大会、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

大会、ｳｫｰｷﾝｸﾞ大会、ｼﾙﾊﾞｰ大学、ｷｯｽﾞな広場 
等） 

平成 22 年 
4 月～ 

札幌市新琴似・新川地区

センター 
（札幌市北区） 
 
 

・体育室（定員 300 人）及び定員 10 人以上の 
 6 部屋の貸室業務 
・年間 10 以上、総回数 30 回程度の講座実施

―コロナ感染に伴う自粛期間 
 （おもちゃクリニック、折り紙、ｳｫｰｷﾝｸﾞ、

小学生の工作教室、終活のすすめ、高齢者の住

まいの選び方 等） 
 ・こどもまつり、ﾐﾆｺﾝｻｰﾄ 等 

平成 22 年 
4 月、～ 

札幌市里塚・美しが丘 
地区センター 
（札幌市清田区） 

・貸室業務（定員 100 人の多目的室・定員 10 
人以上 5 室） 

・毎年度約 10 講座・総回数 30 回程度－コロ

ナ感染に伴う自粛期間 
高齢者向け健康講座、大正琴、初心者向けス

マホ、親子理科実験室、等） 
・交流事業開催（歌声喫茶、コンサート、オー

プンカフェ、つながるﾌｪｽﾀ、等） 

平成 20 年 
4 月～ 

札幌市厚別西地区センタ

ー 
（札幌市厚別区） 

・ホール（定員 270 人）、定員 10 人以上の５

部 
屋の貸室業務。 

・毎年度約 10 講座、総回数 30 回程度の講座

－ 
まちづくり講座、韓国語講座、刺繍講座 

平成 22 年 
4 月～ 
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スマホらくらく予約講座 等） 
・文化祭・三世代かるた大会、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ こど

も夏まつり、コンサート、紙ぶくろランタンフ

ェスティバル等の交流事業実施 
 

苫小牧市   
苫小牧市コミュニティセ

ンター４館 
（豊川、沼ノ端、住吉、

のぞみ） 

・地域住民の生活・文化・教養の向上、福祉・ 
 健康の増進の拠点 
・貸館業務、図書室運営、体育館 

平成 20 年 
4 月～ 

苫小牧市文化交流センタ

ー 
 

・生涯学習・社会教育の推進、文化の振興、市 
 民の交流の拠点 
・貸館業務（多目的ﾎｰﾙ、学習室、練習室、 
 ぷれいるーむ・美術室、工芸室 他） 

平成 22 年 
4 月～ 

新潟県新潟市   
白根健康福祉センター ・地域住民のコミュニティ活動、・生涯学習の

促進 福祉の増進 
・多目的ホール 研修室-5 調理実習室 
 ボランティアルーム 

平成 25 年 
4 月～ 

東京島荒川区   
峡田ふれあい館 ・多世代区民の交流、自主的な活動が出来る地

域コミュニティの拠点・児童館、学童併設 
・多目的ホール プレイルーム 創作室 

平成 23 年 
4 月～ 

尾久ふれあい館 
 

・多世代区民の交流、自主的な活動が出来る地

域コミュニティの拠点・児童館、学童併設 
・多目的ホール プレイルーム 創作室 

平成 24 年 
4 月～ 

東尾久本町通り 
ふれあい館 

・多世代区民の交流、自主的な活動が出来る地

域コミュニティの拠点・児童館、学童併設 
・多目的ホール プレイルーム 創作室 

 

東京都新宿区   
早稲田南地域交流館 
児童館・学童クラブ 

地域交流館・児童館・学童併設  

中町地域交流館 
児童館・学童クラブ 

地域交流館・児童館・学童併設  

北山伏地域交流館 
児童館・学童クラブ 

地域交流館・児童館・学童併設  

神奈川県横浜市   
・権太坂ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ 地域住民の自主的な活動と相互交流の拠点 平成 19 年 
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・上白根ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ 貸館業務（各施設に集会室・地域活動室・学 
習室・多目的ホール等）図書コーナーの運営 

9 月～ 
・常盤台ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ 
千葉県白井氏   
・白井駅前センター 公民館・老人憩いの家・児童館の複合施設 平成 24 年 

4 月～ ・西白井複合センター 
新潟県新潟市   
・新潟市南区白根 
 健康福祉センター 

コミュニティ活動・生涯学習の促進  

富山県射水市   
・大門ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 生活改善・健康増進・ｺﾐｭﾆﾃｨ活動促進  
高知県高知市   
・弥右衛門ふれあいｾﾝﾀｰ ｺﾐｭﾆﾃｨ活動・生涯学習の促進  
福岡県久留米市   
・市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 協働のまちづくり活動への寄与  
福岡県大牟田市   
・市民活動支援センター 
えるる 

・社会的課題の解決に向け活動する団体の為の

拠点施設。 
平成 29 年 
4 月～ 

 

２ 当施設における組織体制（職位、職種、人数）について具体的に図解してください。ま

た、上部組織等（連合体を含む。）がある場合は、上部組織等における当施設の組織の位置

について別に図解してください。 

 

はちけん地区センター 組織図 
 

 

館 長 運営管理全般 （常勤 1 名） 
副館長 館長補佐・代理  （常勤 1 名） 

 
 

 

 

 

 

常勤職員 
図書業務 

1 名 

パート職員（事務） 
事務業務 

（夜勤含む）6 名 

パート職員（図書） 
図書業務 

3 名 

パート職員（清掃） 
清掃業務 

4 名 
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特定非営利活動法人

ワーカーズコープ 

北海道事業本部 
 

札幌手稲地域福祉事業所 
・札幌市手稲老人福祉ｾﾝﾀｰ 
・常設子育てｻﾛﾝ あそべばい～しょ 
・訪問型子育て支援事業 
札幌厚別事業所 
・札幌市厚別西地区センター 
・常設子育てひろば キラキラひろば 
札幌清田事業所 
・札幌市里塚・美しが丘地区センター 
札幌北事業所 
・札幌市北区民センター 
札幌篠路事業所 
・札幌市篠路コミュティセンター 
札幌新琴似事業所 
・札幌市新琴似・新川地区センター 
・出張子育てサロン コロコロひろば 
札幌西事業所 
・はちけん地区センター 
札幌中央事業所 
・まちなかキッズサロン おおどりんこ 
・生活体制整備事業（西区３地区、中央区２地区） 
恵庭地域福祉事業所 
･恵庭市老人憩の家（島松・恵み野・柏陽・大町・和光・東恵庭） 

・恵庭市地域支援活動センター 
･恵庭ファミリーサポートセンター 
・就労継続支援 B 型 はっぴーjob 
石狩地域福祉事業所 
･札幌市就労ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 
･篠路まちづくりテラス和氣藍々(札幌市障がい者協働事業所) 
･就労継続支援 B 型みんなのおうち CoCo-BuLa 
･しごとｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰコクリ（江別） 

旭川地域福祉事業所 
・旭川市東部老人福祉ｾﾝﾀｰ 
・児童ｾﾝﾀｰ(6 館) ・児童支援センター(２館) 
・就労継続支援 B 型あーる・自立援助ホームピース 
・放課後等デイサービスカムカム・宗谷学習支援 

道 東エリア 

道 北 
エリア 

道 

南 

エ 

リ 

ア 
 

日本労働者協同組
合（ワーカーズコープ）

連合会センター事
業団 

苫小牧まちづくり地域福祉事業所 
･コミュニティセンター４館（沼ノ端、住吉、豊川、のぞみ） 
･苫小牧市文化交流ｾﾝﾀｰ・日高学習支援 
日胆まちづくり地域福祉事業所 
･大成児童ｾﾝﾀｰ ・児童家庭支援センター 
･生活就労ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰいぶり・日胆学習支援 
ぽっけ地域福祉事業所 
・放課後等ディサービスぽっけ 
・苫小牧市福祉ふれあいセンター 

釧路地域福祉事業所 
・くしろ若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ 
・市立釧路病院院内保育 
・ぽっかぽかﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 
・就労継続支援B型 illume 

道

央 

エ 
リ 

ア 
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３ 職員の配置計画、勤務形態について具体的にご記入ください。 

 
職員配置の場所 曜日等 職員配置の時間帯 常勤職員 パート職員 その他 

事務室 月～金 8:30～17:15 2～1 2～1  

 土 8:30～17:15 2～1 2～1  

 日 17:00～21:15 2～1 2～1  

 祝日 8:30～21:15 2～1 2～1  

図書室 月～金 8:30～17:15 1～0 2～1  

 土 8:30～17:15 1～0 1～0  

 日 8:30～17:15 1～0 1～0  

 祝日 8:30～17:15 1～0 1～0  

  

 (1) 常勤職員 
担当する業務 人数 勤務条件 

館長 1 「勤務条件の内容」に記載 
副館長 1 「勤務条件の内容」に記載 
図書司書 1 「勤務条件の内容」に記載 

  ※常勤職員とは、概ね１日８時間、週 40 時間程度勤務する年間を通して働く職員を言います。 

 (2) パート職員 
担当する業務 人数 勤務条件 

受付・事務・管理 6 「勤務条件の内容」に記載 
図書 3 「勤務条件の内容」に記載 
清掃 4 「勤務条件の内容」に記載 

  ※ここでのパート職員とは、常勤職員より勤務時間が短く、年間を通して働く職員を言います。 

(3) その他の職員 
担当する業務 人数 勤務条件 

   
   
   

  ※ここでのその他の職員とは、上記の常勤職員及びパート職員以外の短期雇用の職員を言います。 

 

※ 勤務条件欄には「労働契約の期間」「始業及び終業の時刻」「所定労働時間を超える労働

の有無」「休憩時間」「休日」「休暇」「賃金の決定、計算及び支払の方法」「退職」「社会

保険等の加入状況」をご記入ください。 

※ 労働関係法令の遵守は必須となります。 

※ なお、非正規職員から正規職員への転換に向けた職員雇用方針とその取組があれば、

その他の欄に記載し積極的にアピールしてください。 
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【スタッフの立場・処遇について】 

  「はちけん」のスタッフは館長以下全員が自ら出資してワーカーズコープの組合員と

なっています。この為「常勤＝日給」「非常勤＝時給」の違いがあり、過去において館長・

副館長がスタッフ内で交代した事に伴い、常勤と非常勤が入れ替わった事がありますが、

一般にいわれる「正規」「非正規」という立場の違いはありません。 
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            勤務条件の内容 

職  種  常勤職員（館長①・副館長②・図書司書③）  

契 約 期 間 1．期間の定めなし 2．期間の定め有り（65 才以上、1 年毎の更新） 
従 事 す る

業 務 内 容  コミュニティ施設の管理運営に関する業務全般 2．図書室業務全般 
始業・終業 
の時刻 始業 8 時 30 分 ～ 終業 17 時 30 分    

休憩時間  休憩時間（60）分                      

所定時間外

労働の有無  所定時間外労働の有無（ ○有・無 ）            

休   日 ・シフトによる休日 その他（12/29～1/3）        

休   暇 

１ 年次有給休暇 ６か月継続勤務した場合→法定通り     
         継続勤務６か月以内の年次有給休暇（有・○無）  

         時間単位年休（○有・無） 

２ 代替休暇（○有・無）              
３ その他の休暇 有給（法定休暇並びに慶弔休暇等）就業規則第 6 章による         

                  無給（介護休暇・育児休暇等）就業規則第 6 章による 

賃   金 
 

１ 基本給   ① 月給（215,000 円）、職務手当（30,000 円） 
② 月給（185,000 円） 

       ③ 月給（175,000 円）、             
２ 諸手当及び賞与の額及び計算方法                   

    （通勤手当  実費 上限 20,000 円） 
３ 所定時間外、休日又は深夜労働に対して支払われる割増賃金率   
  イ 所定時間外 法定超 月 45 時間以内   （25）％ 
              月 45～60 時間以内 （30）％ 

月 60 時間超    （50）％、     
  ロ 休日 法定休日（35）％、法定外休日（25）％、     
  ハ 深夜（25）％                      
４ 賃金締切日  毎月末日   ５ 賃金支払日  毎月 20 日 
６ 賃金の支払方法（振込） 
７ 労使協定に基づく賃金支払い時の控除 
  （ 無 ,  ○有（労協新聞・社会連帯機構会費及び共済会費）） 
８ 昇給 （随時：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
９ 賞与（年 2 回予定：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
10 退職金（ 有（時期、金額等） ， ○無  ） 

退   職 

１ 定年制 （  （65 歳） ， 無 ） 

２ 継続雇用制度（ ○有  ， 無 ）            
３ 自己都合退職の手続（退職日の 30 日以上前に届け出ること）   
４ 解雇の事由及び手続   法人の規定及び労働基準法に遵う 

そ の 他 

・社会保険の加入状況（ 健康保険 厚生年金保険 介護保険 ）          

・雇用保険の適用（ ○有  ， 無 ）                
・その他 労災保険・福利厚生制度：（協同労働共済制度）     
・雇用管理の改善に関する相談窓口:（北海道事業本部総務経理センター） 
 

 



29 
 

勤務条件の内容 

職  種  パート職員（日勤事務） 

契 約 期 間 1．期間の定めなし 2．期間の定め有り（65 才以上、1 年毎の更新） 
従 事 す る

業 務 内 容  コミュニティ施設の管理運営に関する業務全般 

始業・終業 
の時刻 

①始業 8 時 30 分 ～ 終業 17 時 15 分  
②始業 8 時 30 分 ～ 終業 12 時 45 分 
③始業 12 時 45 分 ～ 終業 17 時 15 分    

休憩時間  休憩時間（60）分                      

所定時間外

労働の有無  所定時間外労働の有無（ ○有  ， 無 ）            

休   日 ・シフトによる休日 その他（12/29～1/3）        

休   暇 

１ 年次有給休暇 ６か月継続勤務した場合→法定通り     
         継続勤務６か月以内の年次有給休暇（有・○無）  

         時間単位年休（○有・無） 

２ 代替休暇（○有・無）              
３ その他の休暇 有給（法定休暇並びに慶弔休暇等）就業規則第 6 章による         

                  無給（介護休暇・育児休暇等）就業規則第 6 章による 

賃   金 
 

１ 基本給    時間給（ 1,000 円）、             
２ 諸手当及び賞与の額及び計算方法                   

    イ（経験手当  15 円/時間） 
ロ（通勤手当  実費 上限 20,000 円） 

３ 所定時間外、休日又は深夜労働に対して支払われる割増賃金率   
  イ 所定時間外 法定超 月 45 時間以内   （25）％ 
              月 45～60 時間以内 （30）％ 

月 60 時間超    （50）％、、     
  ロ 休日 法定休日（35）％、法定外休日（25）％、     
  ハ 深夜（25）％                      
４ 賃金締切日  毎月末日    ５ 賃金支払日  毎月 20 日 
６ 賃金の支払方法（振込） 
７ 労使協定に基づく賃金支払い時の控除 
  （ 無 ,  ○有（労協新聞・社会連帯機構会費及び共済会費）） 
８ 昇給 （随時：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
９ 賞与（年 2 回予定：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
10 退職金（ 有（時期、金額等） ， ○無  ） 

退   職 

１ 定年制 （  （65 歳） ， 無 ） 

２ 継続雇用制度（ ○有  ， 無 ）            
３ 自己都合退職の手続（退職日の 30 日以上前に届け出ること）   
４ 解雇の事由及び手続  法人の規定及び労働基準法に遵う 

そ の 他 

・社会保険の加入状況（ 健康保険 厚生年金保険 介護保険 ）          

・雇用保険の適用（ ○有  ， 無 ）                
・その他 労災保険・福利厚生制度：（協同労働共済制度） 
・雇用管理の改善に関する相談窓口:（北海道事業本部総務経理センター） 
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勤務条件の内容 

職  種  パート職員（図書） 

契 約 期 間 1．期間の定めなし 2．期間の定め有り（65 才以上、1 年毎の更新） 
従 事 す る

業 務 内 容  コミュニティ施設図書室の管理運営に関する業務全般  

始業・終業 
の時刻 始業 8 時 30 分 ～ 終業 17 時 30 分   

休憩時間  休憩時間（60）分                      

所定時間外

労働の有無  所定時間外労働の有無（ ○有  ， 無 ）            

休   日 ・シフトによる休日 その他（12/29～1/3）   

休   暇 

１ 年次有給休暇 ６か月継続勤務した場合→法定通り     
         継続勤務６か月以内の年次有給休暇（有・○無）  

         時間単位年休（○有・無） 

２ 代替休暇（○有・無）              
３ その他の休暇 有給（法定休暇並びに慶弔休暇等）就業規則第 6 章による         

                  無給（介護休暇・育児休暇等）就業規則第 6 章による 

賃   金 
 

１ 基本給    時間給（ 1，000 円）、             
２ 諸手当及び賞与の額及び計算方法                   

    イ（経験手当  15 円/時間、 資格手当  10 円/時間） 
ロ（通勤手当  実費 上限 20,000 円） 

３ 所定時間外、休日又は深夜労働に対して支払われる割増賃金率   
  イ 所定時間外 法定超 月 45 時間以内   （25）％ 
              月 45～60 時間以内 （30）％ 

月 60 時間超    （50）％、、     
  ロ 休日 法定休日（35）％、法定外休日（25）％、     
  ハ 深夜（25）％                      
４ 賃金締切日  毎月末日   ５ 賃金支払日  毎月 20 日 
６ 賃金の支払方法（振込） 
７ 労使協定に基づく賃金支払い時の控除 
  （ 無 ,  ○有（労協新聞・社会連帯機構会費及び共済会費）） 
８ 昇給 （随時：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
９ 賞与（年 2 回予定：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
10 退職金（ 有（時期、金額等） ， ○無  ） 

退   職 

１ 定年制 （  （65 歳） ， 無 ） 

２ 継続雇用制度（ ○有  ， 無 ）            
３ 自己都合退職の手続（退職日の 30 日以上前に届け出ること）   
４ 解雇の事由及び手続   法人の規定及び労働基準法に遵う 

そ の 他 

・社会保険の加入状況（ 健康保険 厚生年金保険 介護保険 ）          

・雇用保険の適用（ ○有  ， 無 ）                
・その他 労災保険・福利厚生制度：（協同労働共済制度）     
・雇用管理の改善に関する相談窓口:（北海道事業本部総務経理センター） 
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勤務条件の内容 

職  種  パート職員（夜間事務） 

契 約 期 間 1．期間の定めなし 2．期間の定め有り（65 才以上、1 年毎の更新 
従 事 す る

業 務 内 容  コミュニティ施設の管理運営に関する業務全般 

始業・終業 
の時刻 

始業 17 時 00 分 ～ 終業 21 時 15 分 
始業 17 時 00 分 ～ 終業 22 時 00 分    

休憩時間  休憩時間 なし                    

所定時間外

労働の有無  所定時間外労働の有無（ ○有  ， 無 ）            

休   日 ・シフトによる休日 その他（12/29～1/3）    

休   暇 

１ 年次有給休暇 ６か月継続勤務した場合→法定通り     
         継続勤務６か月以内の年次有給休暇（有・○無）  

         時間単位年休（○有・無） 

２ 代替休暇（○有・無）              
３ その他の休暇 有給（法定休暇並びに慶弔休暇等）就業規則第 6 章による         

                  無給（介護休暇・育児休暇等）就業規則第 6 章による 

賃   金 
 

１ 基本給    時間給（ 1，000 円）、             
２ 諸手当及び賞与の額及び計算方法                   

    イ（経験手当  15 円/時間） 
ロ（通勤手当  実費 上限 20,000 円） 

３ 所定時間外、休日又は深夜労働に対して支払われる割増賃金率   
  イ 所定時間外 法定超 月 45 時間以内  （25）％ 
              月 45～60 時間以内（30）％ 

月 60 時間超   （50）％、、     
  ロ 休日 法定休日（35）％、法定外休日（25）％、     
  ハ 深夜（25）％                      
４ 賃金締切日  毎月末日   ５ 賃金支払日  毎月 20 日 
６ 賃金の支払方法（振込） 
７ 労使協定に基づく賃金支払い時の控除 
  （ 無 ,  ○有（労協新聞・社会連帯機構会費及び共済会費）） 
８ 昇給 （随時：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
９ 賞与（年 2 回予定：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
10 退職金（ 有（時期、金額等） ， ○無  ） 

退   職 

１ 定年制 （  （65 歳） ， 無 ） 

２ 継続雇用制度（ ○有  ， 無 ）            
３ 自己都合退職の手続（退職日の 30 日以上前に届け出ること）   
４ 解雇の事由及び手続  法人の規定及び労働基準法に遵う 

そ の 他 

・社会保険の加入状況（ 無 ）           
・雇用保険の適用（ ○有  ， 無 ）                
・その他 労災保険・福利厚生制度：（協同労働共済制度）    
・雇用管理の改善に関する相談窓口:（北海道事業本部総務経理センター） 
 



32 
 

勤務条件の内容 

職  種  パート職員（清掃） 

契 約 期 間 1．期間の定めなし 2．期間の定め有り（65 才以上、1 年毎の更新） 
従 事 す る

業 務 内 容  コミュニティ施設図書室の管理運営に関する業務全般  

始業・終業 
の時刻 始業 7 時 45 分 ～ 終業 12 時 45 分    

休憩時間  休憩時間 なし                    

所定時間外

労働の有無  所定時間外労働の有無（ ○有  ， 無 ）            

休   日 ・シフトによる休日 その他（12/29～1/3）    

休   暇 

１ 年次有給休暇 ６か月継続勤務した場合→法定通り     
         継続勤務６か月以内の年次有給休暇（有・○無）  

         時間単位年休（○有・無） 

２ 代替休暇（○有・無）              
３ その他の休暇 有給（法定休暇並びに慶弔休暇等）就業規則第 6 章による         

                  無給（介護休暇・育児休暇等）就業規則第 6 章による 

賃   金 
 

１ 基本給    時間給（ 1，000 円）、             
２ 諸手当及び賞与の額及び計算方法                   

    イ（経験手当  15 円/時間） 
ロ（通勤手当  実費 上限 20,000 円） 

３ 所定時間外、休日又は深夜労働に対して支払われる割増賃金率   
  イ 所定時間外 法定超 月 45 時間以内   （25）％ 
              月 45～60 時間以内 （30）％ 

月 60 時間超    （50）％、、     
  ロ 休日 法定休日（35）％、法定外休日（25）％、     
  ハ 深夜（25）％                      
４ 賃金締切日  毎月末日    ５ 賃金支払日  毎月 20 日 
６ 賃金の支払方法（振込） 
７ 労使協定に基づく賃金支払い時の控除 
  （ 無 ,  ○有（労協新聞・社会連帯機構会費及び共済会費）） 
８ 昇給 （随時：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
９ 賞与（年 2 回予定：但し事業全体あるいは事業所の経営状況による） 
10 退職金（ 有（時期、金額等） ， ○無  ） 

退   職 

１ 定年制 （  （65 歳） ， 無 ） 

２ 継続雇用制度（ ○有  ， 無 ）            
３ 自己都合退職の手続（退職日の 30 日以上前に届け出ること）   
４ 解雇の事由及び手続   法人の規定及び労働基準法に遵う 
   

そ の 他 

・社会保険の加入状況（ 無 ）           
・雇用保険の適用（ 無 ）                
・その他 労災保険・福利厚生制度：（協同労働共済制度）    
・雇用管理の改善に関する相談窓口:（北海道事業本部総務経理センター） 
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４ 職員の採用計画について具体的にご記入ください。 
① 現行スタッフが継続して運営に当たります。 

令和 4 年 9 月１日現在、「はちけん」の運営スタッフは 16 名ですが来年４月以降も、この

16 名の現行スタッフが継続して施設の運営に当たります。 

 

② 新スタッフの採用に当たっては地域の人材を第一に考えます。 

 過去、新たなスタッフを採用する場合、資格が求められる図書司書

についてはハローワークを通じますが、他スタッフの場合は募集広告

を館内に掲示する他、八軒地域を受け持つ北海道新聞の販売店に折込

チラシを入れる方法で行って来ました。これにより「はちけん」の現

行スタッフ 16名のうち 9名が地域在住の人間です。「地区センター」

という施設の場合、地域との結びつきが非常に大切になるので、今後とも同様の考え方で対

応します。       【写真：25 年度の図書ｽﾀｯﾌ募集の折込チラシ 八軒地域に 5,000 部配布】 

 

③ 採用に当たっては「はちけん」のスタッフの特殊性を十分に説明します。 
 過去の採用の状況を振り返ると「はちけん」のスタッフ募集には大きな反応が返ってきま

す。応募者からは「日頃、施設を利用していて働く環境が良さそうだから」と言った声も多

く聞かれます。ただその一方で、事務スタッフ＝単なる貸し室の受付業務、夜勤スタッフ＝

守衛的な仕事、図書スタッフ＝本好きなので楽しそう、と言った様に簡単に考えて応募して

来る例が少なくありません。「施設の運営に全員が関わり、業種に関係無く講座や事業を担っ

ていく」という「はちけん」が求めるスタッフ像について、しっかりとした説明をし理解を

深めて貰う事を徹底して行なって行きます。こうした丁寧な事前説明や、働き始めた後の先

輩スタッフの仕事の進め方に触れる中で、新任スタッフも積極的に講座の企画に関わるよう

になり確実に育って行きます。 
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５ 職員の人材育成及び研修計画について具体的にご記入ください（ただし、業務仕様書に

おいて研修が義務づけられているものを除く。）。 

①「はちけん」スタッフに求められる働き方を理解し実践する為に。 

 ―「はちけん」のスタッフは「事務」「図書」「清掃」と、基本的には働く内容に分けて 
採用しますが、「講座」「交流事業」等、施設全体として行う事業の企画立案、実行には全員 
に等しく関わる事を求めて行きます。更に「事務」であれば単に貸し室事業を間違いなく行 
う、「図書」であれば本の貸し出し・返却業務をこなす、という日常業務は最低限の事として 
捉え、それ以上に、利用者と親しい関係を築き、そこから地域の情報をキャッチ、施設の活 
動に繋げて行く事を求めて行きます。そうした「はちけんスタッフ」に求められる要素を身 
につけて貰う為に以下の形で研修を行います。 
 a.館長・副館長による基本研修（採用時から１週間） 
 b.先輩スタッフとの組み合わせによる実務研修（館長・副館長による研修後の３週間） 
 実務研修に於いては、例えば夜勤スタッフの場合でも、施設として全体の状況を把握 
 して貰う為、まずは日勤を体験して貰うような形で対応して行きます。 
②NPO 法人で実施する類似業務の研修に参加。 

 NPO 法人ワーカーズコープは「設問４－１」の回答で記した様に、全国で類似業務を展 
開しており、年に数回、類似業務の担当者が集まっての情報交換や業務遂行に必要な勉強会 
を実施しています。「はちけん」のスタッフもこれに適宜参加、そこで得た知識・情報を活 
かして行きます。法人における基本的な研修計画は以下の通りです。 
 

項 目 内 容 
新人研修 新たに入職した者を対象にした研修 

（入職後 3 ヵ月、6 ヵ月、1 年） 
業種別研修 公共ｻｰﾋﾞｽ、若者支援、清掃業務 

介護福祉等、業種における研修会の実

施（各年２～４回） 
リーダー研修 責任者を対象とした管理職研修 

（年１回程度） 
危機管理研修 危機管理マニュアルの活用についての

研修（年１回） 
実務体験研修 総務。経理業務に関する研修 

（年１～２回程度） 
 

③市等が企画する研修会への積極的な参加。 

 札幌市ではコミュニティ施設職員を対象とした「接遇」や「HP 作成」「チラシ作成」等の

研修会を企画して参加をよびかけてくれていますが、「はちけん」では過去この種の研修会に

は必ず参加、参加者がそこで得たノウハウを施設に持ち帰りスタッフ全員で共有します。 
施設運営に直接関係するこうした機会は貴重ですので、今後も積極的に取り組みます。 
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６ 防災業務の実施方針、防災業務の役割分担、防災訓練の予定、事故等への対応方法、消

防法への対応の内容について年度別の実施方法を含めて具体的にご記入ください。 
▼利用者が安心して地区センターを利用できるように、日頃からスタッフの安全への意識 

を高め、日常的な防災業務、災害時の対応等については「札幌市地域防災計画」を念頭に法 
人が作成した防災マニュアルに添って「はちけん地区センター消防計画」を策定してあり、 
これに添って行動します。 
 
≪予防的措置≫ 

１．安全チェックリストに基づいた日常点検。 

館内の設備や備品について安全チェックリストを作成、日常的に目を配り、以下の項目等 
について目を配ります。 
① 設備や備品に破損や劣化状態の点検、発見時の適切な措置 
② 避難経路に障害物等が置かれていないか、地震の際に倒れる危険のある資材を含む館 

内の整理整頓状態。 
③死角となる場所の不定期巡回 
④可燃物の整理 
⑤空き部屋の施錠管理 

 
２．消防機材関係機器の適切な保守点検の実施。 

 消防関係機材の保守点検業務は委託しますが、仕様書に定められた「年２回」の作業を 
適切に行ない緊急時に備えます。 
≪防災業務の役割分担≫ 

 館長を防火管理責任者とし、スタッフで以下の形の自衛消防隊を編成し、日頃の訓練を 
踏まえて緊急時の対応に当たります。 
 ◆指揮班（館長－施設の防災及び全体の安全管理体制を把握し適切に指導する。 
 ◆通報連絡班 －関連機関（消防・警察・警備会社・病院等）への通報・連絡を行なう。 
 ◆消火班   －災害を最小限に抑える為に、指揮班の指導のもと消火活動を行なう。 
 ◆避難誘導班 －指揮班の指導のもとに利用者を適切に避難誘導する。 
 ◆救護班   －負傷者に応急手当を行い、救急隊と密接な連絡をとって負傷者を速やか 

に病院搬送できる措置を取る。 
 ※「はちけん」には AED が配備されています。スタッフ全員が研修を受け取扱いに習熟 

するようにします。 
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≪防災訓練≫ 

各年度について以下の形で実施します。 
訓練種別 R5 年度 6 年度 7 年度 8 年度 9 年度 
消火訓練 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 
通報訓練 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 
避難訓練 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 7 月 1 月 
救護訓練 7 月  7 月  7 月  7 月  7 月  

    
・訓練の実施、消防設備の保守点検作業等については定められた書式により、その都度消防 
への届出を行い、適切なアドバイスを貰い、それを以降の防災業務に反映します。 

≪地域に声をかけての AED 実習訓練≫ 
 「はちけん」には平成 20 年度に AED が配備され、その際に取扱いの実習訓練を実施しま 
したが、それから時間が経ち、スタッフの入れ替わりもあった為、再度の訓練を早い段階 
で計画します。この訓練ではスタッフだけでなく地域や利用者にも声を掛けて、総合訓練 
の中に盛り込む等の工夫を施したいと思います。 

 
≪事故・事件等への対応≫ 

▼不審者対応 

地区センターは基本的に誰でも出入り自由の施設である為、不審者の出入りには常に注 
意を要します。対応策として 

①出入り口を利用者に周知徹底させると同時に、不審者の出入りに目を配ります。 
②閉館時の施錠を徹底します。 
③地域と密接に連絡を取り、不審者情報を交換、その情報をスタッフ全員で共有します。 
④施設内に不審者が侵入した場合は即座に利用者を避難させ 110 番通報や助けを求めます。 
⑤緊急連絡先等を一覧にして分かり易い場所に置き、スタッフの誰もが即行動に移れるよう 
に日頃から徹底しておきます。 

▼急病人・怪我人対応 

① 施設内で急病人や怪我人が出た場合、その人の年齢・性別・状態等の必要事項を適切 
に 119 番通報を行なえるよう、普段から訓練をします。 

②「緊急対策マニュアル」に基づく対応の徹底。 
  NPO 法人ワーカーズコープの母体団体「労協センター事業団」が緊急時の対応として 

まとめた「緊急対応マニュアル」に基づいて対応して行きます。 
▼高齢者対応 

  近隣にある高齢者施設に入居している高齢者が道に迷って来館する事があります。施 

設のリスト等が分かる専用のノートを準備、迷子になった人には施設に留まって貰い施設 

の担当者の迎えを待ったり、必要に応じて警察に連絡を取る等の対応をとります。 
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７ 当施設の運営に当たり、札幌市の「環境方針」（募集要項資料 16）に基づく環境保全行動

への取組について、計画があればご記入ください。 
 「はちけん」では平成 23 年の福島原発事故に伴う泊原発の運転停止を受け、24 年度から

夏・冬の節電に本腰を入れて取り組みました。また、平成 30 年 5 月からは電力の契約先を

見直す等、経費面も含め、電力やコピーの使用量等について目配りを続けています。来年

度以降も以下の点を意識して環境保全行動に取り組みます。 
1．CO2 排出量の削減 

  ①不要部分の照明オフの徹底 

  ②ブラインドの適切な使用による冷暖房負荷の軽減 

  ③空調の効率的運転(貸室利用者への協力依頼) 

  ④空調設備・電気・ガス器具の適切なメンテナンス 

  ⑤駐車場におけるアイドリングストップの徹底 

2．廃棄物の排出抑制 

  ①効率的な印刷・コピーによる紙使用量の削減 

  ②紙リサイクルの促進 

  ③環境への負荷の少ない洗剤使用の継続 

3．グリーン購入の促進 

  ①コピー用紙・文具類のグリーン購入継続 

  ②照明器具でのグリーン購入継続 

  ③「札幌市グリーン購入ガイドライン」に基づく環境に配慮した物品調達の促進 

 
８ 管理業務の仕様書に示す「施設、設備等の維持に関する管理」業務の具体的な実施要領

（第三者への委託を含む）、年度別の実施計画を示してください。 

  特に、安全性や市民サービスの向上、管理運営の節減に結びつく工夫の内容について、

積極的にアピールしてください。 

▼業務別の作業分担 

 仕様書に示された各種該当業務については以下の区分けで実施します。 

業務の種類 自前・委託の区分 業務の種類 自前・委託の区分 

a.清掃  日常清掃 

     定期清掃 

     高所窓清掃 

自前 

自前 

委託 

ｆ.建築基準法に基

づく建物・設備点

検 

委託 

b.警備 委託 g.駐車場管理 自前 

c.設備の運転・保守 

 管理・点検 

委託 h.外溝緑地管理 自前 

d.修繕   日常 

      大規模 

自前 

委託 

i.除排雪 委託 

e.備品管理 自前   
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▼年度別実施予定 

業務内容 R5 年度 6 年度 7 年度 8 年度 9 年度 

日常清掃 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 

定期清掃 仕様書に 

准じて 

仕様書に 

准じて 

仕様書に 

准じて 

仕様書に 

准じて 

仕様書に 

准じて 

高所窓ガラス清掃 年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 

機械警備 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 

電気設備点検 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検 月１回 月１回 月１回 月１回 月１回 

自動ﾄﾞｱ保守点検 年４回 年４回 年４回 年４回 年４回 

ﾎﾞｲﾗｰ保守点検 年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 

消防設備点検 年２回 年２回 年２回 年２回 年２回 

舞台装置点検 年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 

建築基準法 12 条 

に基づく建物・設

備点検 

年１回 

（設備） 

年１回 

（設備） 

年１回 

（設備・建物） 

年１回 

（設備） 

年１回 

（設備） 

修繕 適宜 適宜 適宜 適宜 適宜 

備品管理 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 

駐車場管理 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 

外溝緑地管理 適宜 適宜 適宜 適宜 適宜 

除排雪 12～3 月 12～3 月 12～3 月 12～3 月 12～3 月 

▼幾つかの業務を自前で行う事で得られるメリット 

①「日常清掃・定期清掃」・・・施設管理への意識向上と作業所との繋がり強化。 

 館内と敷地内の清掃は基本的に清掃スタッフが行いますが、フロアーのワックスがけやエ

アコン清掃などの大掛かりな作業についてはスタッフ全員で実施します。また清掃スタッフ

が勤務を終わった後の午後・夜間の時間帯には必要があれば事務・図書スタッフが清掃に当

たります。このように清掃専門のスタッフ以外が携わる事によって預かる施設への愛着が増

し、細かな気配りが生まれて来ています。「はちけん」は土足で入館できる施設ですが、ワッ

クスがけを行った後に、利用者から「靴のまま入っていいんですか？」と尋ねられる事がオ

ープンして 16年を経た今でも少なくありません。また利用者アンケートで「はちけん」を利

用する理由として「新しくてきれいだから」との回答が多いのも相変わらずです。高い意識

を持ったスタッフによる日常作業が、施設の評価に直結した結果であり、この方式は今後と

も続けて行きます。 

②福祉作業所、生保需給者の就労支援プログラムとして活用。 

 「はちけん」では 22年度から、障がいを持つ若者達に清掃作業のノウハウを学んで貰い、

それを就業に結び付けてもらう事を目的に、中央区の就労支援移行事業所「ぷらすハート 28」

からの研修生受け入れをスタートさせました。また 26年度からは札幌市からワーカーズコー

プが委託を受けた「生保需給者の就労支援事業」に協力、西区の生保需給者の清掃業務ボラ
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ンティア参加を受け入れました。これらの受入は新型コロナ感染拡大防止措置により、この 2

年間は実施出来ていませんが、福祉施設側から「状況に変化があれば是非再開を」との声が

寄せられており「はちけん」としても再開を強く望んでいます。生保受給者の清掃作業受入

れは「はちけん」独自の事業として現在も継続、更に令和 4 年 8 月からはワーカーズコープ

の事業である「就労支援ボランティア事業」として更に１名の受入を行いました。これらの

人達は「はちけん」にとっても春から秋にかけての「植栽管理」や冬季の除雪作業で大きな

戦力です。過去には「はちけん」に来ていた作業所のメンバーが一般 39企業への就職を果た

したケースもあり、これからもこうした形で貢献して行きます。 

③外構緑地管理…利用者・地域との繋がり強化。 

「はちけん」の植栽管理には色々な人が関わります。27 年度からは職員に加えグリーンボラ

ンティアサークル「花コパン」の皆さんに負うところが大きくなっています。春のプランタ

ーへの植付け作業や夏の雑草取りなどは互いに日程調整しながら作業を行います。 

緑地部分は雑草が生えやすく、その管理はスタッフだけでは難しい 

面がある為、これらの協力体制は本当に有難い話です。かつて雑草が 

茂っていた区画がきれいな花壇に変身、緑地管理業務を通じて施設と 

地域の協力関係が生まれています。こうした流れに感謝しつつ、これ 

からも繋がりを強めていきます。   【写真：地域のボランティアの方も参加した花壇整備作業】 

 

▼損害賠償保険の加入 

1．企業総合賠償責任保険…NPO 法人ワーカーズコープでは、指定管理者として過失により公 

の施設または、その設備を損傷した場合、または利用者に対し身体及び財産上の損害を与 

えた場合の賠償責任に備え㈱損害保険ジャパンの企業総合賠償責任保険に加入していま 

す。補償内容は以下の通りで市が求める要求水準を満たしています。 

        ◆対人賠償 １名 １億円 ・ １事故  ４億円 

        ◆対物賠償 １事故 1,000 万円 

 
2．リクリエーション保険…指定管理者として主催企画した講座や交流事業などの参加者のけ 
がなどに備え、㈱損害保険ジャパンのレクリエーション傷害保険に加入しています。補償 

内容は以下の通りです。 

◆死亡・後遺障害 300 万円    

        ◆入院保険金日額 4,000 円 

◆通院保険金日額 2,000 円 

 

3.ボランティア保険…「はちけん」のボランティア活動に参加してくれる方を対象に年度毎 

に西区社協のボランティア保険に加入します。 

 

 

※記載欄が足りない場合は、枠の大きさを任意に調整又は別紙として添付してください。 



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

親子

3 6 60組 45,000 60,000 0 15,000 30,000

1,000

小学生

3 6 45 35,000 45,000 0 15,000 20,000

1,000

地域住民

2 4 30 30,000 45,000 0 10,000 20,000

1,500

地域住民

2 4 20 20,000 40,000 0 10,000 10,000

2,000

趣味の手作り講座

　趣味の手作り講座については毎年度複数のコマを用意し
て実施しており、これを継続する。企画に当たっては流行の
要素を取り入れながら、「資源の再利用」や「気軽にチャレン
ジ」できる内容を探っていきたい。

支出

親子で参加出来る
講座

　図書室を含めた施設全体で、若い家族の利用が増えている。ス
ポーツ教室の付き添いやおはなし会の様子を見ても、父親の子育
て参加が当たり前になっている。以前から行っていた「ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰ
ｼﾞ」のような乳幼児と母親で参加する講座の他に、親子で楽しんで
リフレッシュできる講座(フィンガーペイント講座）や親子で協力して
何かを作り上げる講座(親子折り紙講座）など、子育てに楽しく役立
ててもらいながら他の家族とのつながりも広げてほしい。

子ども向け講座

主に夏休みや冬休み期間を使って、幼児から小学生を対象
にした講座を企画。「えのぐとあそぼう！」「干支の羽子板を
作ろう」などアート系の講座の他に、「将棋教室」や「ゆび編
み講座」などバラエティーに富んだ企画をしていきたい。運
動会前の「かけっこ講座」にも挑戦したい。

料理講座

　料理講座は何時も人気があり、過去には「スープカレー」
「飾り太巻き」「燻製づくり」等を開講していずれも定員を上回
る受講希望が寄せられた。スタッフが講師をした「肉まん講
座」を楽しみにしている地域住民もいる。トレンドやニーズに
アンテナを張りながら、地域の人気店にも声をかけながら、
男性や働いている人にも配慮した日程を工夫したい。

運営事業計画書（令和5年度）1/7

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

1 3 20 5,000 10,000 0 0 5,000

500

地域住民

2 10 30 35,000 45,000 0 25,000 10,000

1,500

地域住民

2 4 30 10,000 15,000 0 10,000 0

500

地域住民

2 4 40 40,000 60,000 0 20,000 20,000

1,500

健康関連講座

　地域の高齢化が確実に進む中、住民一人一人が健康を
意識して元気で過ごす事が地域活性化の基本となる。年齢
に係わらずに自分の身体を元気にする事を意識づけする企
画を実施する予定。実践例としては、「ゴムバンド体操教室」
「らくらくリラックスヨガ」、サークルになって活動中の「ズンバ
講座」など。

お出かけ講座

　過去には芸術の森美術館で開催された「スターウォーズ展」の鑑
賞企画を皮切りに翌年度には「北大散策ツアー」を実施。貸し室の
数が少ない「はちけん」にとって、一つのテーマで複数回に及ぶ講
座を企画をするのは利用者への影響も考慮すると難しい状況にあ
る為、施設から外に出る「お出かけ講座」は有効な手段である事に
加え参加者からの評判も上々。「百合が原公園散策ツアー」などの
他に、美術展や歴史的建造物などいろいろな所へ地域の皆さんと
出かけていきたい。

大人の勉強部屋

　「はちけん」の定番企画、年に２コマ程度実施したい。地域
には向学心に燃えながらも、施設に足を運ぶ機会の少ない
定年後の男性等も多くいる為、「大人の興味を満足させられ
る内容」を企画して、地区センターを訪れるきっかけ作りとし
たい。過去には「琴似屯田兵村の歴史」「天文を楽しもう」な
どを行った。

図書関係講座

　八軒地域は子どもから大人まで読書熱が高く、図書室に
対する期待も高い。この期待に応えるべく図書スタッフが企
画する本関係の講座を実施。長年親交のある読み聞かせ
の達人を講師にお呼びしての講座を開催したり、小学生向
けの「一日司書体験」などで、本の魅力を伝えて行きたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入 支出



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

2 4 30 20,000 30,000 0 10,000 10,000

1,000

地域住民

2 4 30 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 100 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 40 0 0 0 0 0

0

　当施設の設置目的「地域住民のコミュニティ活動助長」を
進めるために大切な講座と捉えている。地域懇談会の要素
も織り交ぜながら、地域の課題や困りごとの解決を多様な
前例で学んだり意見交換をする中で、講座の枠を超えた「住
民達の活動」につながる可能性もあり得ると考えている。

ガーデニング講座

高齢者理解と介護
の講座

支出
総経費

事業予算額
回数

西区との共催
講座

　敷地内の花壇は、整備に当たっているグリーンボランティ
アサークルの皆さんのおかげで、地域や利用者からも好評
価をいただいている。サークルメンバーの増加も期待して、
講座を通じて多くの地域住民が繋がれるような企画をサーク
ルの皆さんと相談しながら考えていきたい。例えば「種から
苗を育てよう」「寄せ植え講座」など。

　「認知症サポーター養成講座」や「体験型ボランティア養成
講座」など、座学や動画視聴・車椅子などを使った具体的な
研修を通じて、介護する側・される側にとらわれずに学び合
う講座。自身の体験なども語り合えるような、フォローアップ
研修につなげていきたい。介護予防センター八軒との共催。

　地域振興課による「西区ときわ大学」が再開の場合はホー
ルを会場にして開催に協力したい。地域に因んだテーマや
題材を提案できればと思っている。西区健康・子ども課との
共催「市民健康教育講座」も続けていきたい。

運営事業計画書（令和5年度）3/7

総時間数目的、内容、期待される効果など事業名 収入

まちづくり講座



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

来館者

5 10,000 0 0 0 10,000

0

地域住民
(多世代）

12 24 12,000 30,000 0 50,000 0 30,000

0

地域住民

2 6 600 40,000 0 60,000 0 40,000

0

地域住民

1 3 20 20,000 0 40,000 0 20,000

1,000

はちけん
みんなのひろば

サロン・ド・ハッチ

はちけん
はあとフェスタ

はちけん
ハンドメイドマーケット

運営事業計画書（令和5年度）4/7

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

アトリウムの壁やパネルを利用して、季節などをテーマにし
た展示型交流事業。コロナ禍においても来館者が自由に参
加できて、張り出されたメッセージを読む楽しみもある。地区
センターを訪れる人々を巻き込んだワークショップ的なこの
事業を、様々なテーマで展開していきたい。

毎月1回開催のサロン・ド・ハッチは、「うたの会」「子育てサ
ロン」「手仕事の会」「リズム体操」などを通して、小さな子ど
ものいる親子から高齢者まで同じ空間で楽しめる多世代交
流事業。特に「うたの会」は、地域住民と「はちけん」を結び
つける原動力だが、コロナ禍でそのままの形で再開できない
うちは、地域住民や利用サークルと相談しながらコンサート
やステージの形で年数回実施したい。

「はちけん」の最大規模の交流事業として、春と秋に2回開
催。春はフリーマーケット、秋は健康をメインテーマに、日頃
の地域住民や施設利用者とのつながりを活かして、スタッフ
とボランティアが力を合わせて運営する。本来は、作業所の
作品販売・模擬店・パフォーマンス・ワークショップ・ゲームな
ど多様な企画をしてきたが、感染拡大防止に努めながら、可
能なことから再開したい。

手作り品に限定したフリーマーケットは特に女性に人気のイ
ベント。「はちけん」利用のサークルや手作り作家に声をか
け、地域住民からも募集して、20〜30店舗揃えて開催した
い。感染状況を見極めながら、開催を検討していきたい。

支出
総経費

収入

事業予算額



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

1 2 150 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

西区との
共催事業

連合町内会等との
共催事業

回数

コンサートなど音楽の催しにはいつもたくさんの地域住民が
集まってくれる八軒地区。「西区文化フェスタ」などの規模の
大きい音楽の催しを、西区との共催で行いたい。

他団体との
共催・協力事業
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事業名 目的、内容、期待される効果など

日常的に連合町内会やまちづくりセンター・福祉のまち推進
センター等との連携を密に取りあい、共催で地域密着型の
交流事業を実施したい。過去の例では連合町内会との「子
ども体験遊びリンピック」や、福まちとの共催で多世代交流
を目的に開催した「パットカーリング大会」など。

施設オープン以来、様々な団体といろいろな場面でいっしょ
になって多くの企画を実行してきた。地域の小中学校、地域
包括ケアを担う団体、児童会館、地域のラジオ局や新聞販
売店、地元の飲食店や企業など、日頃の関係を活かして声
をかけ、地域の活性化につながる交流事業を実施したい。

総時間数
事業予算額

総経費
収入 支出



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

子ども活用
①子どもとその保護者が利用する「親子限定活用」と、②①
に小中学生を加えた「親子・子ども活用」を開催。広いホー
ルを遊びのスペースとして提供。

12 36

卓球活用
卓球愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維持に役
立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役立てて
もらう。

12 36

バドミントン活用
バドミントン愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維
持に役立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役
立ててもらう。

12 36

リフレッシュ運動教室
地域の65歳以上を対象に、生涯元気を応援するため運動を
通じて「体力作り」や「認知症予防」を行う全12回。年に2回
行う。

24 48

おはなし会
地域の親子や子どもたちが楽しみにしている月に1度の「お
はなし会」は、読み聞かせボランティアサークルの活動を令
和4年度より地域の憩いの場として行っている。

12 18

アトリウム展示

高い吹き抜けの開放的なスペースを使って、地域の工芸作
家やサークル（習字・写真・絵画など）の作品や、他団体の
情報を展示。来館者が足を止めて楽しく見入っていることが
多い。

5

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

毎月1回の開催を予定。コロナ禍においては、感染拡
大防止の観点から「親子限定活用」を人数制限・予約
制で行っている。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

地域の高齢者に人気のこの事業は、「介護予防セン
ター八軒」との共催。平成30年から行っている。

1階A室の壁を開放してアトリウムに広げ、コロナ禍に
も対応できる環境を提供。

他団体の情報展示の実績としては、「西区食生活改
善推進員活動パネル展示」「西区第1エリア生活支援
推進員まちづくりアンケート」「盲導犬協会写真展」な
ど。

その他
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様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

小・中学校の
施設活用

近隣の小中学校の学習に協力。単なる見学に終わらないよ
う、事前の打合せや質問をもとに対応することで、地域に根
ざした公共施設をじっくり学んでもらう。

3

連合町内会活動に
施設を提供

地域とのつながりを大切にして情報交換を行い、町内会の
イベントの際には、パネル等備品の貸し出しや準備のため
のスペース提供で協力。

2 6

フリースペースを
目的別に提供

長年、アトリウムのフリースペースを「バス待合」や「自習
コーナー」などの目的別に利用できる工夫をしている。使用
については来館者に任せて活用事業の枠には入れていな
い。

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

バス停の見える場所のベンチや階段下の自習コー
ナーは、来館者のニーズとして認知され利用されてい
る。施設としては誤った利用がないか見回りを行って
いる。

例えば納涼まつり前のちょうちん制作など、町内会主
催で大人数が集まる場所として、ホールを提供。

小学生の施設探検や中学生の職業体験などの他
に、児童生徒の作品発表の場所としても活用してもら
うことで、地区センターに親しみを持ってもらいたい。

その他
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様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

親子

3 6 60組 45,000 60,000 0 15,000 30,000

1,000

小学生

3 6 45 35,000 45,000 0 15,000 20,000

1,000

地域住民

2 4 30 30,000 45,000 0 10,000 20,000

1,500

地域住民

2 4 20 20,000 40,000 0 10,000 10,000

2,000

趣味の手作り講座

　趣味の手作り講座については毎年度複数のコマを用意し
て実施しており、これを継続する。企画に当たっては流行の
要素を取り入れながら、「資源の再利用」や「気軽にチャレン
ジ」できる内容を探っていきたい。

親子で参加出来る
講座

　図書室を含めた施設全体で、若い家族の利用が増えている。ス
ポーツ教室の付き添いやおはなし会の様子を見ても、父親の子育
て参加が当たり前になっている。以前から行っていた「ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰ
ｼﾞ」のような乳幼児と母親で参加する講座の他に、親子で楽しんで
リフレッシュできる講座(フィンガーペイント講座）や親子で協力して
何かを作り上げる講座(親子折り紙講座）など、子育てに楽しく役立
ててもらいながら他の家族とのつながりも広げてほしい。

子ども向け講座

主に夏休みや冬休み期間を使って、幼児から小学生を対象
にした講座を企画。「えのぐとあそぼう！」「干支の羽子板を
作ろう」などアート系の講座の他に、「将棋教室」や「ゆび編
み講座」などバラエティーに富んだ企画をしていきたい。運
動会前の「かけっこ講座」にも挑戦したい。

料理講座

　料理講座は何時も人気があり、過去には「スープカレー」
「飾り太巻き」「燻製づくり」等を開講していずれも定員を上回
る受講希望が寄せられた。スタッフが講師をした「肉まん講
座」を楽しみにしている地域住民もいる。トレンドやニーズに
アンテナを張りながら、地域の人気店にも声をかけながら、
男性や働いている人にも配慮した日程を工夫したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入 支出



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

1 3 20 5,000 10,000 0 0 5,000

500

地域住民

2 10 30 35,000 45,000 0 25,000 10,000

1,500

地域住民

2 4 30 10,000 15,000 0 10,000 0

500

地域住民

2 4 40 40,000 60,000 0 20,000 20,000

1,500

健康関連講座

　地域の高齢化が確実に進む中、住民一人一人が健康を
意識して元気で過ごす事が地域活性化の基本となる。年齢
に係わらずに自分の身体を元気にする事を意識づけする企
画を実施する予定。実践例としては、「ゴムバンド体操教室」
「らくらくリラックスヨガ」、サークルになって活動中の「ズンバ
講座」など。

支出

お出かけ講座

　過去には芸術の森美術館で開催された「スターウォーズ展」の鑑
賞企画を皮切りに翌年度には「北大散策ツアー」を実施。貸し室の
数が少ない「はちけん」にとって、一つのテーマで複数回に及ぶ講
座を企画をするのは利用者への影響も考慮すると難しい状況にあ
る為、施設から外に出る「お出かけ講座」は有効な手段である事に
加え参加者からの評判も上々。「百合が原公園散策ツアー」などの
他に、美術展や歴史的建造物などいろいろな所へ地域の皆さんと
出かけていきたい。

大人の勉強部屋

　「はちけん」の定番企画、年に２コマ程度実施したい。地域
には向学心に燃えながらも、施設に足を運ぶ機会の少ない
定年後の男性等も多くいる為、「大人の興味を満足させられ
る内容」を企画して、地区センターを訪れるきっかけ作りとし
たい。過去には「琴似屯田兵村の歴史」「天文を楽しもう」な
どを行った。

図書関係講座

　八軒地域は子どもから大人まで読書熱が高く、図書室に
対する期待も高い。この期待に応えるべく図書スタッフが企
画する本関係の講座を実施。長年親交のある読み聞かせ
の達人を講師にお呼びしての講座を開催したり、小学生向
けの「一日司書体験」などで、本の魅力を伝えて行きたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

2 4 30 20,000 30,000 0 10,000 10,000

1,000

地域住民

2 4 30 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 100 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 40 0 0 0 0 0

0

まちづくり講座

　当施設の設置目的「地域住民のコミュニティ活動助長」を
進めるために大切な講座と捉えている。地域懇談会の要素
も織り交ぜながら、地域の課題や困りごとの解決を多様な
前例で学んだり意見交換をする中で、講座の枠を超えた「住
民達の活動」につながる可能性もあり得ると考えている。

支出

ガーデニング講座

　敷地内の花壇は、整備に当たっているグリーンボランティ
アサークルの皆さんのおかげで、地域や利用者からも好評
価をいただいている。サークルメンバーの増加も期待して、
講座を通じて多くの地域住民が繋がれるような企画をサーク
ルの皆さんと相談しながら考えていきたい。例えば「種から
苗を育てよう」「寄せ植え講座」など。

高齢者理解と介護
の講座

　「認知症サポーター養成講座」や「体験型ボランティア養成
講座」など、座学や動画視聴・車椅子などを使った具体的な
研修を通じて、介護する側・される側にとらわれずに学び合
う講座。自身の体験なども語り合えるような、フォローアップ
研修につなげていきたい。介護予防センター八軒との共催。

西区との共催
講座

　地域振興課による「西区ときわ大学」が再開の場合はホー
ルを会場にして開催に協力したい。地域に因んだテーマや
題材を提案できればと思っている。西区健康・子ども課との
共催「市民健康教育講座」も続けていきたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

来館者

5 10,000 0 0 0 10,000

0

地域住民
(多世代）

12 24 12,000 30,000 0 50,000 0 30,000

0

地域住民

2 6 600 40,000 0 60,000 0 40,000

0

地域住民

1 3 20 20,000 0 40,000 0 20,000

1,000

はちけん
ハンドメイドマーケット

手作り品に限定したフリーマーケットは特に女性に人気のイ
ベント。「はちけん」利用のサークルや手作り作家に声をか
け、地域住民からも募集して、20〜30店舗揃えて開催した
い。感染状況を見極めながら、開催を検討していきたい。

支出

はちけん
みんなのひろば

アトリウムの壁やパネルを利用して、季節などをテーマにし
た展示型交流事業。コロナ禍においても来館者が自由に参
加できて、張り出されたメッセージを読む楽しみもある。地区
センターを訪れる人々を巻き込んだワークショップ的なこの
事業を、様々なテーマで展開していきたい。

サロン・ド・ハッチ

毎月1回開催のサロン・ド・ハッチは、「うたの会」「子育てサ
ロン」「手仕事の会」「リズム体操」などを通して、小さな子ど
ものいる親子から高齢者まで同じ空間で楽しめる多世代交
流事業。特に「うたの会」は、地域住民と「はちけん」を結び
つける原動力だが、コロナ禍でそのままの形で再開できない
うちは、地域住民や利用サークルと相談しながらコンサート
やステージの形で年数回実施したい。

はちけん
はあとフェスタ

「はちけん」の最大規模の交流事業として、春と秋に2回開
催。春はフリーマーケット、秋は健康をメインテーマに、日頃
の地域住民や施設利用者とのつながりを活かして、スタッフ
とボランティアが力を合わせて運営する。本来は、作業所の
作品販売・模擬店・パフォーマンス・ワークショップ・ゲームな
ど多様な企画をしてきたが、感染拡大防止に努めながら、可
能なことから再開したい。

運営事業計画書（令和6年度）4/7

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

1 2 150 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

支出

西区との
共催事業

コンサートなど音楽の催しにはいつもたくさんの地域住民が
集まってくれる八軒地区。「西区文化フェスタ」などの規模の
大きい音楽の催しを、西区との共催で行いたい。

連合町内会等との
共催事業

日常的に連合町内会やまちづくりセンター・福祉のまち推進
センター等との連携を密に取りあい、共催で地域密着型の
交流事業を実施したい。過去の例では連合町内会との「子
ども体験遊びリンピック」や、福まちとの共催で多世代交流
を目的に開催した「パットカーリング大会」など。

他団体との
共催・協力事業

施設オープン以来、様々な団体といろいろな場面でいっしょ
になって多くの企画を実行してきた。地域の小中学校、地域
包括ケアを担う団体、児童会館、地域のラジオ局や新聞販
売店、地元の飲食店や企業など、日頃の関係を活かして声
をかけ、地域の活性化につながる交流事業を実施したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

子ども活用
①子どもとその保護者が利用する「親子限定活用」と、②①
に小中学生を加えた「親子・子ども活用」を開催。広いホー
ルを遊びのスペースとして提供。

12 36

卓球活用
卓球愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維持に役
立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役立てて
もらう。

12 36

バドミントン活用
バドミントン愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維
持に役立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役
立ててもらう。

12 36

リフレッシュ運動教室
地域の65歳以上を対象に、生涯元気を応援するため運動を
通じて「体力作り」や「認知症予防」を行う全12回。年に2回
行う。

24 48

おはなし会
地域の親子や子どもたちが楽しみにしている月に1度の「お
はなし会」は、読み聞かせボランティアサークルの活動を令
和4年度より地域の憩いの場として行っている。

12 18

アトリウム展示

高い吹き抜けの開放的なスペースを使って、地域の工芸作
家やサークル（習字・写真・絵画など）の作品や、他団体の
情報を展示。来館者が足を止めて楽しく見入っていることが
多い。

5

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

1階A室の壁を開放してアトリウムに広げ、コロナ禍に
も対応できる環境を提供。

他団体の情報展示の実績としては、「西区食生活改
善推進員活動パネル展示」「西区第1エリア生活支援
推進員まちづくりアンケート」「盲導犬協会写真展」な
ど。
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その他

毎月1回の開催を予定。コロナ禍においては、感染拡
大防止の観点から「親子限定活用」を人数制限・予約
制で行っている。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

地域の高齢者に人気のこの事業は、「介護予防セン
ター八軒」との共催。平成30年から行っている。



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

小・中学校の
施設活用

近隣の小中学校の学習に協力。単なる見学に終わらないよ
う、事前の打合せや質問をもとに対応することで、地域に根
ざした公共施設をじっくり学んでもらう。

3

連合町内会活動に
施設を提供

地域とのつながりを大切にして情報交換を行い、町内会の
イベントの際には、パネル等備品の貸し出しや準備のため
のスペース提供で協力。

2 6

フリースペースを
目的別に提供

長年、アトリウムのフリースペースを「バス待合」や「自習
コーナー」などの目的別に利用できる工夫をしている。使用
については来館者に任せて活用事業の枠には入れていな
い。

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

バス停の見える場所のベンチや階段下の自習コー
ナーは、来館者のニーズとして認知され利用されてい
る。施設としては誤った利用がないか見回りを行って
いる。
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その他

小学生の施設探検や中学生の職業体験などの他
に、児童生徒の作品発表の場所としても活用してもら
うことで、地区センターに親しみを持ってもらいたい。

例えば納涼まつり前のちょうちん制作など、町内会主
催で大人数が集まる場所として、ホールを提供。



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

親子

3 6 60組 45,000 60,000 0 15,000 30,000

1,000

小学生

3 6 45 35,000 45,000 0 15,000 20,000

1,000

地域住民

2 4 30 30,000 45,000 0 10,000 20,000

1,500

地域住民

2 4 20 20,000 40,000 0 10,000 10,000

2,000

趣味の手作り講座

　趣味の手作り講座については毎年度複数のコマを用意し
て実施しており、これを継続する。企画に当たっては流行の
要素を取り入れながら、「資源の再利用」や「気軽にチャレン
ジ」できる内容を探っていきたい。

親子で参加出来る
講座

　図書室を含めた施設全体で、若い家族の利用が増えている。ス
ポーツ教室の付き添いやおはなし会の様子を見ても、父親の子育
て参加が当たり前になっている。以前から行っていた「ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰ
ｼﾞ」のような乳幼児と母親で参加する講座の他に、親子で楽しんで
リフレッシュできる講座(フィンガーペイント講座）や親子で協力して
何かを作り上げる講座(親子折り紙講座）など、子育てに楽しく役
立ててもらいながら他の家族とのつながりも広げてほしい。

子ども向け講座

主に夏休みや冬休み期間を使って、幼児から小学生を対象
にした講座を企画。「えのぐとあそぼう！」「干支の羽子板を
作ろう」などアート系の講座の他に、「将棋教室」や「ゆび編
み講座」などバラエティーに富んだ企画をしていきたい。運
動会前の「かけっこ講座」にも挑戦したい。

料理講座

　料理講座は何時も人気があり、過去には「スープカレー」
「飾り太巻き」「燻製づくり」等を開講していずれも定員を上回
る受講希望が寄せられた。スタッフが講師をした「肉まん講
座」を楽しみにしている地域住民もいる。トレンドやニーズに
アンテナを張りながら、地域の人気店にも声をかけながら、
男性や働いている人にも配慮した日程を工夫したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入 支出



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

1 3 20 5,000 10,000 0 0 5,000

500

地域住民

2 10 30 35,000 45,000 0 25,000 10,000

1,500

地域住民

2 4 30 10,000 15,000 0 10,000 0

500

地域住民

2 4 40 40,000 60,000 0 20,000 20,000

1,500

健康関連講座

　地域の高齢化が確実に進む中、住民一人一人が健康を
意識して元気で過ごす事が地域活性化の基本となる。年齢
に係わらずに自分の身体を元気にする事を意識づけする企
画を実施する予定。実践例としては、「ゴムバンド体操教室」
「らくらくリラックスヨガ」、サークルになって活動中の「ズンバ
講座」など。

支出

お出かけ講座

　過去には芸術の森美術館で開催された「スターウォーズ展」の
鑑賞企画を皮切りに翌年度には「北大散策ツアー」を実施。貸し室
の数が少ない「はちけん」にとって、一つのテーマで複数回に及ぶ
講座を企画をするのは利用者への影響も考慮すると難しい状況
にある為、施設から外に出る「お出かけ講座」は有効な手段であ
る事に加え参加者からの評判も上々。「百合が原公園散策ツ
アー」などの他に、美術展や歴史的建造物などいろいろな所へ地
域の皆さんと出かけていきたい。

大人の勉強部屋

　「はちけん」の定番企画、年に２コマ程度実施したい。地域
には向学心に燃えながらも、施設に足を運ぶ機会の少ない
定年後の男性等も多くいる為、「大人の興味を満足させられ
る内容」を企画して、地区センターを訪れるきっかけ作りとし
たい。過去には「琴似屯田兵村の歴史」「天文を楽しもう」な
どを行った。

図書関係講座

　八軒地域は子どもから大人まで読書熱が高く、図書室に
対する期待も高い。この期待に応えるべく図書スタッフが企
画する本関係の講座を実施。長年親交のある読み聞かせ
の達人を講師にお呼びしての講座を開催したり、小学生向
けの「一日司書体験」などで、本の魅力を伝えて行きたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

2 4 30 20,000 30,000 0 10,000 10,000

1,000

地域住民

2 4 30 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 100 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 40 0 0 0 0 0

0

まちづくり講座

　当施設の設置目的「地域住民のコミュニティ活動助長」を
進めるために大切な講座と捉えている。地域懇談会の要素
も織り交ぜながら、地域の課題や困りごとの解決を多様な前
例で学んだり意見交換をする中で、講座の枠を超えた「住民
達の活動」につながる可能性もあり得ると考えている。

支出

ガーデニング講座

　敷地内の花壇は、整備に当たっているグリーンボランティ
アサークルの皆さんのおかげで、地域や利用者からも好評
価をいただいている。サークルメンバーの増加も期待して、
講座を通じて多くの地域住民が繋がれるような企画をサーク
ルの皆さんと相談しながら考えていきたい。例えば「種から
苗を育てよう」「寄せ植え講座」など。

高齢者理解と介護
の講座

　「認知症サポーター養成講座」や「体験型ボランティア養成
講座」など、座学や動画視聴・車椅子などを使った具体的な
研修を通じて、介護する側・される側にとらわれずに学び合
う講座。自身の体験なども語り合えるような、フォローアップ
研修につなげていきたい。介護予防センター八軒との共催。

西区との共催
講座

　地域振興課による「西区ときわ大学」が再開の場合はホー
ルを会場にして開催に協力したい。地域に因んだテーマや
題材を提案できればと思っている。西区健康・子ども課との
共催「市民健康教育講座」も続けていきたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

来館者

5 10,000 0 0 0 10,000

0

地域住民
(多世代）

12 24 12,000 30,000 0 50,000 0 30,000

0

地域住民

2 6 600 40,000 0 60,000 0 40,000

0

地域住民

1 3 20 20,000 0 40,000 0 20,000

1,000

はちけん
ハンドメイドマーケット

手作り品に限定したフリーマーケットは特に女性に人気のイ
ベント。「はちけん」利用のサークルや手作り作家に声をか
け、地域住民からも募集して、20〜30店舗揃えて開催した
い。感染状況を見極めながら、開催を検討していきたい。

支出

はちけん
みんなのひろば

アトリウムの壁やパネルを利用して、季節などをテーマにし
た展示型交流事業。コロナ禍においても来館者が自由に参
加できて、張り出されたメッセージを読む楽しみもある。地区
センターを訪れる人々を巻き込んだワークショップ的なこの
事業を、様々なテーマで展開していきたい。

サロン・ド・ハッチ

毎月1回開催のサロン・ド・ハッチは、「うたの会」「子育てサ
ロン」「手仕事の会」「リズム体操」などを通して、小さな子ど
ものいる親子から高齢者まで同じ空間で楽しめる多世代交
流事業。特に「うたの会」は、地域住民と「はちけん」を結び
つける原動力だが、コロナ禍でそのままの形で再開できない
うちは、地域住民や利用サークルと相談しながらコンサート
やステージの形で年数回実施したい。

はちけん
はあとフェスタ

「はちけん」の最大規模の交流事業として、春と秋に2回開
催。春はフリーマーケット、秋は健康をメインテーマに、日頃
の地域住民や施設利用者とのつながりを活かして、スタッフ
とボランティアが力を合わせて運営する。本来は、作業所の
作品販売・模擬店・パフォーマンス・ワークショップ・ゲームな
ど多様な企画をしてきたが、感染拡大防止に努めながら、可
能なことから再開したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

1 2 150 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

支出

西区との
共催事業

コンサートなど音楽の催しにはいつもたくさんの地域住民が
集まってくれる八軒地区。「西区文化フェスタ」などの規模の
大きい音楽の催しを、西区との共催で行いたい。

連合町内会等との
共催事業

日常的に連合町内会やまちづくりセンター・福祉のまち推進
センター等との連携を密に取りあい、共催で地域密着型の
交流事業を実施したい。過去の例では連合町内会との「子
ども体験遊びリンピック」や、福まちとの共催で多世代交流
を目的に開催した「パットカーリング大会」など。

他団体との
共催・協力事業

施設オープン以来、様々な団体といろいろな場面でいっしょ
になって多くの企画を実行してきた。地域の小中学校、地域
包括ケアを担う団体、児童会館、地域のラジオ局や新聞販
売店、地元の飲食店や企業など、日頃の関係を活かして声
をかけ、地域の活性化につながる交流事業を実施したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

子ども活用
①子どもとその保護者が利用する「親子限定活用」と、②①
に小中学生を加えた「親子・子ども活用」を開催。広いホー
ルを遊びのスペースとして提供。

12 36

卓球活用
卓球愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維持に役
立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役立てて
もらう。

12 36

バドミントン活用
バドミントン愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維
持に役立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役
立ててもらう。

12 36

リフレッシュ運動教室
地域の65歳以上を対象に、生涯元気を応援するため運動を
通じて「体力作り」や「認知症予防」を行う全12回。年に2回
行う。

24 48

おはなし会
地域の親子や子どもたちが楽しみにしている月に1度の「お
はなし会」は、読み聞かせボランティアサークルの活動を令
和4年度より地域の憩いの場として行っている。

12 18

アトリウム展示

高い吹き抜けの開放的なスペースを使って、地域の工芸作
家やサークル（習字・写真・絵画など）の作品や、他団体の
情報を展示。来館者が足を止めて楽しく見入っていることが
多い。

5

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

1階A室の壁を開放してアトリウムに広げ、コロナ禍に
も対応できる環境を提供。

他団体の情報展示の実績としては、「西区食生活改
善推進員活動パネル展示」「西区第1エリア生活支援
推進員まちづくりアンケート」「盲導犬協会写真展」な
ど。
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その他

毎月1回の開催を予定。コロナ禍においては、感染拡
大防止の観点から「親子限定活用」を人数制限・予約
制で行っている。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

地域の高齢者に人気のこの事業は、「介護予防セン
ター八軒」との共催。平成30年から行っている。



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

小・中学校の
施設活用

近隣の小中学校の学習に協力。単なる見学に終わらないよ
う、事前の打合せや質問をもとに対応することで、地域に根
ざした公共施設をじっくり学んでもらう。

3

連合町内会活動に
施設を提供

地域とのつながりを大切にして情報交換を行い、町内会の
イベントの際には、パネル等備品の貸し出しや準備のため
のスペース提供で協力。

2 6

フリースペースを
目的別に提供

長年、アトリウムのフリースペースを「バス待合」や「自習
コーナー」などの目的別に利用できる工夫をしている。使用
については来館者に任せて活用事業の枠には入れていな
い。

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

バス停の見える場所のベンチや階段下の自習コー
ナーは、来館者のニーズとして認知され利用されてい
る。施設としては誤った利用がないか見回りを行って
いる。
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その他

小学生の施設探検や中学生の職業体験などの他に、
児童生徒の作品発表の場所としても活用してもらうこ
とで、地区センターに親しみを持ってもらいたい。

例えば納涼まつり前のちょうちん制作など、町内会主
催で大人数が集まる場所として、ホールを提供。



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

親子

3 6 60組 45,000 60,000 0 15,000 30,000

1,000

小学生

3 6 45 35,000 45,000 0 15,000 20,000

1,000

地域住民

2 4 30 30,000 45,000 0 10,000 20,000

1,500

地域住民

2 4 20 20,000 40,000 0 10,000 10,000

2,000

趣味の手作り講座

　趣味の手作り講座については毎年度複数のコマを用意し
て実施しており、これを継続する。企画に当たっては流行の
要素を取り入れながら、「資源の再利用」や「気軽にチャレン
ジ」できる内容を探っていきたい。

親子で参加出来る
講座

　図書室を含めた施設全体で、若い家族の利用が増えている。ス
ポーツ教室の付き添いやおはなし会の様子を見ても、父親の子育
て参加が当たり前になっている。以前から行っていた「ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰ
ｼﾞ」のような乳幼児と母親で参加する講座の他に、親子で楽しんで
リフレッシュできる講座(フィンガーペイント講座）や親子で協力して
何かを作り上げる講座(親子折り紙講座）など、子育てに楽しく役
立ててもらいながら他の家族とのつながりも広げてほしい。

子ども向け講座

主に夏休みや冬休み期間を使って、幼児から小学生を対象
にした講座を企画。「えのぐとあそぼう！」「干支の羽子板を
作ろう」などアート系の講座の他に、「将棋教室」や「ゆび編
み講座」などバラエティーに富んだ企画をしていきたい。運
動会前の「かけっこ講座」にも挑戦したい。

料理講座

　料理講座は何時も人気があり、過去には「スープカレー」
「飾り太巻き」「燻製づくり」等を開講していずれも定員を上回
る受講希望が寄せられた。スタッフが講師をした「肉まん講
座」を楽しみにしている地域住民もいる。トレンドやニーズに
アンテナを張りながら、地域の人気店にも声をかけながら、
男性や働いている人にも配慮した日程を工夫したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入 支出



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

1 3 20 5,000 10,000 0 0 5,000

500

地域住民

2 10 30 35,000 45,000 0 25,000 10,000

1,500

地域住民

2 4 30 10,000 15,000 0 10,000 0

500

地域住民

2 4 40 40,000 60,000 0 20,000 20,000

1,500

健康関連講座

　地域の高齢化が確実に進む中、住民一人一人が健康を
意識して元気で過ごす事が地域活性化の基本となる。年齢
に係わらずに自分の身体を元気にする事を意識づけする企
画を実施する予定。実践例としては、「ゴムバンド体操教室」
「らくらくリラックスヨガ」、サークルになって活動中の「ズンバ
講座」など。

支出

お出かけ講座

　過去には芸術の森美術館で開催された「スターウォーズ展」の
鑑賞企画を皮切りに翌年度には「北大散策ツアー」を実施。貸し室
の数が少ない「はちけん」にとって、一つのテーマで複数回に及ぶ
講座を企画をするのは利用者への影響も考慮すると難しい状況
にある為、施設から外に出る「お出かけ講座」は有効な手段であ
る事に加え参加者からの評判も上々。「百合が原公園散策ツ
アー」などの他に、美術展や歴史的建造物などいろいろな所へ地
域の皆さんと出かけていきたい。

大人の勉強部屋

　「はちけん」の定番企画、年に２コマ程度実施したい。地域
には向学心に燃えながらも、施設に足を運ぶ機会の少ない
定年後の男性等も多くいる為、「大人の興味を満足させられ
る内容」を企画して、地区センターを訪れるきっかけ作りとし
たい。過去には「琴似屯田兵村の歴史」「天文を楽しもう」な
どを行った。

図書関係講座

　八軒地域は子どもから大人まで読書熱が高く、図書室に
対する期待も高い。この期待に応えるべく図書スタッフが企
画する本関係の講座を実施。長年親交のある読み聞かせ
の達人を講師にお呼びしての講座を開催したり、小学生向
けの「一日司書体験」などで、本の魅力を伝えて行きたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

2 4 30 20,000 30,000 0 10,000 10,000

1,000

地域住民

2 4 30 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 100 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 40 0 0 0 0 0

0

まちづくり講座

　当施設の設置目的「地域住民のコミュニティ活動助長」を
進めるために大切な講座と捉えている。地域懇談会の要素
も織り交ぜながら、地域の課題や困りごとの解決を多様な前
例で学んだり意見交換をする中で、講座の枠を超えた「住民
達の活動」につながる可能性もあり得ると考えている。

支出

ガーデニング講座

　敷地内の花壇は、整備に当たっているグリーンボランティ
アサークルの皆さんのおかげで、地域や利用者からも好評
価をいただいている。サークルメンバーの増加も期待して、
講座を通じて多くの地域住民が繋がれるような企画をサーク
ルの皆さんと相談しながら考えていきたい。例えば「種から
苗を育てよう」「寄せ植え講座」など。

高齢者理解と介護
の講座

　「認知症サポーター養成講座」や「体験型ボランティア養成
講座」など、座学や動画視聴・車椅子などを使った具体的な
研修を通じて、介護する側・される側にとらわれずに学び合
う講座。自身の体験なども語り合えるような、フォローアップ
研修につなげていきたい。介護予防センター八軒との共催。

西区との共催
講座

　地域振興課による「西区ときわ大学」が再開の場合はホー
ルを会場にして開催に協力したい。地域に因んだテーマや
題材を提案できればと思っている。西区健康・子ども課との
共催「市民健康教育講座」も続けていきたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

来館者

5 10,000 0 0 0 10,000

0

地域住民
(多世代）

12 24 12,000 30,000 0 50,000 0 30,000

0

地域住民

2 6 600 40,000 0 60,000 0 40,000

0

地域住民

1 3 20 20,000 0 40,000 0 20,000

1,000

はちけん
ハンドメイドマーケット

手作り品に限定したフリーマーケットは特に女性に人気のイ
ベント。「はちけん」利用のサークルや手作り作家に声をか
け、地域住民からも募集して、20〜30店舗揃えて開催した
い。感染状況を見極めながら、開催を検討していきたい。

支出

はちけん
みんなのひろば

アトリウムの壁やパネルを利用して、季節などをテーマにし
た展示型交流事業。コロナ禍においても来館者が自由に参
加できて、張り出されたメッセージを読む楽しみもある。地区
センターを訪れる人々を巻き込んだワークショップ的なこの
事業を、様々なテーマで展開していきたい。

サロン・ド・ハッチ

毎月1回開催のサロン・ド・ハッチは、「うたの会」「子育てサ
ロン」「手仕事の会」「リズム体操」などを通して、小さな子ど
ものいる親子から高齢者まで同じ空間で楽しめる多世代交
流事業。特に「うたの会」は、地域住民と「はちけん」を結び
つける原動力だが、コロナ禍でそのままの形で再開できない
うちは、地域住民や利用サークルと相談しながらコンサート
やステージの形で年数回実施したい。

はちけん
はあとフェスタ

「はちけん」の最大規模の交流事業として、春と秋に2回開
催。春はフリーマーケット、秋は健康をメインテーマに、日頃
の地域住民や施設利用者とのつながりを活かして、スタッフ
とボランティアが力を合わせて運営する。本来は、作業所の
作品販売・模擬店・パフォーマンス・ワークショップ・ゲームな
ど多様な企画をしてきたが、感染拡大防止に努めながら、可
能なことから再開したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

1 2 150 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

支出

西区との
共催事業

コンサートなど音楽の催しにはいつもたくさんの地域住民が
集まってくれる八軒地区。「西区文化フェスタ」などの規模の
大きい音楽の催しを、西区との共催で行いたい。

連合町内会等との
共催事業

日常的に連合町内会やまちづくりセンター・福祉のまち推進
センター等との連携を密に取りあい、共催で地域密着型の
交流事業を実施したい。過去の例では連合町内会との「子
ども体験遊びリンピック」や、福まちとの共催で多世代交流
を目的に開催した「パットカーリング大会」など。

他団体との
共催・協力事業

施設オープン以来、様々な団体といろいろな場面でいっしょ
になって多くの企画を実行してきた。地域の小中学校、地域
包括ケアを担う団体、児童会館、地域のラジオ局や新聞販
売店、地元の飲食店や企業など、日頃の関係を活かして声
をかけ、地域の活性化につながる交流事業を実施したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

子ども活用
①子どもとその保護者が利用する「親子限定活用」と、②①
に小中学生を加えた「親子・子ども活用」を開催。広いホー
ルを遊びのスペースとして提供。

12 36

卓球活用
卓球愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維持に役
立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役立てて
もらう。

12 36

バドミントン活用
バドミントン愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維
持に役立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役
立ててもらう。

12 36

リフレッシュ運動教室
地域の65歳以上を対象に、生涯元気を応援するため運動を
通じて「体力作り」や「認知症予防」を行う全12回。年に2回
行う。

24 48

おはなし会
地域の親子や子どもたちが楽しみにしている月に1度の「お
はなし会」は、読み聞かせボランティアサークルの活動を令
和4年度より地域の憩いの場として行っている。

12 18

アトリウム展示

高い吹き抜けの開放的なスペースを使って、地域の工芸作
家やサークル（習字・写真・絵画など）の作品や、他団体の
情報を展示。来館者が足を止めて楽しく見入っていることが
多い。

5

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

1階A室の壁を開放してアトリウムに広げ、コロナ禍に
も対応できる環境を提供。

他団体の情報展示の実績としては、「西区食生活改
善推進員活動パネル展示」「西区第1エリア生活支援
推進員まちづくりアンケート」「盲導犬協会写真展」な
ど。
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その他

毎月1回の開催を予定。コロナ禍においては、感染拡
大防止の観点から「親子限定活用」を人数制限・予約
制で行っている。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

地域の高齢者に人気のこの事業は、「介護予防セン
ター八軒」との共催。平成30年から行っている。



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

小・中学校の
施設活用

近隣の小中学校の学習に協力。単なる見学に終わらないよ
う、事前の打合せや質問をもとに対応することで、地域に根
ざした公共施設をじっくり学んでもらう。

3

連合町内会活動に
施設を提供

地域とのつながりを大切にして情報交換を行い、町内会の
イベントの際には、パネル等備品の貸し出しや準備のため
のスペース提供で協力。

2 6

フリースペースを
目的別に提供

長年、アトリウムのフリースペースを「バス待合」や「自習
コーナー」などの目的別に利用できる工夫をしている。使用
については来館者に任せて活用事業の枠には入れていな
い。

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

バス停の見える場所のベンチや階段下の自習コー
ナーは、来館者のニーズとして認知され利用されてい
る。施設としては誤った利用がないか見回りを行って
いる。
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その他

小学生の施設探検や中学生の職業体験などの他に、
児童生徒の作品発表の場所としても活用してもらうこ
とで、地区センターに親しみを持ってもらいたい。

例えば納涼まつり前のちょうちん制作など、町内会主
催で大人数が集まる場所として、ホールを提供。



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

親子

3 6 60組 45,000 60,000 0 15,000 30,000

1,000

小学生

3 6 45 35,000 45,000 0 15,000 20,000

1,000

地域住民

2 4 30 30,000 45,000 0 10,000 20,000

1,500

地域住民

2 4 20 20,000 40,000 0 10,000 10,000

2,000

趣味の手作り講座

　趣味の手作り講座については毎年度複数のコマを用意し
て実施しており、これを継続する。企画に当たっては流行の
要素を取り入れながら、「資源の再利用」や「気軽にチャレン
ジ」できる内容を探っていきたい。

親子で参加出来る
講座

　図書室を含めた施設全体で、若い家族の利用が増えている。ス
ポーツ教室の付き添いやおはなし会の様子を見ても、父親の子育
て参加が当たり前になっている。以前から行っていた「ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰ
ｼﾞ」のような乳幼児と母親で参加する講座の他に、親子で楽しんで
リフレッシュできる講座(フィンガーペイント講座）や親子で協力して
何かを作り上げる講座(親子折り紙講座）など、子育てに楽しく役
立ててもらいながら他の家族とのつながりも広げてほしい。

子ども向け講座

主に夏休みや冬休み期間を使って、幼児から小学生を対象
にした講座を企画。「えのぐとあそぼう！」「干支の羽子板を
作ろう」などアート系の講座の他に、「将棋教室」や「ゆび編
み講座」などバラエティーに富んだ企画をしていきたい。運
動会前の「かけっこ講座」にも挑戦したい。

料理講座

　料理講座は何時も人気があり、過去には「スープカレー」
「飾り太巻き」「燻製づくり」等を開講していずれも定員を上回
る受講希望が寄せられた。スタッフが講師をした「肉まん講
座」を楽しみにしている地域住民もいる。トレンドやニーズに
アンテナを張りながら、地域の人気店にも声をかけながら、
男性や働いている人にも配慮した日程を工夫したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入 支出



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

1 3 20 5,000 10,000 0 0 5,000

500

地域住民

2 10 30 35,000 45,000 0 25,000 10,000

1,500

地域住民

2 4 30 10,000 15,000 0 10,000 0

500

地域住民

2 4 40 40,000 60,000 0 20,000 20,000

1,500

健康関連講座

　地域の高齢化が確実に進む中、住民一人一人が健康を
意識して元気で過ごす事が地域活性化の基本となる。年齢
に係わらずに自分の身体を元気にする事を意識づけする企
画を実施する予定。実践例としては、「ゴムバンド体操教室」
「らくらくリラックスヨガ」、サークルになって活動中の「ズンバ
講座」など。

支出

お出かけ講座

　過去には芸術の森美術館で開催された「スターウォーズ展」の
鑑賞企画を皮切りに翌年度には「北大散策ツアー」を実施。貸し室
の数が少ない「はちけん」にとって、一つのテーマで複数回に及ぶ
講座を企画をするのは利用者への影響も考慮すると難しい状況
にある為、施設から外に出る「お出かけ講座」は有効な手段であ
る事に加え参加者からの評判も上々。「百合が原公園散策ツ
アー」などの他に、美術展や歴史的建造物などいろいろな所へ地
域の皆さんと出かけていきたい。

大人の勉強部屋

　「はちけん」の定番企画、年に２コマ程度実施したい。地域
には向学心に燃えながらも、施設に足を運ぶ機会の少ない
定年後の男性等も多くいる為、「大人の興味を満足させられ
る内容」を企画して、地区センターを訪れるきっかけ作りとし
たい。過去には「琴似屯田兵村の歴史」「天文を楽しもう」な
どを行った。

図書関係講座

　八軒地域は子どもから大人まで読書熱が高く、図書室に
対する期待も高い。この期待に応えるべく図書スタッフが企
画する本関係の講座を実施。長年親交のある読み聞かせ
の達人を講師にお呼びしての講座を開催したり、小学生向
けの「一日司書体験」などで、本の魅力を伝えて行きたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の１

１　区民講座について
①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

地域住民

2 4 30 20,000 30,000 0 10,000 10,000

1,000

地域住民

2 4 30 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 100 0 0 0 0 0

0

地域住民

2 4 40 0 0 0 0 0

0

まちづくり講座

　当施設の設置目的「地域住民のコミュニティ活動助長」を
進めるために大切な講座と捉えている。地域懇談会の要素
も織り交ぜながら、地域の課題や困りごとの解決を多様な前
例で学んだり意見交換をする中で、講座の枠を超えた「住民
達の活動」につながる可能性もあり得ると考えている。

支出

ガーデニング講座

　敷地内の花壇は、整備に当たっているグリーンボランティ
アサークルの皆さんのおかげで、地域や利用者からも好評
価をいただいている。サークルメンバーの増加も期待して、
講座を通じて多くの地域住民が繋がれるような企画をサーク
ルの皆さんと相談しながら考えていきたい。例えば「種から
苗を育てよう」「寄せ植え講座」など。

高齢者理解と介護
の講座

　「認知症サポーター養成講座」や「体験型ボランティア養成
講座」など、座学や動画視聴・車椅子などを使った具体的な
研修を通じて、介護する側・される側にとらわれずに学び合
う講座。自身の体験なども語り合えるような、フォローアップ
研修につなげていきたい。介護予防センター八軒との共催。

西区との共催
講座

　地域振興課による「西区ときわ大学」が再開の場合はホー
ルを会場にして開催に協力したい。地域に因んだテーマや
題材を提案できればと思っている。西区健康・子ども課との
共催「市民健康教育講座」も続けていきたい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

来館者

5 10,000 0 0 0 10,000

0

地域住民
(多世代）

12 24 12,000 30,000 0 50,000 0 30,000

0

地域住民

2 6 600 40,000 0 60,000 0 40,000

0

地域住民

1 3 20 20,000 0 40,000 0 20,000

1,000

はちけん
ハンドメイドマーケット

手作り品に限定したフリーマーケットは特に女性に人気のイ
ベント。「はちけん」利用のサークルや手作り作家に声をか
け、地域住民からも募集して、20〜30店舗揃えて開催した
い。感染状況を見極めながら、開催を検討していきたい。

支出

はちけん
みんなのひろば

アトリウムの壁やパネルを利用して、季節などをテーマにし
た展示型交流事業。コロナ禍においても来館者が自由に参
加できて、張り出されたメッセージを読む楽しみもある。地区
センターを訪れる人々を巻き込んだワークショップ的なこの
事業を、様々なテーマで展開していきたい。

サロン・ド・ハッチ

毎月1回開催のサロン・ド・ハッチは、「うたの会」「子育てサ
ロン」「手仕事の会」「リズム体操」などを通して、小さな子ど
ものいる親子から高齢者まで同じ空間で楽しめる多世代交
流事業。特に「うたの会」は、地域住民と「はちけん」を結び
つける原動力だが、コロナ禍でそのままの形で再開できない
うちは、地域住民や利用サークルと相談しながらコンサート
やステージの形で年数回実施したい。

はちけん
はあとフェスタ

「はちけん」の最大規模の交流事業として、春と秋に2回開
催。春はフリーマーケット、秋は健康をメインテーマに、日頃
の地域住民や施設利用者とのつながりを活かして、スタッフ
とボランティアが力を合わせて運営する。本来は、作業所の
作品販売・模擬店・パフォーマンス・ワークショップ・ゲームな
ど多様な企画をしてきたが、感染拡大防止に努めながら、可
能なことから再開したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の２

２ 地域住民の交流等を目的とした事業について

①募集対象

②募集人員

③１人当参加費 参加費 その他 講師謝金 その他

1 2 150 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

2 4 300 0 0 0 0 0

支出

西区との
共催事業

コンサートなど音楽の催しにはいつもたくさんの地域住民が
集まってくれる八軒地区。「西区文化フェスタ」などの規模の
大きい音楽の催しを、西区との共催で行いたい。

連合町内会等との
共催事業

日常的に連合町内会やまちづくりセンター・福祉のまち推進
センター等との連携を密に取りあい、共催で地域密着型の
交流事業を実施したい。過去の例では連合町内会との「子
ども体験遊びリンピック」や、福まちとの共催で多世代交流
を目的に開催した「パットカーリング大会」など。

他団体との
共催・協力事業

施設オープン以来、様々な団体といろいろな場面でいっしょ
になって多くの企画を実行してきた。地域の小中学校、地域
包括ケアを担う団体、児童会館、地域のラジオ局や新聞販
売店、地元の飲食店や企業など、日頃の関係を活かして声
をかけ、地域の活性化につながる交流事業を実施したい。
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事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数
事業予算額

総経費
収入



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

子ども活用
①子どもとその保護者が利用する「親子限定活用」と、②①
に小中学生を加えた「親子・子ども活用」を開催。広いホー
ルを遊びのスペースとして提供。

12 36

卓球活用
卓球愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維持に役
立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役立てて
もらう。

12 36

バドミントン活用
バドミントン愛好者向けにホールを提供。健康増進・体力維
持に役立ててもらうと同時に、同好の士の交流の場として役
立ててもらう。

12 36

リフレッシュ運動教室
地域の65歳以上を対象に、生涯元気を応援するため運動を
通じて「体力作り」や「認知症予防」を行う全12回。年に2回
行う。

24 48

おはなし会
地域の親子や子どもたちが楽しみにしている月に1度の「お
はなし会」は、読み聞かせボランティアサークルの活動を令
和4年度より地域の憩いの場として行っている。

12 18

アトリウム展示

高い吹き抜けの開放的なスペースを使って、地域の工芸作
家やサークル（習字・写真・絵画など）の作品や、他団体の
情報を展示。来館者が足を止めて楽しく見入っていることが
多い。

5

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

1階A室の壁を開放してアトリウムに広げ、コロナ禍に
も対応できる環境を提供。

他団体の情報展示の実績としては、「西区食生活改
善推進員活動パネル展示」「西区第1エリア生活支援
推進員まちづくりアンケート」「盲導犬協会写真展」な
ど。
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その他

毎月1回の開催を予定。コロナ禍においては、感染拡
大防止の観点から「親子限定活用」を人数制限・予約
制で行っている。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

コロナ禍においては、愛好者が多いことがかえって支
障になり開催中止を余儀なくされている。一人でも気
軽に参加できる事業として工夫の上、先ずは月1回で
の再開を検討したい。

地域の高齢者に人気のこの事業は、「介護予防セン
ター八軒」との共催。平成30年から行っている。



様式４の３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）について

事業名 目的、内容、期待される効果など 回数 総時間数

小・中学校の
施設活用

近隣の小中学校の学習に協力。単なる見学に終わらないよ
う、事前の打合せや質問をもとに対応することで、地域に根
ざした公共施設をじっくり学んでもらう。

3

連合町内会活動に
施設を提供

地域とのつながりを大切にして情報交換を行い、町内会の
イベントの際には、パネル等備品の貸し出しや準備のため
のスペース提供で協力。

2 6

フリースペースを
目的別に提供

長年、アトリウムのフリースペースを「バス待合」や「自習
コーナー」などの目的別に利用できる工夫をしている。使用
については来館者に任せて活用事業の枠には入れていな
い。

※令和５～９年度の計画を各年度ごとにご記入ください。

※各事業については、管理業務仕様書「３　事業の計画及び実施に関する業務」を参照してください。

※表の枠が不足する場合は、ページを追加してご記入ください。

バス停の見える場所のベンチや階段下の自習コー
ナーは、来館者のニーズとして認知され利用されてい
る。施設としては誤った利用がないか見回りを行って
いる。
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その他

小学生の施設探検や中学生の職業体験などの他に、
児童生徒の作品発表の場所としても活用してもらうこ
とで、地区センターに親しみを持ってもらいたい。

例えば納涼まつり前のちょうちん制作など、町内会主
催で大人数が集まる場所として、ホールを提供。



様式５ 

管 理 に 係 る 収 支 計 画 書 

法人・団体名 特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

1. 収支計画に関する基本方針 

 指定期間中の収支について、基本的な考え方、収入増加及び経費節減への具体的な取組につい

て具体的に示してください。 

 

1．利用料金収入増加の工夫 

第 4クールは、震災やホール特定天井等改修工事・現在なお続くコロナ禍…と、利用率や利用

料金収入については平年との比較ができない状況の中、札幌市からの休室・休館補償によって大

いに救われました。収束の見えないコロナ禍ですが、第 5クールは『ウィズコロナ』の心構えで

利用料金収入増加の工夫をしなければなりません。 

 

① 「時間貸し」の増加 

―５日前からの申し込みのシステムが利用者の間でも浸透し、ホームページの空き室状況を

見ながら申し込む人が増えている。コロナ禍において時間貸しでホール半面利用が増える

傾向にあったので、ファミリー層や少人数での利用者にはこのシステムを知らせたい。 

―冬期間に殺到する子どものスポーツ団体（サッカー・野球など）は、利用枠希望の重複が

悩ましい問題だが、施設側が時間やスペースのやり繰りを工夫して双方の利用者に喜んで

もらうと同時に増収につながるよう、「半面利用」や「時間貸し」を提案していきたい。 

② 防音設備のある「集会室 C」の利用拡大 

  ―簡易防音の部屋のメリットを広く知ってもらい、利用率を上げていきたい。 

 利用例：音楽・ダンス・演劇などの練習。大きな音の出る工芸サークルの作業場。 

     部屋の外の音を遮断して集中したいレッスン系のサークル。 

③ ホームページや地区センターニュースでの発信力を強化し、利用率増につなげる。 

 

2．支出抑制に向けた取り組みを継続 

 大きな収入増は期待できない中で、収支を保つには更なる支出の抑制が必要です。これまでも

光熱費や修繕費の抑制に努めて来ましたが、第 5 クールは築 18 年目からのスタートとなり経年

を考慮すると、修繕費や備品費の予算は大きめに組まざるを得ないのが実情です。 

 そんな中、支出の抑制に結び付ける方法を模索していきたいと考えます。 

 

① 太陽光発電設備の設置 

  ―札幌市の PPA 事業対象施設として、令和 5年度中に設置される予定。太陽光発電で作られ

た電気については事業者と契約して使用分の電気料金を支払い、不足分は現在契約の事業

者の供給を受けることになる。昨今の燃料危機や物価高騰で社会全体が先行き不透明なが

ら、発電設備の設置が支出削減に貢献してくれることを期待している。 

 ②灯具の購入について 

  ―LED 化できる灯具は玉切れの際に LED に交換し、LED 化出来ない灯具は省エネタイプで低

価格な灯具の購入を続ける。 

 ③まとめ買いで経費削減 

  ―日頃節約を念頭に文具や消耗品などを購入しているが、更にまとめ買いを心掛けて送料無

料になるよう心掛ける。 

 

2．指定期間中の収支計画 

 様式 5－1、5－2、5－3、5－4、5－5のとおり 



法人・団体名 特定非営利活動法人　ワーカーズコープ

（単位：千円）

27,742 27,742 27,742 27,742 27,742 138,710

7,300 7,300 7,300 7,300 7,300 36,500

550 550 550 550 550 2,750 0 講座・交流事業収入，雑収入

35,592 0 35,592 0 35,592 0 35,592 0 35,592 0 177,960 0

人件費 0 0

物件費 1,094 1,094 1,094 1,094 1,094 5,470 0

人件費 22,528 22,528 22,528 22,528 22,528 112,640 0 パートの時給を1,000円で算出

物件費 11,920 11,920 11,920 11,920 11,920 59,600 0 修繕費・委託費の増大を見込んで算出

35,542 0 35,542 0 35,542 0 35,542 0 35,542 0 177,710 0

50 0 50 0 50 0 50 0 50 0 250 0

0

※　税込みで記載してください。
※　「その他収入」については、「説明等」の欄に当該収入に係る事業名を明記してください。
※　「法人税等」には、法人税、住民税、事業税等の支払見込額を記載してください。
※　令和５年度以降の収支に変化が生じる見込みの場合には、説明等欄にその考え方を示して下さい。

令和９年度

指定管理
業務

自主事業

50

支出計

利
益
等

令和５年度 令和６年度

管理費

法人税等

科目

支
出

収
入

利益還元

0当期純利益

収支

50

事業費

管理に係る収支計画書(様式5-1　指定期間全体)

令和８年度

説明等

計

指定管理
業務

自主事業 自主事業

令和７年度

指定管理
業務

指定管理
業務

自主事業

収入計

その他収入

利用料金収入

指定管理費

0

250

0

50

0

50

0

指定管理
業務

0

50

自主事業
指定管理
業務

自主事業



管理費 事業費 小計 ○○事業 ○○事業 小計

指定管理費 27,742

利用料金収入 7,300

その他収入 0 550

収入計 0 0 0 35,592

人件費 22,528 22,528 0 22,528

旅費・交通費 50 50 0 50

光熱水費 4,000 4,000 0 4,000

通信運搬費 450 450 0 450

租税公課 2,500 2,500 0 2,500

行事費 70 70 0 70

広告宣伝費 50 50 0 50

保険料 20 20 0 20

賃借料 300 300 0 300

修繕費 400 400 0 400

消耗品費 300 300 0 300

備品費 50 50 0 50

印刷製本費 300 300 0 300

諸謝金 100 100 0 100

委託費 3,000 3,000 0 3,000

支払手数料 30 30 0 30

教材費 300 300 0 300

行政財産目的外使用料 0 0 0 0

その他（法人経費） 1,094 1,094 0 1,094

支出計 1,094 34,448 35,542 0 0 0 35,542

収支 50 0 0 0 50

利益還元 0 0

法人税等 50

当期純利益 0

※　それぞれの項欄について、必要に応じて小区分を設定しても構いません。　　　　
※　行が足りない場合は、適宜追加してください。　　　
※　税込みで記載してください（以下、様式４-３から４-５まで同じ）。
※　「利益還元」の項には、利益のうち還元額を記載してください。
※　様式5-3から5-5までにより積算内容を記載してください。

利
益
等

計

支
出

管理に係る収支計画書(様式5-2　令和5年度)

自主事業

収
入

科目

550

7,300

27,742

指定管理業務

35,592

法人・団体名　　　特定非営利活動法人　ワーカーズコープ



1.利用料金収入
単位：千円

区分 単位
利用料金
(単価)

利用回数
（見込み）

収入額
（見込み）

算出根拠等
（料金設定、利用回数設定についての考え方等）

午前 9,200 55 505
午後 11,500 100 1,150
夜間 13,800 50 690
全日 27,600 6 166
昼食 1,840 10 18
夕食 1,840 10 18
延長 2,760 5 14
時間貸し 2,760 100 276 ※時間貸しは、時間数を回数に充てて算出
計 336 2,837
午前 3,500 280 980
午後 4,300 120 516
夜間 5,200 80 416
全日 10,400 3 31
昼食 690 15 10
夕食 690 12 8
延長 1,040 50 52
時間貸し 1,040 300 312 ※時間貸しは、時間数を回数に充てて算出
計 860 2,325
午前 700 170 119
午後 850 160 136
夜間 1,000 100 100
全日 2,000 0 0
昼食 130 30 4
夕食 130 10 1
延長 200 0 0
時間貸し 200 150 30 ※時間貸しは、時間数を回数に充てて算出
計 620 390
午前 700 170 119
午後 850 160 136
夜間 1,000 100 100
全日 2,000 1 2
昼食 130 55 7
夕食 130 0 0
延長 200 0 0
時間貸し 200 100 20 ※時間貸しは、時間数を回数に充てて算出
計 586 384
午前 1,000 180 180
午後 1,200 200 240
夜間 1,500 180 270
全日 3,000 1 3
昼食 200 0 0
夕食 200 0 0
延長 300 0 0
時間貸し 300 60 18 ※時間貸しは、時間数を回数に充てて算出
計 621 711
午前 700 350 245
午後 850 240 204
夜間 1,000 154 154
全日 2,000 1 2
昼食 130 40 5
夕食 130 9 1
延長 200 10 2
時間貸し 200 200 40 ※時間貸しは、時間数を回数に充てて算出
計 1004 653

7,300

収支計画書の積算根拠（収入）（様式5-３）

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。
※　税込で記載してください。

集会室C

合計

ホール
(全面）

ホール
(半面）

集会室A

集会室AB

集会室B



2.その他の収入
単位：千円

項目
収入額
（見込み）

摘要

350 講座受講料

150
フェスタ・ハンドメイドマーケット等の収入
サロン・ド・ハッチ「うたの会」歌集売上など

50
コピー・印刷サービス
古紙回収

550

0

550

※　自主事業において札幌市その他の機関や団体からの補助金の交付を受ける予定がある場合には、「摘要」欄
に補助金の交付元名、補助事業名、補助率等を簡潔に記載してください。

自主事業

自主事業収入計

※　項目毎に、事業単位で記載してください。
※　行が足りない場合は、適宜追加してください。

合計

事業名

指定管理
業務

講座収入

交流事業収入

雑収入

指定管理業務収入計



1　指定管理業務 単位：千円

管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

はちけん地区センター 館長 正規職員 1 3,186 12 514 245,000 1,512 一時金1ヶ月
はちけん地区センター 副館長 正規職員 1 2,400 4 390 185,000 1,142 一時金１ヶ月
はちけん地区センター 司書 正規職員 1 2,350 12 383 175,000 1,080 一時金1ヶ月
はちけん地区センター 日勤事務 パート 2 2,256 13 210 1,000 一時金1ヶ月
はちけん地区センター 夜勤事務 パート 4 2,852 10 19 1,000 一時金1ヶ月
はちけん地区センター 図書 パート 3 4,070 22 483 1,000 一時金1ヶ月
はちけん地区センター 清掃 パート 4 3,113 15 213 1,000 一時金1ヶ月

計 16 0 20,227 0 0 0 89 0 2,212
最低時給額 1,000

※
※

※
※
※

※　最低時給額欄（太枠）には記入した全ての時給額のうち最も低い時給額を記入してください。
※　給与が月給払いの場合についても、時給換算額を必ず入力してください。

　行が足りない場合は、適宜追加してください。
　「雇用形態」欄は、以下の基準により区分した形態を記載してください。
　・正規職員：雇用期間の定めのない者のうち、パートタイム労働者などを除いた、いわゆる正社(職)員
　・パート、アルバイト：正社員より１日の所定労働時間が短いか、１週の所定労働日数が少ない労働者で、雇用期間が１か月を超えるか、又は定めがない職員
　・契約職員：特定職種に従事し、雇用期間を定めて契約する職員(「パート、アルバイト」に属する職員を除く)
　・嘱託職員：団体の定年退職者等を一定期間再雇用する目的で契約し、雇用する職員
　・その他：上記以外の職員（他団体から出向・派遣等されている職員等）。なお、雇用形態による判別が困難である場合には「その他」に分類してください。

　管理費・事業費双方に該当する場合には、業務の従事割合に応じて按分した額をそれぞれに記載してください。
　配置部署において指定管理業務を担当している場合、「備考」欄に当該事業名を記載してください。

　時給（最低）欄には、当該行で記載された職員の１時間当たりの給与（賃金）のうち、最低の額を記載してください。
　１時間あたりの賃金は、厚生労働省が示す「最低賃金額以上かどうかを確認する方法」に基づき算出された１時間あたりの賃金とします。

収支計画書の積算根拠（支出・人件費）（様式5-４）

配置部署 職種 雇用形態 配置人数
給料手当 臨時雇賃金 福利厚生費 法定福利費 月給

（最低
単位：円）

時給
（最低
単位：円）

備考



単位：千円

管理費 事業費

旅費・交通費 50 会議費・交通費・教育研修費

光熱水費 4,000 電気・ガス・水道

通信運搬費 450 電話・プロバイダ・各種送料・どさんこシステム保守管理料

租税公課 2,500 消費税

広告宣伝費 50 チラシ制作・ホームページ整備費

行事費 70 交流事業消耗品・ボランティアサークル助成金

保険料 20 支払保険料

賃借料 300 リース料

修繕費 400 修繕費

消耗品費 300 事務用品費・消耗品費

備品費 50 器具備品費

印刷製本費 300 複合機カウント代・使用承認書等印刷費

諸謝金 100 講師謝礼

委託費 3,000 外部業務委託費・外部労務委託費・廃棄物処理費

支払手数料 30 諸手数料

教材費 300 教材費・新聞図書費

行政財産目的外使用料 0

その他（法人経費） 1,094 北海道事業本部経費・全国本部経費

計 1,094 11,920

※　「摘要」欄には支出見込額の算出根拠を記載してください。

支出額（見込み）
摘要

収支計算書の積算根拠（支出・物件費）（様式５－５）

科目

1　指定管理業務

※　行が足りない場合は、適宜追加してください。



様式１－１

　　　○○○　センター

１　部屋別・時間帯別利用状況

件数 人数 件数 人数 件数 人数 利用可能件数 利用率 開室日数 人数

0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

小　計　Ｂ 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

（　名） 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

小　計　Ｃ 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

（　名） 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

小　計　Ｄ 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

※一部期間・部屋については、ワクチン接種会場として利用したため貸室利用は行っていない。そのため人数は例年より少なくなっている。

２　事業別利用状況

0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 100.0%

0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 100.0%

３　貸室事業（有料）目的別利用状況

0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

貸室事業（有料）
合計

#DIV/0!

#DIV/0!

飲酒主目的 偲ぶ会・お別れ会

0

0

その他の一般利用
営利目的

10割増 20割増

人数・構成比 0 #DIV/0!

件数・構成比 0 #DIV/0!

区　　分
計

１日当たりの利用人数午　前 午　後 夜　間　

0

貸室事業（有料） 合計

#DIV/0!

指定管理者の開催事業

合　計　（Ａ～Ｄの計）

合　計

ホール（　　名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）

室　名（定員）
人数　（内夜間延長分）件数　（内夜間延長分）

施設利用状況報告書（令和　年度）

件数・構成比

区民講座 地域交流事業 施設活用事業 その他

0

利用率

#DIV/0!

区　　分

人数・構成比

計

#DIV/0! 0

0#DIV/0!



様式１－２

　　　○○○　センター

４　部屋別・時間帯別利用状況（１の内数）

昼食
時間

昼食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

夕食
時間

夕食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

小　計　Ｂ 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

小　計　Ｃ 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

小　計　Ｄ 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

※一部期間・部屋については、ワクチン接種会場として利用したため貸室利用は行っていない。そのため人数は例年より少なくなっている。

合　計　（Ａ～Ｄの計）

件数 人数

ホール（　　名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）

施設利用状況報告書（令和　年度）

室　名（定員）

午　前 午　後 夜間 合計

件数 人数 件数 人数 件数 人数

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し

時間
貸し



様式２－１

１　区民講座について 　　　　　○○○　センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 80% 80%

目標値に対する
実績

（ ）
目標値の
達成率

#VALUE! 0% 0%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 80% 80%

目標値に対する
実績

（ ）
目標値の
達成率

#VALUE! 0% 0%

　合　　計 講座数 実施回数
募集
人員

応募倍率
受講者
実数

円 #DIV/0! 円 円

応募者数

#DIV/0! 円 #DIV/0! 円 #DIV/0! 円

円

円

円 #DIV/0! 円 #DIV/0!

目的

内容

円 #DIV/0! 円 #DIV/0! 円

#DIV/0! 円 円

参加費

#DIV/0! 円

１人あたり
参加費

目的

内容

合　　計

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

<　備考　>

講座等事業実施報告書（令和 年度）

実施回数
募集対象

募集
人数

１人あたり
収入額

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

達成された効果など
受講者
実数１人あたり

支出額

応募倍率

応募者数

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費



様式２－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　○○○　センター

（ ） #DIV/0! ％

（ ） #DIV/0! ％

事業数 実施回数
参加
見込数

参加者
実数

円 円 円

#DIV/0! 円 #DIV/0! 円 #DIV/0! 円

目標値の達成率

円 #DIV/0! 円 #DIV/0!

円

成果指標 来場者目標数の80％

0円

来場者目標数

目標数の80％

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

目的

内容

成果指標 来場者目標数の80％

0円 #DIV/0! 円

円 円

#DIV/0! 円

<　備考　>

指定管理者
の支出額

指定管理者
の収入額

指定管理者
総支出額

指定管理者
総収入額

目的

内容

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費

参加費

合　　計

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

１人あたり
参加費

１人あたり
支出額

１人あたり
収入額

円

講座等事業実施報告書（令和 年度）

開催回数
対象

参加
見込数

達成された効果など
参加者
実数



様式２－３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料） ○○○　センター

（ ）

（ ）

（ ）

内容

目的

内容

内容

目的

目的

講座等事業実施報告書（令和 年度）

利用者実数
実施
総日数

達成された効果など総時間
事業名

（使用した室）
目的、内容等



様式３－１

　　　○○○　センター

１　部屋別・時間帯別利用状況

件数 人数 件数 人数 件数 人数 利用可能件数 利用率 開室日数 人数

（ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

小　計　Ｂ 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

小　計　Ｃ 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

（　名） （ ） （ ） 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

小　計　Ｄ 0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 #DIV/0! 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 （ 0 ） 0 （ 0 ） 0 0 0 100.0% 0 #DIV/0!

２　事業別利用状況

#DIV/0! #DIV/0! 0 #DIV/0! #DIV/0! 0 100.0%

#DIV/0! #DIV/0! 0 #DIV/0! #DIV/0! 0 100.0%

３　貸室事業（有料）目的別利用状況

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 0 #DIV/0!

貸室事業（有料）
合計

#DIV/0!

#DIV/0!

飲酒主目的 偲ぶ会・お別れ会 その他の一般利用
営利目的

10割増 20割増

人数・構成比 0 #DIV/0!

件数・構成比 0 #DIV/0!

区　　分
計

１日当たりの利用人数午　前 午　後 夜　間　

貸室事業（有料） 合計

#DIV/0!

指定管理者の開催事業

合　計　（Ａ～Ｄの計）

合　計

ホール（　　名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）

室　名（定員）
人数　（内夜間延長分）件数　（内夜間延長分）

施設利用状況報告書（令和　年　月）

件数・構成比

区民講座 地域交流事業 施設活用事業 その他

利用率

#DIV/0!

区　　分

人数・構成比

計

#DIV/0!

#DIV/0!



様式３－２

　　　○○○　センター

４　部屋別・時間帯別利用状況（１の内数）

昼食
時間

昼食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

夕食
時間

時間
貸し

夕食
時間

時間
貸し

昼食
時間

夕食
時間

昼食
時間

夕食
時間

時間
貸し

( ） ( ） ( ） 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 ( 0 ) 0 0 0

小　計　Ｂ 0 ( ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

小　計　Ｃ 0 ( ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

（　名） ( ） ( ） ( ） 0 0 （ 0 ) 0 0 0

小　計　Ｄ 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 ( 0 ） 0 0 0 0 0 （ 0 ) 0 0 0

夜間 合計

件数 人数

施設利用状況報告書（令和　年　月）

室　名（定員）
件数 人数 件数 人数

午　後

件数

時間
貸し

時間
貸し

午　前

時間
貸し

人数

合　計　（Ａ～Ｄの計）

ホール（　　名）　Ａ

会議室
・

集会室
・

講義室

実習室
・

視聴覚室
・

陶工芸室

その他

（和室など）



様式４－１

１　区民講座について 　　　　　○○○　センター

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 80% 80%

目標値に対する
実績

（ ）
目標値の
達成率

#VALUE! 0% 0%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 80% 80%

目標値に対する
実績

（ ）
目標値の
達成率

#VALUE! 0% 0%

成果指標 参加者数 理解度 満足度

目標値 80% 80%

目標値に対する
実績

（ ）
目標値の
達成率

#VALUE! 0% 0%

円

目的 #DIV/0!

円

内容 円 #DIV/0!

#DIV/0! 円目的

円 #DIV/0!

目的

内容

#DIV/0!

円

円

円 #DIV/0! 円

円

#DIV/0!

円 円

円円

事業名

（使用した室）
目的、内容等

１人あたり
参加費

円

受講者
実数

１人あたり
支出額

内容 #DIV/0!

応募倍率

応募者数

#DIV/0!

講座等事業実施報告書（令和 　年  月）

開催日時

募集対象

募集
人数

１人あたり
収入額

指定管理者
の支出額

指定管理
者の収入
額

達成された効果など



様式４－２

２　地域住民の交流等を目的とした事業について 　　　　　○○○　センター

（ ） #DIV/0! ％

（ ） #DIV/0! ％

（ ） #DIV/0! ％

来場者目標数の80％

円 #DIV/0! 円

来場者目標数

目標数の80％

目標値の達成率

成果指標

0

円目的

内容

#DIV/0!内容

目的

円

円 #DIV/0!

0

目標値の達成率

円 #DIV/0! 円

成果指標 来場者目標数の80％

来場者目標数

円

成果指標 来場者目標数の80％

0

来場者目標数

#DIV/0!

目標値の達成率

円 円

目標数の80％

目標数の80％

円

講座等事業実施報告書（令和　年  月）

開催日時
対象

参加
見込数

達成された効果など
参加者
実数１人あたり

支出額
１人あたり
収入額

事業名

（使用した室）

指定管理者
の収入額

円

指定管理者
の支出額

目的、内容等
１人あたり
参加費

円

#DIV/0!

目的

円円内容



様式４－３

３　地域の憩いの場づくり施設活用事業について ○○○　センター

（ ）

（ ）

（ ）

内容

内容

目的

内容

目的

実施時間
事業名

（使用した室）

目的

講座等事業実施報告書（令和　年  月）

利用者実数開催日 達成された効果など目的、内容等



様式　５

利用日：　　年　月　日 　　年　月　日 作成日付 　　/　　/　　 頁　

１０増

２０増

２割増

１時間貸し

件数 利用料金

２割増

夜間

件数 利用料金

２割増

２０増

２０増

２０増

～

総合計

合計

２割増

一般料金

合計

２割増

合計

一般料金

１０増

１０増

一般料金

○○室

合計

一般料金

２０増

１０増

○○室

１０増

合計

利用料金件数

合計

件数 利用料金 件数 利用料金 件数 利用料金 件数

17時～18時

利用料金

12時～13時

件数 利用料金

有料施設利用料金収入状況報告書

利用料金件数

全日 延長

○○△△センター

一般料金

午前 午後

○○室

○○室

合計

備考　この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。



冊 冊

枚 件

枚 件

枚 件

枚 枚

枚 枚

枚 枚

枚

本 通

本 通 通

本 通

：　　　　　　～　　　　　　：

：　　　　　　～　　　　　　：

館　　長 担　　当

＊＊＊＊センター図書室業務日誌

様式６－１

：　　　　　　～　　　　　　：

：　　　　　　～　　　　　　：

　　平成　　　年　　　月　　　日（　　）　　天気（　　　　） 作成者氏名

勤務状況

従　事　者　氏　名 従　　事　　時　　間

：　　　　　　～　　　　　　：

業務処理
件数累計

貸出冊数 返却冊数

前 日 の
残 枚 数

検索機利用
方法の説明

受入枚数 調査相談

受入枚数

再交付数
前 日 の
残 枚 数

新規登録数

変更届数

そ の 他 寄贈礼状

は
が
き

予　　約 封
書
そ
の
他

督　　促 督　　促

そ の 他

電話記録

予　　約

郵送記録

図書室内
巡回状況

　①大声・走り回り注意　　件　　②飲食注意　　　件

　③携帯電話等注意　　　　件　　④居眠り注意　　件

　⑤その他　　　　件（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者
からの
苦　情
要　望
提案等

内　　　　　　容 処　　理　　結　　果

　※上記の苦情・要望は特別な連絡や対応の必要のないものに限り記入することとし、特別な連絡や対応が必要な

　　案件は、内容に応じて所定の書式により速やかに＊＊区地域振興課または中央図書館に提出してください。

業務終了時の
チェック状況

項　　　　　目 チェック 項　　　　　目 チェック

　各端末機器電源遮断

　図書室内窓施錠

　サイン類表示変更等

貸 出 券
受払状況

バーコード
受払状況

残 枚 数

利用案内

残 枚 数 使用枚数



　その他図書室内状況確認

　図書室内照明消灯



申立人 （匿名希望の場合は氏名欄に匿名と記入し、不明の場合は氏名欄に不明と記入すること。）

歳 　※わかる場合のみ記入

（自宅・勤務先・携帯電話）

（自宅・勤務先・携帯電話）

（自宅・勤務先・携帯電話）

 １．事故等の具体的な内容

 ２．現場における対応

　□現場対応で処理が完了した場合はチェック印を記入すること。

 ３．中央図書館が対応すべき事項及び回答が必要な事項  ４．３に対する中央図書館の対応・回答

①

②

③

④

⑤

中　央　図　書　館

センター館長 係館　　長 課長

対応日時
及び

対応方法

　　令和　　年　　月　　日（　　）　午前・午後　　時　　分　

　　□カウンター　　□電話　　□その他（                                 ）

係長 係

応対者氏名

＊＊＊＊センター図書室事故等報告書

件　名
　　□事故　　□苦情　　□トラブル　　□要望・提案　　□その他

様式６－２

（優先度２）

（優先度３）

　※図書館業務及び電算システム等に関する内容以外の案件は、所定の書式により＊＊区地域振興課へ

[住　　所]

[氏　　名] [年　　齢]

[電話番号] （優先度１）



　　提出してください。　　



日 冊 冊

枚 件

枚 件

枚 枚

枚 枚

枚 枚

枚

本 通

本 通

本
通

予　　約

督　　促

そ の 他

は
が
き

予　　約

通信欄

　　必要な案件は所定の書式により速やかに＊＊区地域振興課または中央図書館に提出してください。

そ の 他

　※上記の苦情・要望は特別な連絡や対応の必要のないものに限り記入することとし、特別な連絡や対応が

利用者から
の苦情・要
望・提案等

処　　　　　理内　　　　　　容

調査相談

利用案内

残 枚 数

寄贈礼状

封書・その他

郵送記録電話記録

再交付数

＊＊＊＊センター図書室月間業務報告書（１）

業務処理
件数累計

センター
館　　長

令和　　　 年　 　　月分

貸出冊数

様式６－３ 係

新規登録数
(WEB仮登録含む)

開室日数

貸 出 券
受払状況

前月末の
残 枚 数

受入枚数

残 枚 数

返却冊数

前月末の
残 枚 数

受入枚数

使用枚数

バーコード
受払状況



　・中央図書館主催の研修に関するもの　・その他(列記した事項に類するもの)示

※純粋な事業のみを記載し、下記のような図書室で標準的に実施されるべき業務や定例的な業務等は記入不要です。

　・図書室カレンダー等の作成･配布　・新着図書一覧(新刊リスト)や各種おすすめ図書リスト等の作成･掲示

　・各種ポスター等の作成･掲示　・予約ベストテン等の作成・掲示　・各賞受賞に関する情報や各種書評の掲示

　・図書の配架場所の変更やポップ作成等室内装飾に関するもの　・ホームページやチラシ等による各種ＰＲ

（その他・講座等）

（テーマ展示）

令和　　　 年　 　　月分

様式６－４
センター
館　　長

係

＊＊＊＊センター図書室月間業務報告書（２）

備　　　　　　　　　　考参加者数

　注）テーマ展示において長期間内容を変えないものは、定例的な展示となりますので、記入不要です。

事業名称 開催日時

（おはなし会・映画会等）



 

1 

 

 

【様式７】 

個人情報取扱状況報告書 

 

年  月  日   

  札幌市長        様 

                     住 所 

                     会社名 

                     代表者名              

 

個人情報取扱安全管理基準及び個人情報の取扱いに関する特記事項に基づき実施してい

る安全管理対策の実施状況について下記のとおり報告いたします。 

 

記 

受託業務名  

受託期間  

対象期間  

安全管理対策の実施状況 

１ 当該業務において、標記の基準及び特記事項に従い、安全管理対策を適切に実施し

ています。また、個人情報取扱安全管理基準適合申出書の提出時点からの変更有無等

について、以下のとおり報告いたします。 

(1) 従業者の指定、教育及び監督（変更なし・変更あり） 

   

(2) 管理区域の設定及び安全管理措置の実施（変更なし・変更あり） 

   

(3) セキュリティ強化のための管理策（変更なし・変更あり） 

   

(4) 事件・事故における報告連絡体制（変更なし・変更あり） 

  〇（発生した場合）事件・事故の状況： 

   

(5) 関係法令の遵守（変更なし・変更あり） 

   

(6) 定期監査の実施（変更なし・変更あり） 

   

(7) その他個人情報取扱安全管理基準適合申出書からの変更（なし・あり） 

   

２ その他特記事項等 

 

 



別表 １ 

管理物件 

 

 

 

 

施 設 の 名 称 札幌市はちけん地区センター 

施設の所在地 札幌市西区八軒 6 条西 2丁目 2番 1号 

施設の設置目的 地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及促進を図り、もっ

て地域住民の福祉の増進に寄与することを目的とする。 

建物の構造等 開設年月日：平成 18年 4 月 1 日 

構造・規模：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造屋階付地上 2階建 

      専有部分内訳 １階 963.87 ㎡ 

２階  361.04  ㎡ 

ＰＨ  2.10 ㎡ 

敷 地 面 積：2,335.95 ㎡ 

延 床 面 積（専有部分）：1,327.01 ㎡ 

主 要 施 設：ホール（300 人収容）、会議室（3室）、図書室（216 ㎡） 

駐 車 場：26 台収容 

はちけん地区センター専有部分内にある他の施設（組織） 

① 八軒中央地区福祉のまち推進センター（15 ㎡） 

建 設 費：457 百万円 

施設平面図：別添のとおり 







はちけん地区センター備品一覧
室名 品名 数量 室名 品名 数量 室名 品名 数量

事務机（課長用） 1 会議用テーブル 8 会議用テーブル 30

事務机（係員用） 5 スタッキングチェア 18 スタッキングチェア 302

事務椅子（課長用） 1 コートハンガー 1 コートハンガー 2

事務椅子（係員用） 5 プロジェクター台 1 スタッキングチェアー用台車 13

更衣ロッカー 3 ホワイトボード 1 バレー支柱整理台 1

耐火金庫 1 スクリーン 1 AVラック 1

ミーティングテーブル 1 囲碁セット 10 ホワイトボード 1

ミーティングチェア 4 将棋セット 10 ワイヤレスマイク 1

テプラ 1 冷蔵庫 1 ダイナミックマイク 2

裁断機 1 電子レンジ(オーブンレンジ） 1 スポットライト 2

賞状盆　　 1 炊飯器 2 ワイヤレスユニット 1

印箱　　 1 圧力鍋 2 カセットデッキ 1

ステープラー 1 会議用テーブル 6 CD/MDデッキ 1

シュレッダー 1 スタッキングチェア 12 マイクロフォンミキサー 1

ラミネーター 1 コートハンガー 1 アンプ 1

HUB 2 テレビ台 1 スピーカー 2

手提金庫 1 AVラック 1 スピーカー 2

書庫 3 ホワイトボード 1 バレーボール用支柱 1

クリスタルケース 1 ワイヤレスピンマイク 1 バレーボール用支柱カバー 1

ラテラルキャビネット 1 ワイヤレスユニット 1 バレーボール用ネット 1

ランマキャビネット 3 カラオケミキシングアンプ 1 バドミントン用支柱 2

ビジネスキッチン 1 DVDプレイヤー 1 卓球台 8

コートハンガー 1 カセットデッキ 1 審判台 1

パソコンラック 1 CD/MDデッキ 1 得点板 2

移動式帳簿立て 1 ビデオデッキ(Victor HR-DV4) 1 バドミン等用ネット 2

メタルミニななめシェルフ 1 バレーボール用ケース 2

メタルラック 1 ロビーチェア 8 掃除機 1

ウッドカラーボード 1 円テーブル 2 演台 1

キーケース 2 椅子 8 花台 1

月予定表 1 パンフレット台 3 姿見 3

テレビ 1 傘立て 2 ステージ用ステップ 2

CD/MDラジカセ 1 傘入れ袋スタンド 2 トイレ エアータオル 4

ワイヤレスアンプ 一式 掲示板 2 スタッキングチェアー用台車 2

プロジェクター 1 ホワイトボード 1 台車 2

冷蔵庫 1 アクリル板カウンター置き 2 イベントパネル 24

会議用テーブル 8 受付上部料金表 1 スクリーン 1

スタッキングチェア 18 備付掲示板 4 脚立 2

コートハンガー 1 自走式車椅子 1 掃除道具入れ 1

ホワイトボード 1 ピンク電話 1 旗 3

スクリーン 1 電話台（花台） 1 屋外 物置 1

給湯室 ビジネスキッチン 1
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〇　一般備品

No 品名 数量 No 品名 数量

1 メインカウンター 1 26 書架配置図 1

2 ユニットケース 2 27 十進分類表 1

3 ワーキングキャビネット 1 28 開・閉室案内サイン 1

4 ワーキングデスク 1 29 図書室カレンダー 1

5 ワーキングスツール 2 30 注意サイン 4

6 ワーキング収納 1 31 台車 1

7 掲示板 5 32 踏み台 3

8 木製記載台 1 33 大型紙芝居用舞台 1

9 児童用閲覧テーブル 1 34 CPUボックス 2

10 児童用閲覧スツール 10 35 テプラ 1

11 木製紙芝居架 1 36 木製カードケース 1

12 木製書架 22 37 シュレッダー 1

13 児童用スペース 1 38 コピー機 1

14 下足棚 1 39 タイプライター 1

15 雑誌架 1 40 ブックトラック 3

16 新刊書架 1 41 電話機 1

17 新聞架 1 42 中綴じ製本用ホチキス 1

18 一般用閲覧椅子 10 43 かさ立て 1

19 一般用閲覧スツール 2 44 裁断機 1

20 一般用閲覧テーブル 2 45 警報装置コントローラー 1

21 書架プレートサイン 28 46 木製三角サイン 3

22 児童用注意サイン 4 47 防犯用鏡 1

23 入口サイン 1 48 ポータブルDVDプレイヤー 1

24 カウンターサイン 2 49 卓上小型書架 3

25 返却日表示サイン 1 50 利用者端末ラック 1

〇　システム関連備品

No 品名 数量 No 品名 数量

1 デスクトップ端末（業務端末） 2 4 L2スイッチ 1

2 デスクトップ端末（利用者端末） 1 5 ルータ 1

3 プリンタ（業務端末） 1

図書室備品リスト（はちけん地区センター）


